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プロローグ１







　１人の男が何もない空間にポツンと佇たたずんでいる。その顔は草臥くたびれ、髪かみの毛けには白しら髪がが散見されるため年ねん齢れいはおよそ40代後半から50代に見える。

　しかしその頭部に反して首から下。おそらくは寝ね間ま着きであろう無地のＴシャツと腹回りが緩ゆるめの短パンから覗のぞく体ははち切れんばかりに発達した筋肉で覆おおわれており、鍛きたえ抜ぬかれた若々しい肉体である事を物語っている。

「ん……？　ここ、どこだ？」

　路上ではない、どこかの店で酔よいつぶれたかと、男が目を瞬またたかせて呟つぶやいていると、男の前にどこからともなく３人の男女が現れる。

「気がついたかね？」

「意識はハッキリしているかい？」

「返事をしてくれるとありがたいわ」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。突とつ然ぜんのことで驚おどろいてしまい、挨あい拶さつが遅おくれました。私、竹たけ林ばやし竜りよう馬まと申します」

「よいよい、そう硬かたくならずに茶でも飲みなさい」

　条件反射で行われた竜馬の挨拶を聞き、長い髭ひげの老人が柔にゆう和わな笑え顔がおを浮うかべて地面と水平に手を振ふる。すると瞬しゆん時じにそこには無かったはずのちゃぶ台が現れ、人数分のお茶と座ざ布ぶ団とんが用意されていた。

「ささ、とりあえず座すわって」

「ありがとうございます」

　現れた３人の中の紅一点。若い女性は朗ほがらかに笑いかけながら竜馬を促うながし、竜馬は一言礼を言って座布団に座る。同じように老人が竜馬の正面へ、女性が右へ、そして最後の１人である少年が左の座布団へ。

　ちゃぶ台の四方を囲む彼かれらは茶を飲み始め、それに続くように竜馬も一口だけ飲んでから問いかけた。

「すみません、幾いくつか聞かせて頂きたいことがあるのですが、質問をしてもよろしいでしょうか？」

「もちろんじゃ。儂わしらはそのために今ここに居る。じゃが、君の聞きたい事は大体予想が付く。まずは儂らの話を聞いてくれんかのぅ？　その中で君の聞きたい事も分かるじゃろう」

「分かりました、よろしくお願いします」

　頭を下げた竜馬を見て、老人は一度頷うなずくと状じよう況きようを端たん的てきに説明した。

「儂らは人間が言う所の〝神〟じゃ。儂が創造神であるガイン、君から見て右側の女性が愛の女め神がみルルティア。そして左の少年が生命の神であるクフォじゃ。儂らは君の生きていた地球とは異なる世界からここにきている。

　そして君は残念ながら昨夜、寝ねている間に息を引き取った。そして死後の魂たましいとなった君を儂らが連れてきたんじゃ。ここ、いわゆる天界にのぅ」

「なるほど、そういう事でしたか」

　そう言って納なつ得とくしたように頷き、お茶をもう一口飲む竜馬。その反応に３人の神が困こん惑わくする。特に驚いているのは少年の姿をした神、クフォだ。

「え、ちょ、それだけ!?　もう少し嘘うそだ！　とか、なんで僕ぼくが死んだの！　とか言わないの？」

「これまでここに来た者はもう少し取り乱したものじゃがのぅ……」

「驚いてはいますし、現実味が無いとも思っていますよ。ただ夢なら時間が過ぎれば目覚めるだけですし、本当でも人は何時いつか死ぬものです。……なにより私の会社は仕事が厳しくてですね……体を壊こわして退職する同どう僚りようや新入社員が多かったので、私も早死にするとは思っていました。むしろ39、数えで40になる今までよく体がもったと思います。

　それに趣しゆ味みの関係でこういう話は大好きです。家族や親しん戚せきも居ませんし、ただ灰になるよりはよっぽど嬉うれしい」

　心の底から満足そうに話す竜馬だったが、神々の戸と惑まどいが消える事はなかった。

「そ、そうなの？　人間ってそんな考え方する？　君、微び妙みように悟さとりとか開いてない？」

「趣味は関係無いと思うわ。あなたと同じ趣味を持つ人も何人かいたけど、彼らの方はむしろ大興奮していたわよ？　話を聞いてくれなくて困っちゃったわ……悲観的じゃないだけ大分マシだけども」

「まぁ、こちらとしては納得させる時間と手間が省けて助かるが……話す内容が急に減ってしもうたな……他に聞きたいことはあるかの？」

　そう問われた竜馬は、少し考えてからゆっくりと口を開いた。

「それでは……私はどうして死んだのでしょうか？」

「ん？　まずそれかの？」

「はい。何時死んでもおかしくないとは思っていますが、死んだ記き憶おくが無いもので」

「まぁ、あの死に方だと憶おぼえてるわけがないわよね」

「君の死因は頭を打ったことによる脳内出血だよ」

「え!?　……憶えている限り、私は部屋で寝ようとしていたはずなんですが」

「ええ、ちゃんと寝ていたわ。その寝ている時に貴方あなたがクシャミをしたのよ、何度も」

「４回じゃったな。クシャミをするごとに枕まくらがズレ、最後に床ゆかに頭を打ち付けたんじゃ。お主ぬしの布ふ団とん、安物のうっすいやつじゃったから、あまりクッションにはならんでのぅ……」

「目が覚めるほどじゃなかったんだけど、それがきっかけで脳内の血管が幾つか切れてね。それで夜が明けるまでに出血で脳が圧あつ迫ぱくされて、ご臨終」

　それを聞いた竜馬は俯うつむき、言葉を反はん芻すうすると、突とつ然ぜん苦く渋じゆうに顔をゆがめて言葉を搾しぼり出だす。

「納得できない……何でそんな死に方を」

「「「？」」」

「酔った上司のビール瓶びんも、オヤジ狩がりの鉄パイプだって平気だった。親父おやじのしごきで頭を殴なぐられたことなんて数え切れない。なのに、何でクシャミなんかで！」

　竜馬は突然周りが見えなくなったように、荒あら々あらしい感情を露あらわにし始めるが、これについて神々は分かっていたという様子でただ観察する。

「あー、これは、きたね」

「死んだ事や私たちの事に取り乱さないで、こんなところで取り乱すなんて変わった子ねぇ」

「どうやら自分の体の強さには密ひそかなプライドがあったようじゃの。幼少期には父親に強制的に武術を叩たたき込まれ、死ぬ前まで日課として鍛えていたらしい……クフォ、ルルティア」

「なーに？」

「何か問題？」

「問題かどうかは分からんが、彼について気になることができた。彼が落ち着くまでの間、手伝ってくれんかの」

　ガインの表情が竜馬と話していた時とは一転して険しくなり、それを受けた２柱の神々も何かを察すると、彼らは頭を抱かかえて周りの音が聞こえないほどに落ち込んでいる竜馬へ目を向けながら人には聞こえない言葉で話を始めた。




「ふぅ……っと、いかん。すみません、１人で」

　しばらく後。竜馬がある程度落ち着きを取とり戻もどして顔を上げれば、そこには落ち込む前と変わらぬ姿でお茶を飲む神々の姿があった。

「いいのよ、私たちは基本的に暇ひまだし、向こうの世界にも余よ裕ゆうがあるうちに貴方を連れに来たから時間はあるの。それにここに来た人が取り乱すなんて珍めずらしいことじゃないわ。

　人間の魂は本来肉体とセットであるもの。だから神の力で維い持じしていても、そもそもが不安定で感情が暴走しやすいのよ。私たちにとっては驚くことでもないし、貴方も気にしないで」

「神界は時間の感覚が曖あい昧まいだし、魂には空腹も渇かわきも無い。目覚めてから落ち着いて話を始めるまでに４年位かかるのも珍しくないからね」

「４年!?」

　クフォと呼ばれる少年の姿をした神の言葉に驚きを隠かくせない竜馬であったが、神々にとってはよくある事だった。

「本人が冷静さを取り戻すか、儂らがどの時点で落ち着かせにかかるかにもよるが、現実逃とう避ひに入ると話を聞いて貰もらえないのである程度は放置する。下手に落ち着かせようとして警けい戒かいされると面めん倒どうじゃからな。他にも話の最中ことあるごとに取り乱す者もおる。それが落ち着くのを待っていれば４年位はすぐに過ぎてしまう。そういうわけで、竜馬君が気にする必要はないんじゃよ。

　それよりも、落ち着いたのなら話の続きをしようと思うのじゃが、良いかの？」

「はい、お願いします」

　竜馬の答えにガインがまた一度頷いた。

「うむ。では、何故なぜ君をここに呼んだのかを説明するが……こう言えば一言で分かるかの？　〝テンプレ〟じゃ」

「なるほど、異世界行きですね。転移ですか？　それとももう死んでいるから転生ですか？」

「本当に話が早いわね……」

　ルルティアが表情と言葉に浮かべた若じやつ干かんの呆あきれを意に介かいさず、竜馬は説明を受ける。

「一応は転移という形になるのぅ。儂らの世界で、儂が作った体に入って貰うから親や親族はおらんよ」

「向こうの体はかなり若返るから、転生と言えるかもしれないけどね。姿形も希望があればある程度弄いじれるし」

「具体的にどのくらいの年齢になるのでしょうか？」

「大体10歳さい以前じゃの、それくらいの歳としであれば森などに迷い込んでいたとしてもかなり運が良ければ助かる可能性がある。子供ならその分怪あやしまれずに済むからそうして街に行き、生活を始めると良いぞ。当然、できるだけの保護はしよう。

　身分は平民の孤こ児じとなるが、最初に送る場所は割と身分差に寛かん容ような国を選んである。普ふ通つうに生活をする分には不都合はあるまい」

「ありがとうございます。姿は向こうの世界でおかしくない様にお願いします。ところで、私はこれから行く異世界で何をすれば良いのでしょうか？　使命などはありますか？」

「う～ん……あることはあるけど、異世界に行った時点で終わるの。だから実質的には無いわね。強しいて言えば、貴方が私たちの世界に行く事が使命になるわ」

「僕らの目的は君を異世界に送ると同時に、地球の魔ま力りよくを魔力が枯こ渇かつしかけている僕らの世界に送る事なのさ」

　竜馬はそれを聞いて納得すると同時に、新たな疑問が浮かぶ。

「魔力だけでは送れないのですか？」

「うん。分かりやすく言うと、世界と世界の間には壁かべがあってね。魔力は本来世界の壁を越こえられない。だけど僕らの力で穴を開ければ魔力を移せる。ただこれは僕ら神にとっても重労働なんだよ。穴の維持にも力が必要で、必要な量を移し終える前に僕らが力ちから尽つきちゃう。

　そこで、君の出番！　といってもその時意識は無いんだけど、神の力で保護した君の魂を壁の中に押おし込んで、つっかえ棒の代わりにする。そうすれば少しの間だけど穴が維持できるんだ。その間に僕らが地球の魔力を移すわけさ」

「私たちの世界は魔ま法ほうが発達しているから、魔力が枯渇すると色々困るのよ。魔法に頼たよって生活している人類が困るのは勿もち論ろん、魔力を餌えさにする魔ま獣じゆうは絶ぜつ滅めつするし、魔獣が居る事で食物連れん鎖さが成立していた自然のバランスが崩ほう壊かいしたりね。

　その点地球は魔力があっても使われてないし、魔獣も居ない。なくなっても困らないから譲ゆずってもらっているのよ」

「なるほど……特に魔力を枯渇させている原因が無いのならばですが、消費に生産が追いつかない感じでしょうか？」

「まさにその通りよ。色々と理由はあるんだけど、特に人間。魔法が便利なのは分かるし、色々研究されて発展もしたけど、どんどん消費量が増えちゃってね……」

「魔力の消費を抑おさえるのは少々難しい。さらに体内の魔力を使いすぎると体調を崩くずす。周りから集める方がよっぽど楽に魔法を使えるのは確かじゃが、安易な方法に頼り切きるとは嘆なげかわしい事じゃ」

　神々が魔法と人間に対して愚ぐ痴ちをこぼす中、竜馬は１人心を躍おどらせている。

「その……魔法ですが、私にも使えるでしょうか？」

「使えるぞぃ」

「使えるよ」

「使えるわよ」

「本当ですか！　っと、失礼しました」

「よいよい。で、魔法じゃったな。転移後の肉体は向こうの人間と同じとなる、よって向こうの人間が使える魔法ならば、当然訓練次し第だいで使えるぞ」

「それに、さっき言った通り世界を渡わたる時には神の力で保護するから、その時に多少力を君にあげられる。才能が無くても底上げしてそれなりに使えるようにはできるから、君が楽しめる程度には魔法が使えるよ。世界一の才能とか言われるとちょっと難しいけどね」

　微笑ほほえましいものを見る目を向けられた竜馬は、僅わずかな恥はずかしさを感じながらも魔法が使えることは嬉しいと答えた。

「ならば与あたえる力は魔法系……とりあえず基本となる〝属性魔法〟は全属性を使えるようにしておこう」

「あの……それは目立ちませんか？」

　竜馬のその言葉を聞くと３神はニヤリと笑った。

「それ、ここに来た人はよく言うんだよね～、特にラノベってのをよく読む人は絶対」

「私たちの世界では珍しいけど、取り立てて騒さわぐ程の事ではないのよ」

「そうなんですか？」

「うむ。生まれつき適性を持つ者もそれなりにおるし、やろうと思えば訓練で誰だれでも全属性の魔法を使えるようになる。国の騎き士し団だんなら生まれつきが10から20人位は居るじゃろう。

　ただし全属性持ちは使える属性こそ多いが、満まん遍べんなく訓練すると１つの練習にかけられる時間が減り、上達が遅おそくなってしまう。一つ一つの魔法が未熟な全属性持ちの魔ま法ほう使つかいと１つの属性しか使えないが強力な魔法を放てる魔法使いでは後者が重宝されるぞぃ」

「器き用よう貧びん乏ぼうになりやすい、と……」

「いかにも」

「そんな訳で悪い事は無いし、魔法を使って楽しみたい竜馬君にはぴったりじゃないかしら？」

「……そうですね、では全属性をお願いします」

「わかった。しかしまだ余裕があるが、残りはどうする？」




　それから竜馬と神々は、力について心行くまで、時間をかけて話し合った。




「――よし、これで何とか限界まで詰つめ込める。しかし、魔法ばかりになってしまったが、本当に良いのじゃな？　生前に身につけた武術で護身は十分可能じゃろうが、使える魔法の種類を多くする分、すぐに強い魔法は使えんぞ？」

「生きる事に問題が無ければ、全すべて先ほど決めた通りにお願いします」

「分かった。君の意思が変わらんのならそれが一番じゃろう。では最後に、これじゃ」

　固い意思を汲くみ取ったガインは、どこからともなく木の板に乗った１枚の羊皮紙と羽ペンを取り出して竜馬に差し出す。その羊皮紙にはこれまでに話し合った事が細かく記き載さいされており、右下に名前を記入する空くう欄らんが用意されている。

「死んだ後で契けい約やく書しよを書くことになるとは……」

「あら、嫌いやだったかしら？」

「嫌ではないです。ただ、少し意外だったもので」

「まぁ、別に契約書にする必要ないしね」

「え？」

　自分の何気ない言葉を聞きつけたルルティアとクフォの発言で、羽ペンに伸のばした手が止まる。

「これってただの最終確かく認にんだから。竜馬君はこっちの事情や君の置かれた状況を確認して、こっちは説明義務を果たして君が理解したかを確認する。で、最後の竜馬君のサインは同意の意思を確認するだけ。だから確認さえできれば口頭でもいいんだよ」

「そうなんですか？」

「人を見て変えているわ。もっと若い子の場合は契約書より口頭のほうが楽だったりするのよ」

　その答えを聞いた竜馬は契約書の内容に集中し、読み終わると納得の上で契約書にサインをした。




　――その瞬しゆん間かん、竜馬の体を淡あわい光が包つつみ込む。




「っ!?」

「落ち着いて。それは準備が始まった証しよう拠こだから、害はないわ」

「残念だけど決まりでね。説明して決める事を決めたら、そう時間を待たずに向こうに行く事になるのよ」

「嫌な奴やつ程ほど長く居い座すわるのに、なぜ気に入った奴やつはすぐに出立の準備が整うのじゃろうな……」

　その言葉と様子で竜馬は別れの時が来たことを理解した。

「そうですか……名残なごり惜おしいです。このご恩は一生忘れません」

「気にするな。お主の人生じゃ、好きに生きよ。まずはできるだけ安全な森に送ってやるから、安心じゃよ」

「私たちはずっと見守ってるからね。最後だし、わがまま言っても良いのよ？」

「口調もそんなに丁てい寧ねいじゃなくていいし」

「最後くらいは素すを出さぬか？」

「……そうで……そうだな。ありがとう。やっぱり形だけ、上辺を取り繕つくろってもバレるか」

「儂らは神じゃからな、気づいて当然じゃよ。おまけに取り乱したときは口調が違ちがっておったしのぅ」

「最初っからそれでも別に良かったのに～」

「神様にいきなりタメ口利きくわけにもいかないだろ……」

「度が過ぎれば不快だけど、竜馬君は大丈夫よ。それに、私の心は広いんだから。なんと言っても女神ですもの」

「そうか」

「向こうに行ってからの活動方針はあるのかの？」

「心配事があるなら、吐はき出しちゃいなさい」

「聞いてあげるよ～？」

　竜馬は少し考えるそぶりを見せたが、さほど間は置かずに自然に言葉が出てくる。

「……対人関係だな。39年の人生を送ったけど、人付き合いはあまり上手うまくなかった。異世界に行っても俺おれは俺だ、異世界に行ってそれが変わるとは思えない。……正直、人付き合いには疲つかれた、いっそ隠いん居きよでもしようかとも思ったが……」

「そうしたいならするといい。それも人生じゃ」

「それと同時に、異世界を歩かないのも勿もつ体たい無ないとも思ってるんだよ。どうすっかねぇ……」

「なら、しばらく隠居して考えつつ、気が向いたら旅に出れば？」

　それで良いのかと竜馬は問う。

「どのみち向こうの世界で最初に着くのは森だよ。突然街中に転移したら大おお騒さわぎになるかもしれないし。だから、その森にしばらく住んで、そのあと街に行けばいいじゃない。どうせ魔法とかの実験もするんでしょ？」

「あー……確かに」

「ゆっくりでいいさ。君は真ま面じ目めに与えられた選せん択たく肢しは全部やろうとするみたいだけど、１つずつ、気の向くままでいいんだから。最終的に全部出来なくても良いのさ」

「あなたは一度死んでるのよ？　それこそ本当に生まれ変わるの、前の人生とは違う。自分の好きなように生きていいじゃない。特に向こうに行った直後は子供よ？　身を守ること以外は考えずにパーっと遊ぶくらいでちょうどいいのよ。

　私たちが与えた力も立派な貴方の力になるんだから、魔法の練習でも楽しみなさい。あ、でも向こうに行ってすぐに全部は使えないけど、地球の知識があれば飲み込みは早いはずだから、焦あせらないでね？　制せい御ぎよを重視すると良いわよ」

「うむ、それがよかろう。万一盗とう賊ぞくが居おっても、お主ならそこらの盗賊団に遅れを取ることはまず無かろうて」

「……気楽に、気の向くままに、か。……なら、森で生活できそうならしばらく森に篭こもっていよう。少しばかり気が楽になったよ、ありがとう」

「もし街に行くようになったら、こまめに教会に足を運ぶといいよ。僕たちと会う事はできないけど、神しん託たくのスキルを手に入れれば極ごく短時間の会話はできるようになる可能性があるから。レベルが高いほど長く、頻ひん繁ぱんに話せるようになるよ」

「了りよう解かい、街に行ったら忘れずに行く。何時になるかは分からないが、必ず教会には行くと約束する」

「うん、待ってるよ。その時は話し相手になって貰うからね」

「儂らも暇じゃしの、ほっほっほ」

　そうガインが笑ったと同時に、竜馬の体を光の粒りゆう子しが包み始めた。

「……時間みたいだな」

　光は徐じよ々じよに強くなり、竜馬の視界が遮さえぎられていく。

「どうやら準備が整ったようじゃ」

「時間だよ」

「元気で、楽しくやっていくのよ？」

「ああ、わかった……本当に、本当にありがとうございました!!」

「うむ！　ではゆくぞ！　いざ、新しき世界への道を開かん！」

「あなたに我らの祝福を！」

「次の旅路に光あれ！」

「「「新たな生を楽しみなさい！」」」




　その直後、竜馬は一ひと際きわ強い光に飲まれた。

　そしてその光が消えたとき、竜馬だけでなく神々もその場から姿を消していた。







プロローグ２







「仕事……田た淵ぶち君、進しん捗ちよく報告……」

　深い森の中、木々が生おい茂しげり生まれた影かげの中で目を覚ます竜りよう馬ま。彼は神々に伝えられた通り10にも満たない少年の姿で麻あさの服を着込み、１本の木の根元にもたれかかって眠ねむっていた。

　その姿に不ふ釣つり合あいな単語を口にしながら目を開き、木こ漏もれ日びに目を細めた彼は意識が朦もう朧ろうとしているのか、周りの様子を窺うかがう。

「森？　夢じゃ、無い、な……」

　土や森や風の匂においを感じるうちに、徐々に自分が何故この場に居るのかを思い出した。

「そうだった……ここが異世界か。ん？」

　彼の目が腰こしのあたりに並べられた革かわ製せいの鞄かばんと手帳サイズの本を捉とらえる。手に取って表紙を見ると、そこには明らかに日本語ではない文字で〝手紙〟と書かれていた。差出人は、彼をこの世界に招いた３柱の神々。

「ガイン、クフォ、ルルティア……」

　ごく自然に書かれた名を読み上げた彼は、記憶に残る神々の事を思い返す。

（送る前に懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をして、生きるための知識や力もくれたはずなのに……手紙で補足までしてくれるのか。ただ、この厚さじゃ手紙というより説明書だと思うが……）

　表紙を捲めくると、最初のページには３つの事が書かれていた。

　まず１つ目。ここは〝セイルフォール〟という世界の、〝リフォール王国〟にある〝ガナの森〟という場所であり、強い獣けものや魔獣が少なく比ひ較かく的てき安全な場所であるという事。

　２つ目は絶対に安全ではないため、すぐに新しい体の状態や動きを確かめ、安全に住める場所へと移動しろとの指示。ご丁寧に小さな地図まで付いている。

　最後に手紙の１ページ目を締しめくくる〝この続きは指示された場所に行ってから読みなさい〟という言葉。

　至いたれり尽つくせりの神々を想おもい、なんとも言えない微び笑しようを浮かべた竜馬は体を起こすが、ここで彼は自分の体に強い違い和わ感かんを覚える。

「本当に、子供の体になってるんだな……竹たけ林ばやし竜馬、39歳、独身、職業ＳＥシステムエンジニア。記憶だけは据すえ置おきなんて、まるでどこぞの名めい探たん偵ていだ」

　説明は受けていたものの、実際に肉体の変化を体験した竜馬は驚き、異常が無い事を確かめる。そして異常が無いと分かると、一息ついて体を動かし始めた。

　足の曲げ伸ばしや手の開閉。体の各部位を動かす程度の簡単な物から、ストレッチやラジオ体操と、徐々に動きは激しさを増す。そして、生前の父から有う無むを言わさず叩き込まれた武術の型を一つ一つ確かめるように行った後にようやく動きが止まった。




「……」




　その目が傍かたわらに立つ細めの木を見み据すえた次の瞬間、幹へと鋭するどい蹴けりが放たれた。

「ピィッ！」

「チッチッ！」

　静かな森に軽く響ひびいた破は裂れつ音おん。蹴りを受けた木は生木にも関かかわらず綺き麗れいに折れ、周囲の木々で羽を休める小鳥を逃にげ惑まどわせながら地面に倒たおれる。その結果を見て竜馬はそれまでの動きを総そう括かつした。

（微妙だな……力は前世と同じかそれ以上。体格に釣つり合あっていない。体が軽くて動きすぎるし、手足の長さは言わずもがな。間合いと感覚が狂くるう。歩く、走るくらいの基本的な動作は問題無いが……追おい々おい慣れるしかないか）
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　そう結論付けた竜馬は自分が目覚めた木の根元へ近づき、地図で現在位置と目的地への道を確認すると、拾い上げた鞄へ手紙をしまう。また、その際見つけたナイフを腰へ提さげて、竜馬は神々に指示された場所へと歩き出すのだった。




　２時間後。

　何度か小動物や地球には生息しない〝魔獣〟と呼ばれる生物を見かけたが、どれも弱く魔獣が勝手に逃げるか、竜馬が無視をしてやり過ごしていた。

　子供の足では多少の時間を要したものの道中は危なげなく、神々から事前に与えられた知識を使い、薬草や食べられる物を採取する余裕まである。

　そうして薄うす暗ぐらい森を歩き続けた竜馬がたどり着いたのは森の奥。木々が開けて剥むき出しになった岩いわ肌はだが広がる崖がけの前。竜馬は周囲を見回して安全を確認すると、早々に荷物と腰をその場に降ろし、神々からの手紙の続きに目を通し始めた。

「へぇ、近くに川があるのか。生活拠きよ点てんにするには丁度いいな」

　時折独り言を言いつつ手紙を読み進める竜馬からは、人類が住む場所へ向かう意思が全く感じられず、実際森から出る事など微み塵じんも考えていない。神々と話して決めた通り、やはり森の奥で隠居生活を始めるつもりだ。

「荷物にテントが入っているらしいが、魔獣の事を考えたら洞どう窟くつの方が安全かね……」

　テントでは安全性が少々心もとない。そう考えた竜馬は崖へ近づき右手の人差し指を岩肌に突つきつけ、左手に持つ手紙へと目を戻す。開かれたページに書かれているのは〝魔法〟の使い方。

「まずは心を落ち着けて、自分の体内に集……これか？　……皮ひ膚ふの下が水風船になったみたいで気持ち悪いな……」

　口では気持ち悪いと言いつつも声こわ色いろには興奮と喜びが混じり、僅かながら表情も緩む。

　しかし、いくらゲームやライトノベルなどのオタク趣味を嗜たしなんでいても、妄もう想そう程度であれば忙いそがしい仕事の合間に考えた事が数え切れないほどあると言っても、実際に魔法を使った事などあるはずがない。そのため……

「ええと、体内の魔力を感じてからは……体内で魔力が流れるイメージで動かして、体外に出す、と」

　一つ一つ、確かめながらになる。まるで説明書片手に文明の利器に悪あく戦せん苦く闘とうするご老人のような雰ふん囲い気きを醸かもし出していたが、指先から体内に感じる魔力を放出するようにイメージできるようになれば、ゆっくりと、確実に魔力は放出されはじめた。

　ちなみに魔法には、

　無・火・水・風・土。

　氷・雷かみなり・木・毒。

　光・闇やみ・空間。

　という12の属性があり、それぞれが難易度による分類で右から下位、中位、上位属性と呼ばれている。

　さらに魔法は使いたい魔法のイメージを持ちながら魔力を放出する事で属性を変へん換かんし、魔法の名前でもある呪じゆ文もんを唱える事で発動する。

　この文を読み上げた竜馬は、手紙の中に幾つか記された魔法の中から土魔法を１つ選んで試ためしてみた。

「魔力が崖の岩に染しみ込んで、崩れて土に……『ブレイクロック』」

　指先で触ふれた崖がほんの少し崩れて土へ変わり、崖に丸い穴が空く。穴の直径は人差し指３本分ほどで第一関節までの深さ。穴と言うよりも窪くぼみと言った方が正しいが、本人はその結果を見て、１人静かに笑う。

（こんな気分になったのは何時ぶりだろうか？　徹てつ夜や・残業は当たり前、家と会社を行き来するか、上司の飲み会に付き合わされる生活。楽しみが無いとは言わないが……久しく忘れていた気がするな……）

　周囲に気を配りつつ、しばらくの間にやけた顔でブレイクロックを使い続けた。




　だがその後、ひとしきり魔法に満足した竜馬が呟つぶやく。

「効率が悪い」

（これだけやってようやく両手の手首が入るようになったか……日が暮れるまでには終わらないな。それに、使える魔力にも限界があるはず）

　そう考えた竜馬は休きゆう憩けいを兼かねて近くにある川まで水を汲みに行き、戻ると手紙の続きへ目を通し始める。

（何か役に立ちそうな事が載のっていれば良いが……最悪はテントになるな。地球では２、３日完かん徹てつなんて珍しくも無かったし、それくらいなら寝ずの番ばんでしのげるが……おっ）

　解決策の手がかりを求めてページをめくる竜馬の目に、今現在彼が持つ技術や体力を数値化した表が載っていた。

（ステータスか、これは便利だ。今の俺に何ができるのかが把は握あくできる）

　そこにはこう書かれている。




　名前：リョウマ・タケバヤシ

　性別：男

　年ねん齢れい：８

　種族：人間

（名前と性別は前世と変わらず。でも名前が先なのか。年齢は８歳。俺はその頃ころどんな子供だったか……親父に稽けい古こ付けられてた事しか覚えてない。まあいい、次）

　体力：１０，４８６

　魔力：１０２，３００

（注）体力は平均的な成人男性が１０００程度、冒ぼう険けん者しやや兵士等、鍛きたえている者なら平均２０００～３０００程度。

「体力バカか俺は」

（確かに最近の若い連中や腹の出た上司よりは動けたが、ここまで差が出るか？　魔力は人柱になった時点で増えると聞いているから分からなくもないが……体力の向上は頼たのんでない筈はずだぞ）

　体力と同じく魔力にも注記があり、一いつ般ぱん人じんは１００。魔法を戦せん闘とうの補助に使う戦士等は５００～７００。普通の魔法使いだと１０００～５０００くらいで、宮きゆう廷てい魔導士にもなると１万～５万が平均と記されている。

（まぁ多い分には困らんだろう。残りはスキル、つまりは技能だな）




　日常生活スキル

　家事（10）　礼れい儀ぎ作法（７）　楽器演奏（３）　歌唱（３）　計算（５）




　戦闘系スキル

　体術（７）　剣けん術じゆつ（７）　短剣術（６）　暗器術（７）　槍そう術じゆつ（４）　弓きゆう術じゆつ（４）　棒術（６）　分銅術（４）　投とう擲てき術（７）　隠おん密みつ術（６）　罠わな（４）　身体操作（５）　気功（５）




　魔法系スキル

　従じゆう魔ま術じゆつ（１）　結界魔術（１）　回復魔法（１）　錬れん金きん術じゆつ（１）　火魔法（１）　水魔法（１）風魔法（１）　土魔法（１）　無魔法（１）　雷かみなり魔ま法ほう（１）　氷魔法（１）　毒魔法（１）　木魔法（１）　光魔法（１）　闇やみ魔ま法ほう（１）　空間魔法（１）　魔力感知（１）　魔力操作（１）魔力回復速度上じよう昇しよう（１）




　生産系スキル

　薬学（６）　鍛冶かじ（１）　建築（２）　木工（２）　造形（３）　描びよう画が（４）




　耐たい性せい系スキル

　肉体的苦痛耐性（８）　精神的苦痛耐性（９）　健康（７）




　特とく殊しゆスキル

　生命強化（３）　超ちよう回かい復ふく力りよく（３）　耐たい久きゆう力りよく強化（６）　精神集中（５）　生存術（３）




　称しよう号ごう

　下げ克こく上じよう

　不運な人生を終えた者

　武神の弟で子し

　賢けん者じやの弟子

　神々の寵ちよう児じ




　加護

　創造神ガインの加護

　生命神クフォの加護

　愛の女め神がみルルティアの加護




（スキルは（　）内の数字で表されるレベルでその習熟度が分かる。基準は基き礎そを修めるとレベル１、２。３ならまぁ一人前。４なら熟練。５なら一流。６から先は達人か……39年間の経験が効いたのかね？　ほとんど仕事や学生時代のバイトで心当たりがある。プログラミングやこの世界に無さそうな技能は書かれていないが……称号と加護は、今は役立てられそうにないし……さて、このスキルをふまえてどう穴を掘ほるか）

　竜馬は次のページに記されていたスキルの説明文を睨にらむように熟読しながら考え、10分後。あるスキルに目をつけた。




『気功』――生命力を用いて肉体を強化する技術。腹の下の気を感じ取り、魔力と同じ要領で全身へ巡めぐらせることで肉体機能を全体的に向上させる。武器に気を纏まとわせる事で威い力りよくや切れ味の向上も可能。長期間肉体や戦闘技術を鍛え続けると自然に身につくため、自覚なく使用している場合がある。

（さっきからやたらと体が動くのはこれのせいか。理解しておけば使えそうだ、たしか土魔法にも１つ……あった）




　土属性初級魔法『ロック』。

　土を固めて石や岩に変える魔法。形状は術者の意思で調整可能。

「『ロック』」

　竜馬が崖を崩した土ど砂しやへ魔法をかけると、瞬またたく間まに土砂が石ころへと変わる。

「よし、『ロック』『ロック』―――」

　さらに同じ魔法で土砂から短い石の棒を作り、ブレイクロックで先せん端たんを細く、獣の牙きばの様な形に成形。出来上がりを確認した竜馬は棒を逆手に持つと再び崖へ向き合い、一度深呼吸をして気功を使用。

「はっ！」

　右みぎ腕うでと棒の先端に気を纏わせ、思い切り崖の表面に振ふり下おろす。そびえ立つ崖と、気によって強化された同じ素材の棒がぶつかり合った結果、その一いち撃げきは崖の表面へ人差し指の第二関節に届く深さの溝みぞを刻み付けた。

「よし！」

　竜馬がその結果を見てさらに棒を崖に打ちつけ続けると、魔法を使っていた時よりも断然早いペースで掘れていく。

「っ！　折れたか、『ロック』」

　道具が壊こわれればそのたびに直しつつ、掘り進すすめることで竜馬は夕暮れ前までかけて自分と荷物が収まるだけの洞ほら穴あなを掘る事に成功する。しかし慣れない力の使い方を続けたことで、僅かな倦けん怠たい感かんも感じる。

（今日はこれで休むとするか）

　ひとまず完成した拠点へ、採取した食料と水を運び込もうと外に目を向けた途と端たん、眼前に広がる光景に竜馬は言葉を失った。




「ほぅ……」




　いつの間にか、外が燃えるような夕焼けに彩いろどられている。立ち並ぶ木々の葉が紅あかく染まり、直接日の当たらない葉や下草は青々と広がる。そんな景色の美しさに目を奪うばわれていると、空はしだいに夕焼けから夜の星空へと移り変わっていく。

（綺麗だな……もう星があんなに。数え切れない星を直じかに見たのは、いや、そもそも景色をちゃんと見たのなんて何時ぶりだろう？）

　景色を眺ながめても答えは出ない。だが、竜馬はどことなく満足そうに荷物を洞窟へ運び込む。荷物の中から取り出だした毛布で寝ね床どこを作ると壁にもたれ、これまた荷物から取り出した食料を口にする。果実や野草といった生食可能な物を選んだため、量はそれほど多くない。だが総量の半分でもある程度腹を満たす事ができた。

（残りは明日に取っておくとして、もう寝ねるか。明日からは食料やら生活に使えそうな物を集めていかないとな……やる事は多そうだが、やりがいも多そうだ）

　洞窟の入口を、安全のために空気穴だけ残して塞ふさぐ。

「ガイン、クフォ、ルルティア、俺はあなた方に、あなた方の好意に、本当に感謝します」

　作業が終わったその足で毛布に包くるまり、今後の生活に思いを馳はせた竜馬の言葉は暗い洞穴の中に響いて消える。その数分後には安らかな寝ね息いきが聞こえ始めていた。




■　■　■




　一方その頃、神界では眠りについた竜馬の様子を覗のぞき見みる目が３対つい。その持ち主はガイン、クフォ、ルルティア……つまり竜馬をセイルフォールへと送り込んだ神々であった。

「今のところ順調じゃの」

「ええ、力も問題なく与えられているわ」

「一応の住すみ処かもできたし、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　彼かれらはどこまでも広く、ただただ白い空間の中でそれぞれ安あん堵どを見せる。

「うむ。じゃが、しばらくは彼を見守ることにしよう。同意を得たとはいえ、あまりに酷ひどい目にあっても心苦しい。何より少々気になるからのぅ。よいな？　クフォ、ルルティア」

「うん。ガインに賛成だよ」

「私もよ。……それにしても、地球の神は何を考えていたのかしら？　生者の運命に徒いたずらに手を加えるだなんて」

　ガインの提案にクフォが賛同し、そこにルルティアが続くが彼かの女じよは思い出したように地球の神への嫌けん悪おをあらわにする。

「落ち着きなさい、ルルティア。今それを言っても意味は無かろう」

「でも、気にはなるよね。ガインだってそうでしょ？」

「それはそうじゃな。人間的にも悪くないが、何よりも運命を弄いじられた人間などそう見かけるものではない。そもそも、神であっても軽々しく運命に手を加えてはならんというのは常識じゃろう。ましてや人の幸福を奪うなど、はっきり言って度どし難がたい」

「わざわざ〝試練〟を使ってまでやる意味があるとも思えないわ」

　試練とは、世界を管理する神々が下界に生きる者へ、本来は種族や国といった大きな単位の集団に抗あらがえない危機が迫せまった場合に与える救済措そ置ちの一種である。試練を与えるかどうか、与えるタイミングはその世界の神々の判断に委ゆだねられるが、与えられた試練を乗のり越こえれば相応の力を得ることができる。神話の英えい雄ゆうとして語かたり継つがれる存在は、こうして得た力で脅きよう威いを討うち払はらった者が元になっていることも多い。

「目的は苦難を与えるためだけど、それでも試練は試練。苦難を乗り越えてしまえば、結果として力も与えられてしまうよね……」

「一回一回は日常に起こりえる不幸や不運程度に抑おさえられていたようじゃが、継けい続ぞく的てきに、それも大分長いようじゃからのぅ……」

「塵ちりも積もれば山、ね。おまけに得た力は仕事や運気の改善にあまり役立たないようにしてあるのがまた陰いん湿しつだわ。まぁ、代わりに肉体がかなり強くなってたのが幸いだけれど、それが無かったら……」

「僕ぼく達たちもそれで気づけたような物だしね。それに彼の記き憶おくを見る限り、彼の父親も――」

　神々の語らいはこの後、事情をつゆ程も知らずに眠る竜馬が目を覚ますまで続く。







１章１話　３年後







　竹たけ林ばやし竜りよう馬まがガナの森に篭こもり、武術と魔ま法ほうの訓練に勤いそしむ生活を続けて３年の月日がたった今、彼は森から出る事を――




　全く考えていなかった。




「おーし、おしおし……今日のご飯だぞー」

　住居は粗そ末まつな洞穴を上達した土魔法で広げ、入口に結界を張ることで安全な家を確保。家具も洞窟を掘った土砂を土魔法で固めて作り出せる。

　食事は森の恵めぐみが十分に得られ、神々から与あたえられた知識や無属性魔法の『鑑かん定てい』を使えば食用が可能かは問題なく判別できる。そんな不自由を感じない環かん境きようの中、竜馬は森を出ようと強く考える事は無く、前世では不可能だった趣しゆ味みに時間を費やす生活を送っていた。




　特に竜馬がのめり込んだのは〝スライム〟の研究。




　初めはただ与えられた魔法の一種である〝従魔術〟を使ってみるだけのつもりでスライムを捕つかまえ、その後なんとなくペットとして飼い続けて半年程が過ぎた頃の事。

　朝、目を覚ますと前日と違う体色のスライムを見て、病気かと慌あわてて従魔術の『魔ま獣じゆう鑑かん定てい』を使うと、スティッキースライムという種類のスライムに進化している事に気がつく。

　その日から竜馬は何故なぜ突とつ然ぜんスライムが進化したのかが気になり始め、スライムの観察に時間を費やすようになる。そしてまず分かった事は野生のスライムは生態系の最底辺である事。スライムは獲え物ものを狩かる力を持たないため、野生ではまともに食事をしている所を竜馬は森に来てから見た事がなかった。

　しかし竜馬は毎日自分の食事の残りや、狩りの最中頻繁に姿を見るグリーンキャタピラーの死体を食べさせていた。つまりは竜馬のスライムは野生と違い毎日栄養を摂せつ取しゆしていることになる。

　更さらにスライムの食事には粘ねん着ちやく性せいの体液を糸として吐くグリーンキャタピラーが毎日入っていたことから、竜馬はこのどちらかの違いがスライムの進化原因だと仮定し、新しく捕まえたスライムに集めた食料やグリーンキャタピラーを食べさせ続ける日々を送っていた。

　２ヵか月げつ後にはグリーンキャタピラーばかり食べさせ続けたスライムが全すべてスティッキースライムへと進化。また、仮説のどちらが正しいかを検証するためにグリーンキャタピラーを除く食事のみを与えたスライムは別種のスライムへと進化した。

　ここから竜馬のスライムへの興味がさらに高まり、大量にスライムを捕ほ獲かくしては食事の残りや近くで採れる物を食べさせ続けた結果、現時点で竜馬が飼っているスライムは６種類。




　スライム×13

　何処どこにでも生息する世界最弱の魔獣。雑食性で平均的な個体は直径20cm程。ゼリー状の体内に持つ核かくが傷つくと死亡し、死ぬと核以外が消しよう滅めつしてしまう謎なぞ生物。

　スキル　消化（２）　吸収（３）　分ぶん裂れつ（１）




　スティッキースライム×１５３

　スライムと大きさは変わらないが、粘ねん着ちやく力りよくの高い粘ねん液えきで体が構成されている。直接粘液を吐く、または隠かくれて罠を張り、粘液に絡からめ取とられた獲物を捕ほ食しよくする。

　スキル　強力粘ねん着ちやく液えき（４）　粘ねん着ちやく硬こう化か液（１）　糸吐き（１）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分裂（３）




　初めから覚えていたスキルは強力粘着液と消化・吸収・分裂のみだが、やがて粘着硬化液とジャンプが加わり、ここで竜馬は魔獣も訓練により後天的にスキルを得られる事を知る。

　糸吐きはその頃、進化と並行して強力粘着液と粘着硬化液の性質を調べていた竜馬が、２種類の液を混ぜ合わせると糸状に加工できる事を発見。スライムに体内で同じ事ができるかを試させ、練習の末に成功して習得した。




　アシッドスライム×１００

　動物の骨などの消化しにくい物を消化するため、消化能力が飛ひ躍やく的てきに向上したスライム。進化原因の検証過程で生まれて以来、分裂で増えた。

　スキル　強酸液生成（３）　強酸耐性（３）　ジャンプ（１）　消化（４）　吸収（３）　分裂（２）




　ポイズンスライム×１８８

　毒草を餌えさとして与え続けたスライム。結構な数のスライムが毒に耐たえ切れずに死んでしまったが、耐え切った個体が進化。その後の分裂でこの数まで増えた。

　スキル　毒液生成（３）　毒耐性（３）　麻ま痺ひ毒液生成（３）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分裂（３）




　クリーナースライム×11

　スライムはよく水を飲むが、スライムの中にやたらと竜馬が体を洗った後の水を飲みたがる個体が居り、特に問題は無いと判断した竜馬が好きにさせていた結果進化した。

　スキル　清潔化（４）　消しよう臭しゆう（６）　消臭液（４）　病気耐性（５）　毒耐たい性せい（５）　ジャンプ（１）　消化（３）　吸収（３）　分裂（１）




　スカベンジャースライム×４５７

　洞どう窟くつ内ないに作られたトイレ兼けんゴミ捨て場の臭においに不満を持った竜馬が、腐くさりかけの動物の死体にスライムが群がっていた事を思い出し、新しく捕まえたスライムを20匹ぴきほど放ほうり込んだ結果生まれた。食べた物を消化して得た栄養を肥料として吐はき出すスキルを持ち、他のスライムに比べて頻ひん繁ぱんに分裂する特とく徴ちようがある。

　スキル　病気耐性（５）　毒耐性（５）　悪あく食じき（５）　清潔化（６）　消臭（６）　消臭液（４）　悪あく臭しゆう放出（４）　養分還かん元げん（３）　ジャンプ（１）　消化（６）　吸収（３）　分裂（６）




　途と中ちゆうから育成に重きを置いたため種類は少ないが、数は９００匹以上に及およぶ。元々竜馬は単純作業の繰くり返かえしが苦にならない性格をしていたが、止める者が居ない状じよう況きよう下で自重とやめどころを見失っていたのだった。

　しかしそんな生活は竜馬の疲つかれた心を癒いやして活力を与えており、稀まれに盗とう賊ぞくや大型の獣と遭そう遇ぐうしながらも、竜馬は自身の持つ力とスライムの物量で対処しながらたくましく生きている。




　そして、これからも同じ生活が続く――




　そう竜馬は考えていたが、この日は変化が訪おとずれた。日課の狩りの最中、森で獲物ではなく鎧よろいを着た５人組を見かけたのだ。

（人が居るなんて、珍めずらしいな……装備が統一されていて盗賊っぽくない……この世界に来てから盗賊以外の人を見るのは初めて、だよな？　まぁ、こんな森の奥に引ひき篭こもっているからだろうけど……怪け我が人にんが居るのか）

　離はなれた木こ陰かげと茂みに隠れて観察すると、５人組の１人は鎧の代わりに血まみれの包帯を巻き、仲間の肩かたを借りているのが分かる。

「う、うぅ……」

「しっかりしろ！　ヒューズ！」

「カミル、魔ま力りよくは？」

「すみません、まだ……」

（容態が悪そうだな……盗賊じゃなさそうだし、見過ごすのも……家で休ませるくらいならいいか。もし盗賊でも緊きん急きゆう時じ用の備えがあれば何とかなる）

　竜馬は隠れていた茂みから立ち上がり、声をかけようとする。だが……

（どう声をかけるべきか？　こんにちは？　いや、そんなのんびりした状況じゃない。おい！　お前ら！　……これは絶対に警けい戒かいされるし失礼。ならなんと、本当に、どう話しかければ!?）

　手を貸そうと思い立ったはいいが、３年間まともに人と話す事の無かった竜馬の頭には咄とつ嗟さに掛かける言葉が思おもい浮うかばずその場に佇たたずんでしまい、声をかけるより先に周囲を警戒していた彼らに見つかる。

「ッ！　何者だ！」

「待て」

　先頭を歩いていた１人が即そく座ざに剣けんを竜馬に向けるが、その後ろに居た男がそれを止めてゆっくりと前へ出る。

「突とつ然ぜん剣けんを向けて悪かった。少々警戒していたんだ。……ところで、君は何故なぜそこに？　子供が来るような場所ではないが、迷ったのかい？」

　そう質問されるが、竜馬はいまだにうまく言葉が出ない。

「狩り、をしていた」

「狩り？　君がか？」

　言葉より先に首が動いて肯こう定ていを示す。

「ここは危ないが……まあいい。何か我々に用があるように見えたが？」

　竜馬は怪我人を指差して言う。

「怪我人が、いる」

　同時に竜馬は腰こしにつけた皮かわ袋ぶくろに空いた手を伸のばすが、その動きを見て再び剣を構えた男が、竜馬と会話していた男を守るように前へ出た。

　皮袋と同じように腰につけていたナイフがまずかったと気づいた竜馬は、後ろに跳とびのき、素す早ばやく袋ふくろから出した自作の薬を両手と共に見せつけて戦意が無い事を示す。

「……それは薬か？」

　その態度を見た剣の男がそう問うと、竜馬はまた首を縦に振ってからたどたどしく言葉を紡つむぐ。

「怪我けが、危ない……薬を使う」

「その薬を使わせてくれるのか？」

「早く」

　彼らは一度顔を見合わせるが、警戒しつつカミルと呼ばれた優やさ男おとこが薬の瓶びんを受け取って、中身を確かく認にんしてから怪我人に飲ませた。すると怪我人の顔色が多少良くなった事に伴ともない、男たちの竜馬に対する態度も若じやつ干かん軟なん化かする。

「薬を譲ゆずって頂けたこと、感謝する。これで少しはヒューズも持つだろう」

「家、休める、休めます（我ながら情けない……）」

　拙つたない言葉でも内容は伝わり、もどかしさを感じながらも５人組を家に呼ぶことに成功。竜馬は彼らを先導して森に分け入るが、怪我人が居るので進むペースは遅おそく、道中では小声で行われる彼らの相談も耳に届く。
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「なぜあの子はこんな所に？」

「見たところまだ幼いが……」

（まぁ今は11歳さいの子供だし、こんな森の奥に居たら警戒されるのは当たり前か。とはいえ、あまり気分の良いものでもない。早めに警戒を解いてもらえると良いが……世間話でもしてみるか？

　いや、ここに居る理由だけなら用意された〝設定〟があるけれど、それ以外となると……下手な世間話は墓ぼ穴けつを掘りそうだ）

「本当にこの先に休める所があるのか？」

「わかりません。ですが、先ほどのポーションはちゃんと効果がありましたし、敵意は無いのでは？」

「狩人かりゆうどは森の中で安全地帯を作って身を隠す事がありやす。野営場の類たぐいならあるかもしれませんぜ」

（その通り、そっちが襲おそってこなければ、俺おれは敵対するつもりはない。……そうだ、罠からできるだけ獲物を回収していくか。そうすれば怪我人を休ませる間に食事も振ふる舞まえる。それだけ手を貸せば、まともな人間なら敵対行動はとらないだろう）

　竜馬はそこで立ち止まり、従魔術の契けい約やくの効果で罠の傍そばに待機させたスティッキースライムを呼び出す。すると傍からは突とつ然ぜん立ち止まっただけに見える竜馬へ疑問の声がかけられる。

「どうした？」

「罠……獲物、捕とれた……すぐ来ます」

　そう言いつつ、竜馬はさりげなく声をかけてきた男を観察していた。

（たぶんこの人が一番偉えらいよな？　さっきの剣の人を含ふくめて全員この人の指示を聞いて動いていた。他は護衛か何かだろう）

　そう竜馬が考えていると、草むらを揺ゆらしてホーンラビットの死体を引きずるスティッキースライムが姿を見せる。しかし、それが竜馬の従魔と知らない男は、慣れを感じさせる手つきで腰に提げた剣を抜ぬく。

（いかん！）

　咄嗟に竜馬は前へ飛び出してスライムと獲物を拾い上げる。

「……そのスライムは君の従魔なのか？」

　その行動でスライムが竜馬の従魔だと気づいた男に、深く何度も頷うなずくことで肯定を示した。すると男は竜馬とスライムをもう一度見てから剣を鞘さやへ戻もどす。

「失礼した、君の従魔とは知らなかったんだ」

（誤解が解ければそれで十分。俺の言葉も足りていなかった）

　実際スライムは魔獣であり、森に居ることを考えれば野生と考えるのも無理はない。手間取りながらそう伝えた竜馬がスライムと獲物を袋へ入れると、一行はまた歩き出す。こんどはこの件をきっかけに、細々と生まれた会話とともに。

「それにしてもスライムとは懐なつかしいな。私も初めはスライムと契約をしたものだ」

「……従じゆう魔ま術じゆつ師し？」

「元、従魔術師だよ。数年前に連つれ添そった魔獣が年で戦えなくなってね、それ以降は契約をしていないんだ。昔はレッドホースやブリザードエイプ等を連れていたぞ」

「……凄すごい……？（その魔獣を知らないからなぁ……）」

「我わが家やが代々従魔術師の家系なのでね、色々とコツや世話の仕方を幼い頃から教えられていたからさ。魔法の才能は特に秀ひいでた所がないよ。剣ならばそれなりに自じ慢まんできる腕うではあると自負しているがね」

（代々、家系。そして護衛付き。この人は貴族か、そうでなくてもそれなりの金持ちか権力者。もしくはそれに近しい人物だろうな……落ち着け。事前情報ではこの国は平民と貴族の身分差に割と寛かん容ようなはず。神様がわざわざ住みやすいように、そういう国を選んで送り込んでくれたんじゃないか。

　今までの言動からしても、今のところは友好的に付き合える余地がある。宴えん会かいで上司が言っていた無礼講と同じだと思えば……どっちにしろ気は抜けないか）

　竜馬が若じやつ干かんの焦あせりを覚えつつ心の内で考えをまとめ、獲物を回収して歩き続けること十数分。一行は竜馬の家がある崖がけへとたどり着くのだった。







１章２話　謎の少年







　～Ｓｉｄｅ　ラインハルト～




「待ってください」

　崖に着くなり少年がそう言う。見た限り周囲に何かがあるようには見えず、また獲物が運ばれて来るのかと思えば違ちがうようだ。前へ歩み出た少年は岩いわ肌はだに手をかざし、土魔法で岩肌の一部を溶とかすように崩くずした。どうやら先が続いていたようだ。

「中、どうぞ……」

　ここが彼の言う〝家〟か。確かに獣けものや魔獣にもそう簡単には破は壊かいされそうにない。頑がん丈じようそうな洞どう窟くつだ。おまけに我々が中に入った事を確認した少年は、入口で結界魔法を使い始めている。これなら体を休めるには十分な場所になるだろう。

　しかし結界魔法は習得が難しい魔法のはず。そこが私と同じく気になったのか、作業を見ていたカミルが少年に話しかけている。

「これ、結界魔法？　珍しい魔法を使うんだね。効果は隠いん蔽ぺいかな？」

「いつでも逃にげられる……５人、安心」

「そう。ありがとうね……」

　一度頷いて簡潔に答えた彼は小さな体で我々の横をすり抜け、洞窟の奥おくに入っていった。

「どうやら気き遣づかわれたようだね」

「そうですね、ラインハルト様」

「お二人とも、あの坊ぼう主ずが行っちまいやすぜ」

「ああ、今行くよ」

　ゼフに呼ばれて洞窟の中に進むと、そこは綺き麗れいに地面と壁かべが均ならされ、石と木でできた家具が置かれている部屋だった。周辺の壁には灯あかりの魔法石が埋うめ込まれているようで、内部は十分に明るい。

「これは」

「思っていたより大分しっかりした家だな」

「こっち、怪我人、寝かせる」

「すまんな。ヒューズ、横になれるぞ、しっかりしろよ」

「お……おぉ」

「ポーション……来る」

　ヒューズがベッドに横たわる様子を見届けた後、入口とは反対方向にある通路へ入っていく彼を見送る。

「ふぅ、とりあえず一息つけそうだな」

「はい。予想よりしっかりとした場所です。ここならヒューズも休めるでしょう」

「彼には感謝ですね」

「…………」

　む……ヒューズを下ろしたゼフが険しい顔で部屋を見み渡わたしている。ゼフは護衛の中でも隠密行動や罠わなの知識が豊富で、斥せつ候こう役を任せている男だ。それが険しい顔ということは……

「ゼフ、何かあるのか？」

「この部屋、おかしくありやせんか？　罠の類って意味じゃなく、長く人が生活をしている痕こん跡せきがあるのに家具が１人分しかありやせんぜ？」

　……野営地として見れば物が少なくともおかしくはないが、よく見れば壁には森の地図や動物の絵が描えがかれていたり、部屋の隅すみには楽器が立てかけられていたりする。……殺風景だがどことなく子供部屋のような雰ふん囲い気きと生活感がある。そこにゼフの言う通り、１人分しかない家具。確かに妙みようだ。

「あの少年は１人でここに住んでいるのか？」

「まさか。あの年で従じゆう魔ま術じゆつや結界魔法や土魔法を使えるのには驚おどろきましたが、それでもこんな森の中で、１人で生活なんて普ふ通つう出来ませんよ。奥かどこかに誰だれか居るのでは？」

「あるいは見た目通りの年ねん齢れいでは無いのかもしれません。エルフには見えませんでしたが……」

　カミルやジルと話をしていると、彼とスライムが瓶を大量に運んできた。

「ポーションです」

「ありがとう、この礼はいつか必ずしよう」

「いや……作れる、ので。いくらでも」

　その言葉に私を含めた全員がポーションの瓶と少年を交こう互ごに見た後、カミルが驚きで声を上げた。

「このポーション、君が作ったの!?」

　声の大きさに少年の体が一いつ瞬しゆんビクリと震ふるえるが、少年はすぐに首を縦に振って肯定する。カミルは少々大げさだが、先さき程ほどのポーションは街の店で売られている物と比べても遜そん色しよくのない物だった。ますます不思議な子だ。

「お水です」

　思案していると、少年は我々に石の器うつわに入った水を勧すすめてくる。中には魔法で作られたであろう氷が浮かんでいて、ほどよく冷えているのが分かる。

「ありがとう」

「助かる」

「ありがてぇ」

「ありがとね」

「……そうだ」

「ん？　どうかした？」

「名前……リョウマです」

　そうだ、我々はまだ名乗りもしていなかった。

「リョウマというのが君の名前か。申もうし遅おくれた、私はラインハルト・ジャミール、ジャミール公こう爵しやく領の領主だ。この度たびは我が部下の危機に力を貸してくれてありがとう」

「こうっ!?　失礼致いたしました！」

　リョウマと名乗る少年を怖こわがらせないように柔やわらかい声を心がけたつもりだが、私が名乗ったその直後、硬かたかった彼の表情がいっそう強こわ張ばり、次いで深く頭を下げられる。その動きが言葉に反して妙に洗練されていたことに軽い驚きを覚えたが……

「いやいや、かしこまらないでくれ。君は恩人なのだから。言こと葉ば遣づかいも変えなくていい」

　反応を見るに私が公爵家の者だとは知らなかったようだ。とりあえず顔を上げさせるが、困ったように次の言葉を口に出せなくなっている。私は別に失礼とは思っていないが……

「えっと、僕ぼくはラインハルト様の護衛で魔ま法ほう使つかいをやってるカミルだよ。よろしくね。それからさっきは本当にありがとう。魔力切れで回復魔法が使えなかったから、君が居なかったらヒューズはどうなっていたか……あ、ヒューズは怪我で寝てる人の名前。

　それから、言葉遣いは本当に気にしなくていいよ。ラインハルト様は些さ細さいな事で怒おこるような人じゃないからね」

　私と同じく彼を見ていたカミルが口を開いた。

「あっしらみたいなのでも傍に置く人だからなぁ。っと、あっしはゼフ、斥候役をやってる。よろしくな、坊ぼつちゃん。それからこっちが」

「ジルだ、先ほどは剣を向けてすまなかった」

「いえ……警戒、当たり前です」

「そう言って貰もらえると助かる。……私も貴族だが、警戒はしても君の態度を不快には思わなかった。その、なんだ……ラインハルト様は特に寛容な方だ。普通にしていればいい」

「……ありがとうございます」

　ゼフが続き、おまけに子供に慣れていないジルまでもが怖がらせないように柔らかめの声で言い聞かせると、少年は少し考え込むそぶりを見せて口を開いた。表情からも若干だが険が取れたように見える。言葉はまだ硬く違い和わ感かんを覚えるが、わざわざ言げん及きゆうする必要もない。

「休める場所と薬を提供してもらったんだ。礼を言うのはこっちさ」

「問題ないです。でも、何故なぜ？」

　何故怪け我が人にんが出たのかを聞きたいのだろうか？　それとも森の奥まで入って来た理由か？　そうだな……順を追って説明するとしよう。

「我々は我が家のあるガウナゴの街へ帰るため、この森の外周を馬で迂う回かいしている最中に盗賊に襲われたんだ」

「盗賊に……やられた？」

「いや、盗賊の力量はそれほどでもなかった。急ぎの用で護衛は彼らだけだったから、数で押おせば勝てると思ったのだろう。直接ヒューズに怪我を負わせたのは、戦せん闘とう中に森から出てきたブラックベアーだよ」

「ヒューズは運悪く斬きりあいの最中に襲われてな」

「倒たおしはしたけど馬が逃げちゃったし、ヒューズの傷の具合が思ったより悪かったから一刻も早く街に運びたくて。それで迂回をやめて森を突つっ切きることにしたんだよ」

　私、ジル、カミルがそう話すと彼は納なつ得とくしたとばかりに頷く。丁度良い、この流れでこちらも少し質問をさせて貰おう。

「君はどうしてここに？　さっき狩りとは聞いたが、それにしてはここにずいぶん長く住んでいるような形けい跡せきが見て取れる。それにその年で狩りができて、複数の魔法を使い、さらにポーション作りまでできるのには驚いたよ」

「祖父母から、習った……元、冒ぼう険けん者しや」

　ほう、祖父母が居るのか。

「その２人は出かけているのか？」

　そう聞くと僅わずかに彼は顔を俯うつむかせる。

「亡なくなった」

「そうか……すまない」

「いい。３年、前の事」

「「「「３年!?」」」」

「君、何時いつからここに住んでるの!?」

「３年前に村、出た……僕……よそ者、だから嫌きらわれ者もの」

　排はい他た的てきな村に居たのか？　多かれ少なかれそういう事はある。場所によっては酷い所もあるが……

「２人、亡くなる前、言いました……別の街へ行けと」

　彼はそれから人付き合いを嫌い、祖父母から学んだ生きる術すべを頼たよりに放ほう浪ろうした末、偶ぐう然ぜん辿たどりついたこの森に居を構えた。それ以来、この森から一度も出ていないと話す。３年も森から出ていなければ、その間の人付き合いは無いに等しい。

　彼は終始言葉遣いを気にしていたが……投とう獄ごくされた犯罪者の中には長期間他人との関かかわりが限定された生活が原因となり、言語運用能力を衰おとろえさせてしまう者が稀に出ると聞いたことがある。彼の口数の少なさもそれが原因かもしれないな。

「事情は分かった。しかし、このまま森に住み続ける事は勧められない。森には強い獣も魔獣も出る。生きる術を持っていると言ってもやはり危険だ」

「大丈夫。３年、生きてきた」

「しかし」

「そうだ！　ちょっと待って」

　突然カミルが話をさえぎり、自分の荷物をあさって手のひらに乗る小さな水すい晶しよう玉だまを取り出す。

「あったあった、これだよ」

「何？　それは」

「これは小型確かく認にん水すい晶しようさ！　これを使えば簡易な身分の保証と一番高いレベルから４つのスキルを確認できるんだよ。これに触ふれた人が犯罪者なら赤く、罪を犯おかしてなければ青く光る。その後に名前と種族と年齢とスキル４個が映し出だされるんだ。これでレベルの高い戦闘スキルを持っていたら、僕は反対しないよ」

　なるほど、実力不足を盾たてに説得しようという腹か。それにあれを使えば……

「分かっ、た」

　彼かれはそう言って水すい晶しように触れようとして、何かを思い出したようにカミルに聞く。

「前、盗賊……襲われたから殺した……罪になるか？」

「本当にそれが盗賊なら、問題ないよ」

　それを聞いて納得した様子の彼が水晶に触れると、手元に青い光が点ともる。盗賊を殺したという話はともかく、彼が罪なき者を殺あやめた事はない、ということになる。……実のところあの水晶が持つ機能は、厳密には〝犯罪者の判別〟ではないのだが、我々としては安心できる要素になったな。……？

　ふとカミルの顔に目をやると、水晶を見ていたカミルの表情が一気に青ざめていく。

「な、なにこれ」

「どうし……!?」

　後ろから水晶を覗のぞき込んだジルも息を呑のんだ。続いて私とゼフも水晶を覗き込むと、問題は彼のスキルだった。

　映し出されたスキルは

　家事（10）　精神的苦痛耐たい性せい（９）　肉体的苦痛耐性（８）　健康（７）

　何だこのレベルは!?　家事は前例が多いのでまだ置いておける。だが、精神的苦痛耐性、肉体的苦痛耐性に健康、しかもこれらは全てレベル７以上。一体どんな環境に置かれればこんなになるのか……しかも年齢が11歳という事は、彼は８歳からここに住んでいるという事になる。

「どう、した？」

「え、え～っと……残念だけど、戦闘スキルは出なかったな～」

　話すべきはそこなのか!?　と言いたい所を堪こらえたが、目はカミルを見てしまい、気づけば他の２人も同じ反応を示していた。我々はそのまま目で会話を試みるが、誰も話を続けようとはしない。

　なぜなら苦痛耐性は苦痛に慣れる事で得られるスキルであり、彼はレベル相応の苦痛を与えられる環境下に居た事が予想される。おそらく思い出したくない事もあるだろう。下手な事を聞いては彼を苦しめる事になりかねない。

　青の光とこれまでの行動を鑑かんがみると、不ふ審しんな点はあるが危険性は低いと思われる。一いつ旦たんこの話はやめる事にしよう。

「すまないが、トイレを貸してくれないか？」

「私も行こう」

「あっしも行きやす」

「トイレは奥で……スライム、沢たく山さん……襲いません」

「うむ、これでも元従魔術師。君の従魔に手出しはしない」

　こうして私はカミルをヒューズの看護に残して先導する彼についていくと……

「こいつは凄すげぇ……」

「ああ……これほど多くのスライムを一度に見たのは初めてだ」

　奥に続く通路や部屋には夥おびただしい数のスライムが、自由に床ゆかを這はっていた。リョウマ君が指示を出して道を開けさせているが、そうでなければ間ま違ちがえて踏ふみ潰つぶすかもしれない。

「リョウマ君、このスライム全部が君の従魔なのかい？」

「はい。……研究のため」

「研究とは？」

「進化、スライムの」

　言われてみれば、見える範はん囲いに居るスライムは殆ほとんどがただのスライムではない。スティッキースライム、ポイズンスライム、あれはおそらくアシッドスライム。それに２種類ほど種類の分からないスライムもいる。あれらも上位種だろう。

　スライムは何処でも見つかる魔獣だ。その上位種が何処で見つかってもおかしくは無いが、この森での発見報告は年に数度あるかないか。ジルも言ったが、この数の上位種は私も初めて見る。

「その若さで研究をしているとは大したものだ。全てスライムなのが少々残念といえば残念だが……」

「スライム、ダメですか？」

　……私個人としては自力でこれだけの上位種を集め、契約できている彼の熱意と実力は評価する。だが、スライムに対する世間的な評価は低い。

「こう言っては悪いがスライムは進化しても弱く、あまり価値はないとされている。従魔術師・召しよう喚かん術じゆつ師しにとっては基き礎そを安全に学ぶためによく使われるが……

　大たい抵ていの従魔術師は基礎を学んだらスライムを捨てるか始末して次の魔獣と契約してしまう。戦力を求めない愛あい玩がん用としても、ホーンラビットや人気がある魔獣は多いからね」

「……世せ知ち辛がらい」

　それが11歳の子供の感想か？

「それが大多数の意見だというだけで、全ての従魔術師がそう思っている訳じゃないさ。少なくともポイズンスライムの毒やアシッドスライムの酸は侮あなどっていると痛い目を見る。戦力的にはホーンラビットより上だしね」

「スライム…………便利……役に立つ」

　評価が低いと聞いて落らく胆たんしたかと思ったが、それは違った。彼は全く気にしていない。それ自体は一様に悪いとは言えないが、普通この位の子供ならもっと他者に認められたがる。

　素す性じようは不明だが、危険は感じない。むしろ困った我々に手を差さし伸べる良い子供だ。しかし、普通の子供でもない。色々な意味でこの子は放っておけない。そう強く感じた……







１章３話　別れ







「う……っ！　はぁ、はぁ……」

　部屋に戻った竜馬達たちが雑談をしていると、ヒューズの容態が悪化した。

「ヒューズ！」

「しっかりしろ！」

「ポーションと回復魔ま法ほうで出血は止まりましたが、今度は熱が出てきました。それも、かなり高い……」

「解げ熱ねつ剤ざい、ある」

　赤く熱を持つ顔に、珠たまの汗あせをかいて呻うめくヒューズへ次々と声がかけられる中、カミルの言葉を聞いた竜馬が奥へと走る。

「あの子に会えたのは本当に幸運でしたね、旦だん那な」

「ああ。ここで彼に会えなければ、間違いなくヒューズは助からなかったろう」

「まだ安心できる体調ではないですけど、彼が居なければ回復魔法が使えたとしても危なかった。回復魔法で熱は下げられませんから」

「普ふ段だんならばともかく、体力と大量の血を失った状態ではな……」

　仲間の体調について話せる事が無くなると、彼らの話題は竜馬へ移った。

「しかし、どうしやす？　あの子１人をこんな森の中に置いとくのは危ねぇですぜ」

「ここで既すでに３年も生活しているんだ、危険は承知だろう」

「実際に生き残っていますからね……それにあの耐性スキルの数とレベル。村では相当過か酷こくな環かん境きようにあったと思われます。街が安全だと言っても理解されるかどうか……人を見て怯おびえたり、突然暴れだすような子でないのが幸いですが」

「ああ……確か昔、事件を起こした者もいたな」

「ラインハルト様、１児の父なのですから何かありませんか？」

「この中で子持ちは旦那しか居ねぇんですぜ？　俺たちにゃどうして良いかわからねぇ」

「それは私もだ。放ってはおけないが、無理に連れ出したところで良い結果になるとは思えない……どのみち一度は帰らなければならない、この件は父上とエリーゼにも相談してみよう」

　彼らの間に沈ちん黙もくが流れ、数分後に水の入った壺つぼや薬を持たせたスライムを率いる竜馬が戻る。本人は獣の毛皮を小こ脇わきに抱かかえており、肝かん心じんの薬と水はスライムに運ばせていた。

「えっと、ありがとう」

「治ち療りよう優先」

　そう言った竜馬は抱えた毛皮をヒューズの体にかけ、スライムが持つ壺から石のすいのみへと水を移してカミルへ手て渡わたす。

「傾かたむけて、飲ませる」

　竜馬がヒューズの口元を指すと、それに従ったカミルが水を飲ませる。

「……ちゃんと飲めたみたいですね」

　その言葉を聞いて、竜馬は次に薬を差し出した。

「解熱剤」

「ありがとう、助かるよ」

　ラインハルトがそう言って受け取った薬をヒューズに飲ませると、１時間ほどでヒューズの容態が安定し、ラインハルト達たちも安心して一息つけるようになる。

　そこで竜馬は日も暮れるから、とラインハルト達にこのまま家に泊とまるよう提案。一連の行動から敵意はなしと判断した彼らは、ヒューズの体調を考えて竜馬の言葉に甘あまえる事にした。

　その日の夕食は竜馬が洞窟で育てた自家製もやしの炒いため物ものに兎うさぎ肉にくのスープ。竜馬にとっては簡単な物だが、ラインハルト達４人には治療や宿と合わせて大いに感謝され、夜がふけていく。




■　■　■




　翌日




　薬と看護の甲か斐いあって、一夜明けるとヒューズは予想以上に早い回復を見せた。自分の足で立ち上がり、昼前にはラインハルト達と共に竜馬の家から出立できるほどにまで。

「いやー今回は流石さすがに死ぬかと思った。助かったぜ、坊主！」

「本当に……大だい丈じよう夫ぶ？」

「なんでぇ、心配してくれんのか？　村や街に行きたがらねぇって聞いたから人ひと嫌ぎらいだと思ったんだが」

「……怪我人、気遣うくらいは、する」

「がはは！　そうかそうか！　そいつは悪かった！　っと……」

　笑っていたヒューズが突然ふらつき、傍にいたラインハルトとカミルに支えられる。

「ヒューズ、大丈夫か？」

「お、おお、軽く目眩めまいがしただけです。問題ありません」

「病やみ上あがりなんですから、気をつけてくださいね？」

　これを見た竜馬は、事前に用意していた１本の瓶を取り出した。

「飲む」

「ん？　何だこの瓶」

「増ぞう血けつ剤ざい、血が足りてない」

「増血剤か、ありがとよ。なら早さつ速そく……って生なま臭ぐせぇ！　なんだこの臭におい！」

　ヒューズが思わず瓶を遠ざけた勢いで、瓶から薬草の青あお臭くささとグリーンキャタピラーの生なま臭ぐささが渾こん然ぜん一いつ体たいと混ざり合った悪あく臭しゆうが周囲に漏もれた。その臭いはヒューズだけでなく、隣となりに居たジルとゼフの顔も歪ゆがませる。

「この臭い、原因で売れない、作られない、昔の増血剤。……効果だけ……保証する」

「だそうだ。せっかくの好意だ、飲め」

「ちょ、これは」

「道中で倒れられては困るからな」

「あっしらも心配したんですからねぇ」

　ジルとゼフがヒューズの肩かたと腕を掴つかんで逃とう走そうと抵てい抗こうを阻そ止しし……

「ごめんなさい！」

　アイコンタクトを受けたカミルが増血剤を奪うばい、ヒューズの口に流し込んだ。

「％[image: ]＃[image: ]％＄[image: ]！！！！」

　ヒューズは言葉にならない声を上げ、数度の痙けい攣れんの後は壁を支えにして立っている。その姿は一見毒薬を飲んだようにも見えるが、飲んだのは効果が高く体にも優やさしい安全な薬だ。ただ臭いと味が最悪ではあるが。

「おおう、おま、えら」

「良薬は口に苦いものだぞ、ヒューズ」

「安心しな、この子の薬の効果は確かだぜ」

「ヒューズさんの治療に使ったポーションも、品質はかなり良かったですからね」

「くそっ、ああ、死ぬかと思った……うっぷ……」

　胃の中から立ち上る薬の臭いに吐はき気けをもよおすヒューズに、竜馬が水を渡わたして聞く。

「鎧よろい……要いる？」

「ふぅ、ん？　そういや鎧はあのクマ公にやられてダメになったんだったか。武器もねぇし」

「装備ある……持っていく」

「それは助かるが、良いのか？」

「いい」

　ヒューズの問いにそう答えた竜馬は奥へ行き、数分で十数匹ひきのスライムと共に５本の槍やりと３着の鎧を持って戻ってきた。

「これ……使える物」

「盗とう賊ぞくの装備にしては良い物が揃そろっているな。本当にヒューズに渡して良いのか？」

「武器は使ってこそ……置いておいても、使い切れない……」

「この槍なんか、小金貨５枚はするぜ？」

「持っていく」

　思いのほか良質の装備を目にしたジルやヒューズが何度も聞くが、竜馬は持って行けとの一点張り。結局先に折れたのはヒューズだった。

「……じゃあ、ありがたく貰っていくぜ。だが、貰いっぱなしは性しように合わねぇ。今は何も返せねぇが、何かあったら俺を頼りな。公爵家のあるガウナゴの街の門番に、公爵家の護衛のヒューズに会わせろって言えば俺に連れん絡らくできる。遠えん慮りよなんかすんじゃねぇぞ」

「分かった」

　こうして出立の用意を整えた５人は礼を言って去っていく。異世界生活３年目にしてようやく、竜馬はこの世界の人間とまともな付き合いをしたのだった。

　竜馬は久々の人との会話に疲つかれと懐かしさを感じていたが、それはそれ、これはこれ、と今日も日課の狩かりに出る。

　この出会いが、自分の生活を大きく変えるきっかけになるとは知らずに……







１章４話　公爵再来







　公爵一行が家に帰った翌日から２週間。竜馬が狩りとスライムの世話で忙いそがしい日々を送っていたある日、突とつ然ぜん４人の人間が竜馬の家に訪おとずれた。

「おーい！　リョウマ！　開けてくれ！　俺おれだー！　ヒューズだ！　敵じゃない！」

　家の前で叫さけぶのは、２週間前に怪け我が人にんとしてここを訪れたヒューズ。一いつ緒しよに居るのも同じくここを訪れたジル、カミル、ゼフの３人だ。彼らは家の入口が岩で塞ふさがっていたため中に声が届くように大声をかけているのだが……肝心の竜馬は彼らの後方にある茂しげみにいた。

「今、開ける！」

「おお!?　何だ、外に居たのかよ」

「狩り、行ってた……で、どうしてここに」

「改めてこの前の礼を言いにきたのさ。そのための土産みやげもあるんだが……ちょっと多くてな、少し離はなれた所で空間魔法使いの執しつ事じとメイド２人、あとラインハルト様とそのご家族が森に用があって一緒にいるんだ。急で悪いが、今から呼んでもいいか？　都合が悪ければ日を改めるが」

　竜馬は一瞬考えたが特別な用事はなく、わざわざ来てもらったところを理由無く追い返す気にはならなかった。了りよう承しようすると、護衛の４人は一度森にいるという仲間を呼びに向かう。

　その間、竜馬は狩りのために外に出していたスライムを呼よび戻もどし、やってくる人々を迎むかえる用意を整える事にした。




　30分ほどが過ぎると用意も終わり、竜馬は日光浴をするスライム達、その数なんと１０００匹近くが犇ひしめく中心で珍めずらしい客を待つ。

　やがてラインハルト一行が来たのだろう。人の接近に体をぶるぶると揺ゆらし始めるスライム達。それを受けてもう一度服の乱れを整えた竜馬の目が、向かってくる人々の姿を捉とらえる。

　人数は全部で11人。ラインハルトの後ろに見覚えの無い美女と美少女。老いてはいるが背筋は真まっ直すぐで威い厳げんのある男性が続き、さらに後ろにヒューズから聞いた通りメイドが２人と老執事が１人。護衛の４人に前後を挟はさまれて歩いていた。

（服装からしてラインハルトさんの後ろの３人が家族か。しかし執事服、はともかくメイド服は目立つな……森の中で動きにくくないのかね？）

「……あちらの方ですか？」

「スライムがあんなに……」

「ほう。多くのスライムと契けい約やくしていると聞いていたが、あれほどとは思わなんだ」

「スライムとはいえ、よくあれほどの数を操あやつれるわね」

「従じゆう魔まは数が増えるほど契約するのも難しいはずなのに……」

　竜馬がメイド服の機能性を疑問視している間にも彼らは近づき、大量のスライムを目にした若いメイドが顔を引きつらせている。対してラインハルトを除く公爵家の３人は、興きよう味み津しん々しんといった様子でスライムを眺ながめていた。




　彼らが家の前の広場にたどり着くと、まずラインハルトが前に出て竜馬に歩み寄る。

「リョウマ君、２週間ぶりだね。もう聞いたとは思うけど、今日は君に改めてこの前のお礼を言いにきたんだ。少しだけど、お土産も持ってきた」

「ありがとうございます」

「いやいや、ほんの気持ち程度の物だからね」

「あなた、その前に私たちを紹しよう介かいして下さいな」

　後ろから美女に声をかけられ、そうだったとラインハルトは紹介を始めた。

「紹介しよう。私の父であるラインバッハと妻のエリーゼ、それから娘むすめのエリアリアだ」

「ラインバッハ・ジャミール、ジャミール公爵家の先代当主じゃ。いきなり押しかけてすまぬのぅ。よろしく頼たのむ」

「エリーゼ・ジャミールよ、先日は夫と部下を助けてくれてありがとう」

「エリアリア・ジャミールですわ。よろしくお願いします」

「お初にお目にかかります……私、リョウマ・タケバヤシと申します……遠い所を、ようこそいらっしゃいました…………大したもてなしは出来ませんが、歓かん迎げいさせていただきます」

　途と切ぎれ途切れではあるものの、思わぬ言葉遣いに公爵家の４人とその周りにいる護衛やメイド達が目を丸くし、真っ先に我に返ったラインバッハが声をかける。

「そんな丁てい寧ねいな言葉遣いは不要じゃよ、あまり気にせずに話してくれていい。もてなしも不要じゃ。いきなり来たこちらが悪いのじゃからな」

「ありがとうございます。それでは中、へ……あ」

　話すなら家の中へ、と案内しようとしたところで沢山のスライムが入口の前を塞いでしまっている事に竜馬は気づき、中へ入るように指示を出す。

「明るいところで見るとすごい数だね……気のせいかな？　少し増えてないかい？」

「……皆みなさんが帰った後……分ぶん裂れつしました……」

　入口に近い個体から順に家の中へとなだれ込むスライムを見たラインハルトの言葉は正しかった。その数は、

　スティッキースライム×３６４

　ポイズンスライム×３２３

　アシッドスライム×２１１

　クリーナースライム×１１

　スカベンジャースライム×７３０

　ヒールスライム×２

　はっきり言って増え過ぎであり、近ちか頃ごろの竜馬は増えたスライムとの契約や餌えさの確保に追われることになっていた。今は手始めに餌の量を制限し、進化と分裂に栄養を使わせないようにしている。スライムは生きるだけならそれほどの食事は必要がないからだ。

　もしこれでダメなら責任を持って増えすぎたスライムを間引く事も考えているが、この２週間はたまたま森に集落を作り始めていたゴブリンの群れがあったので、それを殲せん滅めつして凌しのいでいる。
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　また、ゴブリン殲滅は餌の確保だけでなく思わぬ幸運も招いた。ゴブリンとの戦いで大おお怪け我がを負って死にかけのスライムを見た竜馬が大急ぎで回復魔法をかけると、一命を取り留めた内の２匹が翌日には回復魔法を使える新しいスライム、ヒールスライムへ進化していたのだ。




　ヒールスライム

　スキル　回復魔法（１）　生命力強化（１）　光合成（３）　消化（１）　吸収（１）　分裂（２）




　尤もつともヒールスライムが生まれた事で竜馬に再び火が付きかけているのだが、現状を見てなんとか堪えている。

「部屋に入りきるのかい？」

「大丈夫……になりました……」

「大丈夫になった、とはどういうことだ？」

「こういう事、です」

　ラインハルトがそう聞くと、竜馬はスライムにある命令を出す。

　実は分裂後の一番の問題が生活スペースの不足であった。しかし、それは分裂して３日後に偶ぐう然ぜん解決されている。その発ほつ端たんは竜馬の心に浮うかんだ妄もう想そうに近い疑問だ。

　竜馬は一度、スライム用に用意した居住スペースから溢あふれ、自分の寝しん室しつの床まで這いまわるスライムを見て呟つぶやいた。




『このスライム達、合体とかしないのか？　こう、ド○クエみたいに……』と。




　その瞬しゆん間かん、全すべてのスライムが激しく震ふるえ、同じ種類のスライム同士が一箇か所しよに集まり、あっという間に合体して１匹のスライムに変わる。

　慌あわてて竜馬が鑑かん定ていを行った結果は……




　ビッグスティッキースライム×１

　スキル　強力粘ねん着ちやく液えき（５）　粘ねん着ちやく硬こう化か液（４）　粘着糸吐き（３）　物理攻こう撃げき耐たい性せい（１）　肥大化（２）　縮小化（４）　ジャンプ（２）　消化（３）　吸収（３）




　ビッグポイズンスライム×１

　スキル　毒液生成（４）　毒耐性（４）　麻ま痺ひ毒液生成（４）　物理攻撃耐性（１）　肥大化（２）　縮小化（４）　ジャンプ（２）　消化（３）　吸収（３）




　ビッグアシッドスライム×１

　スキル　強酸液生成（５）　強酸耐性（４）　物理攻撃耐性（１）　肥大化（２）　縮小化（４）　ジャンプ（２）　消化（４）　吸収（３）




　ヒュージスカベンジャースライム×１

　スキル　病気耐性（５）　毒耐性（５）　悪あく食じき（６）　清潔化（６）　消しよう臭しゆう（６）　消臭液（４）　悪臭放出（５）　養分還かん元げん（４）　物理攻撃耐性（２）　肥大化（３）　縮小化（５）　ジャンプ（２）　消化（６）　吸収（３）




　一度は突然の事に驚おどろきながらも、元に戻れと言えばすぐにスライム達はバラバラに分かれて元の数に戻り、ひと安心した竜馬は興奮して実験を繰くり返かえす。

　その結果合体と分ぶん離りは自由であり、同種のスライムが１００匹でビッグ～スライム、５００以上でヒュージ～スライムになると判明した。ちなみに、１００未満の数では合体不可能、名前がビッグからヒュージに変わる境目が４９９と５００だった。

　そして幸運にも合体したスライムは縮小化というスキルの効果で普ふ通つうのスライムより少し大きい程度まで小さくなることができ、餌も１匹のスライムと比べると数倍になるが、１００匹のスライムの塊かたまりとして考えれば20分の１から50分の１の量にまで抑おさえられる。つまりスペースと餌の量が大おお幅はばに節約でき、竜馬はこれを生活環境の維い持じや餌の枯こ渇かつを防ぐ自己防衛能力ではないか？　と確証は無いがそう考えていた。

　また、ビッグスライムになる最低数の１００匹以上かつ同種のスライムならば今のところいくらでも合体でき、スキルから分裂が無くなっている事も含ふくめると、ビッグ以上のスライムはそれぞれの種類のスライムの集合体とも考えている。

　合体や縮小化のスキルで小さくなった分の体積は何処どこに行っているのかは不明であるなど、まだ謎なぞは残されているが、とりあえずスペースと餌の問題の解決に有効であると喜んで使う。

　竜馬はそれを見たほうが早いから、と質問をしたラインハルト達の目の前で合体させたのだが……その様子を見た公こう爵しやく家の大人３人が目を見開き、他の者は声を出さずにビッグスライムを凝ぎよう視ししていた。

「ビッグスライム!?」

「まさか!?」

「いえ、間違いありません……あなた、ビッグスライムと契けい約やくしているの？」

「……おかしい、ですか？」

「ビッグスライムはね、今まで誰だれも契約できなかった魔ま獣じゆうなのよ？」

「え？」

　今度はエリーゼの言葉に竜馬は困こん惑わくし、それを察したラインバッハが説明を始めた。

「ビッグスライムなど、一部のスライムの上位種には従じゆう魔ま術じゆつの肝きもである従魔契約の効果が無いのじゃよ。契約を試みる者はたまにいるが、成功事例が無いのじゃ」

　それを聞いた竜馬は得心した。

「従魔契約、意味ない……当たり前です……」

「どうしてだい？」

　周囲の目が竜馬に集まり、少々居い心地ごこちの悪さを感じながら竜馬は話す。

「ビッグスライム……多数のスライムの集まりです。

　……従魔契約の条件、満たせません。

　契約できるのは一度に１匹、一度に沢山は無理。

　契約の時に１００の中の１、正確に把は握あくするのも無理。

　核かくが１つにしか見えないから…………だから、従魔契約……効果ありません。

　僕ぼくは……沢山のスライムと契約してから……集めたから……出来ました……」




■　■　■




　～Ｓｉｄｅ　竜馬～




　……どうした？　　質問に答えてから周りの、特に公爵家の大人の目が怖こわいんだが、何かやらかしたか？

「素す晴ばらしい」

　は？　どうしたんだ？　素晴らしいって何がだ？

「凄すごいわリョウマ君！　あなたは世の従じゆう魔ま術じゆつ師しが抱だいていた謎の１つを解き明かしたのよ！」

「!?」

　どうしたこの人達!?　目に力がありすぎるし、話に食いつき過ぎ……てか色々怖っ！

「奥おく様さま、ラインバッハ様、落ち着いて下さいませ。リョウマ様を怯えさせてしまいます」

「あっ！　ごめんなさい、怖がらないで」

「悪かった、つい興奮してしまった」

「大丈夫、です……」

「２人がこうなった理由を話すとだね……君の話したビッグスライムと契約できない理由は今まで何人もの従魔術師が調べて解明できなかった謎だったんだよ。

　ビッグスライムは凄く強い訳じゃないけど、戦いづらい魔獣だから敵の足止めとして使うために契約しようとする人は多かったらしい。今でも時々居るそうだよ。でも……」

「さっきも言った通り、成功例はない。そして失敗した者や、従魔術の要かなめである『従魔契約』が効かない事を問題視したプライドの高い従魔術師によって〝ビッグスライムと契約できない理由〟は昔から研究されていたんじゃ。

　しかし成果が出ずに現在では研究の規模は大幅に縮小し、未いまだにその研究成果は出ておらん。そんな謎を、君は１人で突つき止とめたことになるのじゃよ」

　うわ……何かすごい事になってんな。

「む～、反応が薄うすいわね……こう言えば分かるかしら？　〝ビッグスライムと契約できない理由〟の研究が始まったのは、従魔術がこの世界に広まったのとほぼ同じ頃ころとされているわ。

　あまりにも成果が出ないから今の研究機関でこの件は、体ていの良い閑かん職しよく扱あつかいなの。長い間研究されても解けず、誰もが諦あきらめた謎を、あなたが解いたの。これが興奮せずにいられますか！」

　嘘うそだろ？　完全に偶然なんだけど、面めん倒どう臭くさい事になりそうだ。どうすっかな……

「どうしましょう？」

「テイマーギルドに登録して、発表すべきよ！」

　あ～そういう情報集めた機関があるんだっけ？　しかしこの人達の反応からすると、発表したら大おお騒さわぎで面めん倒どうそうだな……でも森から出る良い機会かも……

「街か……」

　つい口から出たその言葉に、４人と後ろに控ひかえるメイドと執事が反応する。

「ごめんなさい、街は嫌いやだったわね……」

「登録と発表は無む理り強じいせん、じゃが、これは本当に大きな発見なんじゃ。それは分かってくれ」

「分かり、ました。あ……」

　スライムが合体した事で入口への道が開いていた。

「とりあえず、中、どうぞ」

　外には獣けものもいるし、立ち話もあまり長いと危ない。

　家の中に全員を案内し、奥おくで紅茶を淹いれる。以前襲おそって来た盗賊から得た戦利品に、高級そうな容器に詰つまった同じ銘めい柄がらの茶葉が何個もあったのをついこの間発見した。とりあえず上物のようだし、賞味期限も問題なさそうだからもてなすにはいいだろう。

　問題はカップ。椅い子すなどの家具もそうだったけど、俺を入れて12人分は無いから急いで土魔法で作る。




　お茶と一緒に一昨日見つけた蜂はちの巣から採った蜂はち蜜みつに、同じく一昨日見つけた生しよう姜がにレモンのような果実の汁しるを混ぜた蜂蜜レモン風シロップを持っていく。砂糖替がわりになる物はこれしか無いが、大丈夫だよな……？

「お待たせ……しました、紅茶です」

「あら、ありがとうございます」

「良い香かおりね、いただくわ」

「ふむ、随ずい分ぶん良い葉を使っておるようじゃの？」

「襲って来た盗賊……の、荷物に沢山ありました」

「なるほどのぅ……ほう、旨うまいな」

「ええ、本当に」

「茶葉の香りがよく出ています。リョウマ様は何処どこかで淹れ方かたを習ったのですか？」

　前世、とは言えんよな……

「祖母……お茶が好きでした……」

　理由：祖父母＝万ばん能のう。この言い訳を与あたえてくれた神々には感謝だ。俺は自分で考えた嘘とかすぐバレる方だからな……前世じゃバカ正直と言われたなぁ……自分ではそうは思わないけど。ただ何故なぜか事前に決められた事を言うだけなら、嘘でもスルッと口から出てくるんだ、これが。おまけに神様の手紙には祖父母役の魂たましいを呼び出だして許可までとってくれたと書いてあった、本当に感謝が尽つきない。

「お好みで、蜂蜜もどうぞ……」

「いただきますわ」

「俺も貰もらうぜ、蜂蜜なんて高級品、中々口にできねぇからな」

「ちょっ、ヒューズさん！」

「一昨日、蜂の巣からとりました……ただですから……カミルさんもどうぞ」

「え、そう？　じゃあちょっとだけ」

「お前も俺と変わらねぇじゃねぇかよ」




　そこでエリアリア……だったかな？　お嬢じよう様さまがお茶を飲んで何かに気づく。

「あら？　このハチミツ、ただのハチミツじゃありませんね？　何か入ってますか？」

　執事がすぐさまチェックする。ジジャ（生姜）とラモン（レモンもどき）ダメだったか？

「ラモンの実の汁を混ぜてありますな、爽さわやかで良い味です。しかし、それだけではない様です」

　良かった毒物とか思われなくて！　ここは素す直なおに答えとこう。実際毒は入れてないし。

「ジジャの根……入れてます」

「この風味はジジャでしたか。辛から味みのある薬草としか思っていませんでしたが、このように味を引き立てるとは」

「……ジジャ、料理に使えます……肉、サカナ……臭くさみ消えます……」

「これは良い事を聞きました。今度屋や敷しきの料理長に教えてみましょう。ありがとうございます、リョウマ様」

「どういたしまして」

「……さて、少々、いやかなり驚いて本題を忘れていたけどリョウマ君、今日は先日のお礼の意味を込めて色々と持ってきたんだ。ぜひ受け取ってもらいたい。セバス」

「はい、『アイテムボックス』」

　お茶を飲んで一息つくとラインハルトさんがお土産の話を切り出してきて、後ろに座すわっていた執事さんが立ち上がって魔法を使うと、空中に黒い円が現れた。そしてその中に手を突っ込んで、中から物を取り出している。

『アイテムボックス』

　名前の通り物を収納するための空間を作る空間魔法で、難易度の高い空間魔法の中では基本の１つ。だから俺も使えるけど……御お礼れいの品が多くないか？

　目の前の机には果物の詰まったバスケットに、紙や布の包つつみが５つ６つとどんどん出てくる。

「あの、こんなに？」

「ああ、君に何を贈おくれば喜ばれるか分からなかったから色々と持ってきたんだ。遠慮せずに貰って欲ほしい」

　そう言いながらラインハルトさんは包みを開けていく。

　中身は保存食だったり服だったり、筆記用具や灯あかりの魔法石と同じ魔ま力りよくで動く置き時計など色々。全部俺の家には無い実用品だった。

　どうも前回来た時に見て、この家に足りないものを持ってきてくれたらしい。

「服の大きさは大体の予想で持ってきたから着てみて、大きさが合わなければ……アローネ、リリアン」

「「はい」」

「この２人に頼んでくれればすぐ調整してもらえるからね」

　何でメイドさんがこんなところまで来たのかと思えば、まさかそのために？　なんか悪い気がするが、実際替かえの服は少ないからありがたい。とりあえずお礼として出された物はもらっておく事にした。

「本当に、ありがとうございます。こんなに、持ってきていただいて」

「たいした事はないさ、それにこの辺りを通る用もあったからね」

「用？　そういえば……森に何かあると」

「ああ、この前我わが家やは代々従魔術師の家系だと話したのを憶おぼえているかい？　娘のエリアリアはこれまで勉強だけだったけど、そろそろ実際に従魔を持っても良い年とし頃ごろだからね。初契約のためのスライムを捕つかまえにきたんだよ」

　へぇ、初契約か。そろそろ良い年頃ってことは、今までは許可されなかったんだろうな。生き物だから世話の事とか、魔獣によっては危ない。まぁ何かしら認められたんだろう。

「おめでとうございます」

　紅茶を飲んでいたお嬢様に言うと、お嬢様ははにかんでありがとうと言っていた。しかし、聞くとまだ契約はできていないらしい。

「ここに来るまで探していたのですが、肝かん心じんのスライムが見つからなくて」

「スライムも魔獣、生き物じゃからな。見つからん時は見つからぬものじゃ」

「……なら、ここ」

　席を立って、壁かべに描えがいた森の地図の一点を指す。

「川。ここに、スライムはよくいます」

　そこは野生のスライムがよく水を飲みに来る。だからその辺を重点的に探せば、１匹か２匹はおそらく見つかるだろう。ちなみに俺は水を汲くみに行ったついでに最大14匹ひき捕つかまえた事がある。流石にそんなにいたのは一度だけだが。

　そう伝えるとお嬢様は笑え顔がおで周りの大人に許可をとるが、その後、何かを思い出したように質問をしてきた。

「リョウマさん、とお呼びしても？」

「どうぞ」

「ではリョウマさん。差さし支つかえなければスライムの選び方を教えていただけませんか」

「選び方？」

「はい。捕まえるスライムは１匹だけでいいのですが、そんなに沢たく山さんいる場所でしたら、どのスライムを捕まえたら良いか迷いそうで……」

　あ、そういう意味か。でも、スライムに良い悪いは無いんだけどなぁ……

「選ぶなら……進化させたいスライムに適したスライムを選ぶべき。

　……でも、時間がかかります。……戦力にするなら……他の魔獣にすべき。

　長く飼う気がないなら……手間をかけて選ぶ必要、無いです……

　……それでも選びますか？」

「はい、初めての従魔ですから。末永く大切にしますわ」

　純真な笑顔を向けてきたな……まぁ、この子なら本当に大切にしそうだ、手伝うか……

　ん？　何で〝この子なら本当に大切にしそう〟なんて思ったんだ？　今までそんな事分かった事無いのに……俺、騙だまされてる？　色気？　精神的には40年以上生きてるオッサンがこんな子供に？　…………考えるのをやめよう。

「ダメでしょうか？」

　まぁ、教えるのは別に構わないけど、今の口調で教えるのはなぁ。言こと葉ば遣づかいだけでただでさえ不安だってのに……せめてもう少しスムーズに喋しやべれないもんかね。

「僕で良ければ、ただ、今選べるのは……３種類、だけです」

「何故その他の種はダメなんですの？」

「進化条件が未確定、１つ……餌が無いのが１つ……女性にはさせづらい方法が１つ……です。能力的には、１番ですが……」

「ちょっと良いかしら？」

　お嬢様と話していると、今度は奥様が話に加わってきた。しかもその表情は真しん剣けんそのもの。

「お母様……今は私が話しているのです。初めての契約の準備ですから、邪じや魔ましないでくださいまし」

「それは分かっているけど、どうしても気になるのよ。リョウマ君、話を聞いているとスライムの進化条件を知っているように聞こえるのだけど……」

「ある程度は」

　そう答えると、奥様はやっぱり……と呟いてラインハルトさんに目を向ける。ラインハルトさんが首を軽く振ふったところを見ると……

（聞いてないわよ！）

（僕も研究をしているとしか聞いていなかった！）

　ってところだろうか？

「もしかして、これもビッグスライムと同じく……」

「ええ。スライムはどこにでも居るけれど、実は謎の塊かたまりなの。だから教える相手には気をつけたほうが良いわよ？」

　簡単な事だと思うけど……まぁ現代日本にも解明されてない事なんていくらでもあるしなぁ……いつかスライムを研究している人が居たら話を聞いてみたいな。とりあえず、今はどうしようか……




　……と考えたが、結論は案外早く出た。

　話そう。正直、俺にとって重要なのは結果よりも過程だ。研究を始めたのはスライムに興味を持ったから。研究する過程が楽しかったから、成果はわりとどうでもよかったりする。なによりもう知ってるという事は言ってしまったんだから、今いま更さら隠かくしても遅おそいだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです……スライムの進化条件は、食事。食生活で……違ちがう種に進化します……スティッキースライムならグリーンキャタピラー……ポイズンスライムなら毒草……

　スライムには一匹一匹に嗜し好こうがあり、それがスライムに向いている進化です。嗜好と違う物を食べさせ続けた場合……進化が遅くなり……物によっては、死んでしまいます……」

「なるほど、それがスライムの進化の条件なのですね？」

　興味津々といった様子のお嬢様に、俺は一度頷うなずいて言葉を続ける。

「栄養があると、進化しやすいです。食事を与えると、進化早まります。……選別は毒草、グリーンキャタピラー、洗った動物の骨……を使います。……それぞれに集まるスライム、ポイズンスライム、スティッキースライム、アシッドスライムになれます……」

「リョウマさんが選べないと言っていたのは何というスライムですの？」

「クリーナースライム、スカベンジャースライム、ヒールスライム。ただ、能力は申し分ない」

　俺の挙げたヒールスライム以外の２種類に聞き覚えが無かったようで、公爵家の４人が顔を見合わせていた。

「クリーナースライムとスカベンジャースライムはどんなスライムなの？」

「持つスキル……〝清潔化〟と〝消臭〟に特とく徴ちよう、あります」

「清潔化と消臭？　聞いた事無いわね」

「消臭はまだ分かるが、清潔化とは？」

「……見て貰った方が……早いです……待ってて下さい……」

　奥へ行き、厨ちゆう房ぼうで処理をしていたウサギの血を塗ぬりつけた布と、クリーナースライムを１匹ぴき連れて部屋に戻る。

「お待たせしました……これがクリーナースライムです。……こちらをご覧下さい……」

「血まみれの布？　それをどうするの？」

「こうします」

　頭の中で横にいるクリーナースライムに指示を出す。スライムは俺の持っている布を体に取り込み、核の周りでぐるぐると回し始めた。……何度も見ているが、洗せん濯たく機きみたいだといつも思う。

　そして10秒後。スライムが吐はき出した布を触しよく手しゆのように伸のばした体の一部で掴つかんで俺に渡わたし、俺が広げてよく見えるようにする。それを見た公爵家の４人は珍しい物を見た程度の反応だったが、執事とメイド２人の目がギラリと光った。

「血が無くなっているね？　それに少し色が変わっているが、溶とけたか？」

「スライムに吸収されたのね、これだけなの？」

「いいえ奥様、それだけではございません」

「アローネ？」

　公爵夫人の言葉に２人のメイドの内、少しお年を召めした人が口を挟む。どうやら彼かの女じよがアローネと言うらしい。

「リョウマ様、そのスライムは、〝汚よごれ〟を食べるのですね？」

「その通りです」

「どういう事？」

「そちらの布の素材からして、先さき程ほどまでの布は血だけではなく色々な物で汚れていた事が見て取れました。今の布の色が本来の色でしょう。

　汚れは放置すればするほど落ち難にくくなるものです。先ほどの状態の布を手洗いしたとして、時間をかけても元の生き地じの色に戻るとは限りません。つまり、清潔化のスキルとは頑がん固こな汚れを落とす能力、ですね？」

「それもあります……正確に言えば……汚れ〝のみ〟を落とす能力です……」

　俺はスライムに指示して布を持っていた手をスライムの体に取り込ませる。

「なっ!?」

「何ともありません……」

　普通のスライムは取り込んだ物を全て消化しようとする。だから俺の手が溶かされると思ったんだろう。部屋にいた全員の顔が強こわばっていた。しかし俺の右手は溶かされず、５秒でスライムは手から離はなれる。

「平気なのか？」

「汚れのみを溶かしますから……人間は勿もち論ろん、動物の肉も普ふ段だんは……命令しないと食べないスライムです」

「そんなスライムがいるのか……」

「心臓に悪いですわ、脅おどかさないでくださいまし」

「申し訳ありません……何時いつもの事ですし……あまり触さわりたくない布でしたから……」

「確かに綺き麗れいとは言い難い布でしたわね」

「元はゴブリンの腰こし布ぬのです」

　俺おれがそう言うと護衛とお嬢様方は顔をしかめ、メイドさん達たちは更さらに興味を示したようだ。何でもこの世界には『ゴブリンの汚れはこの世で一番落ちにくい』という言葉があるらしいからな。

「このスライムがいればどんな状じよう況きようでも清潔を保てます……旅の間、水浴び……できないでしょう？」

「ええ、体を拭ふくくらいしか出来ませんね。私、今回が初めての長旅なのですが、１日お風ふ呂ろに入れないだけで気持ち悪い気がして……」

「このスライムがいれば……その問題……解決します」

　その言葉にお嬢様がすごい勢いで俺の顔を見た。怖いって、目とか色々！　奥様とメイド２人も目に力が入ってるし。

「服と体……汚れと臭におい……全部食べてくれますから……」

「それ！　そのスライム、クリーナースライムでお願いしますわ！」

　……やべ、俺何で自分でダメだっつった奴やつの利点を売り込んでんの!?　しかも一番言いづらい奴を！　あぁ、スライムの話に熱が入りすぎたのか……せめてスカベンジャーにしろよ俺！

「コレは選別方法が……」

「そんな！　ここまで素晴らしいスライムを見せて、それは酷ひどいですわ！」

「リョウマ様、私もジャミール公爵家に代々仕える家系出身のメイドとして、従魔術の基き礎そは学んでおります。どうか私めにもクリーナースライムの選別法をご教授下さい」

「私も知りたいわ～」

　女じよ性せい陣じんにとってはかなりの大事なのか、食いつきがもう、ね。男だん性せい陣じんがちょっと引いているし、護衛の４人はもう我関せずって雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「リョウマ君、今の女性陣を刺し激げきしないでほしいな……」

「女性に、言いづらいです……」

「女性には教えられないと？」

「いえ、教えるのは構わない。ただ、言いづらい」

「お嬢じよう様さま達たちが知りたいって言ってるんだから、良いんじゃない？」

　俺の視線に気づいて場を取りなそうとしたのか、カミルさんが適当な事を言い出したので、本人を筆頭に護衛の４人とラインハルトさんを部屋の隅すみに連れ出し、こっそり選別方法とその方法を知った経けい緯いを話してみた。

「……君が言いたがらない理由が分かった」

「そんな方法なのか」

「確かに、男から女には言いづらいね」

「女同士でも言いづらいと思いやすぜ……？」

「ま、なるようになるだろ」

　そう簡単に言い切ったのはヒューズさんだった。彼かれはそのまま後ろを向いて、

「お嬢じよう！　奥様！　方法が分かったぜ！　ついでにアローネもな！」

　女性陣に宣言した。

　何言ってんのあの人!?　何とかうまく言えるのか？

「本当ですか!?」

「ああ！　お嬢、体洗え！　そんで、汗あせで汚れた水を餌にしておびき寄せろ！」

　言ったーーー!!　あの人超ちようストレートに言った!!　って、あー……女性陣から綺麗な平手が……

　その後、女性陣が落ち着いたのを見計らったラインハルトさんが、ヒューズさんの話した結論に至るまでの経緯を説明してくれた。




　ただの水と体を洗った水を用意して並べると、普通のスライムは綺麗な水に行く。しかしクリーナースライムに進化できるスライムは、何故か汗で汚れた水に集まるんだよな……

　そして無事クリーナースライムになると、普通の食事は一いつ切さい取らずに汚れと水のみで生きる変わったスライムなんだよ、クリーナースライムって……それだから、一番好むのがたぶん汗とか皮ひ脂しなんだろう。




「まさか、そんな性質を持つスライムだったなんて……」

「すみません」

「あ、えっと、リョウマさんの責任ではありませんので」

「クリーナースライム……女性が捕ほ獲かくするには……辛つらいと思います」

「リョウマさん」

「？」

「私、やはりクリーナースライムがいいです」

　どうやら、お嬢様はクリーナースライムを諦あきらめきれないようだ。

「では、護衛の誰かに……」

「それはなりません、見習いとはいえ、これから従魔術師になるんです。人に頼たよってはいけませんわ」

「……全て１人でやる事が……良い事とは……限りませんよ……？」

「それでも、最初の一歩は自分の足で踏ふみ出したいですわ」

「……決めるのは……お嬢様です……」

「私は……私……っ！　やりますわ！　お水を、いただけますか？」

　その宣言に涙なみだを流す周りの皆みなさん。お嬢様は顔を真っ赤にして堪こらえている。そんなに無理せんでも良いのに……というか何だこの空気は、スゴイ決断したみたいなのにやる事は、なぁ……？

　しかしこうなるとただ水を出して終わりじゃ申し訳ない気がするので、風呂を使うよう勧すすめてみよう。元日本人として湯に浸つかりたくなる時もあるから、奥に割としっかりした風呂を作ってある。まさかこんな事になるとは思わなかったけど。

「お風呂、あります、使って下さい」

「お風呂がありますの？　ありがとうございます！」

　水みず魔ま法ほうで湯船に水を張り、火魔法で湯を沸わかす。更に水魔法で丁度いい温度にしてからお嬢様に湯が沸いた事を伝えた。所要時間はほんの数分、魔法が便利すぎる。

　お嬢様とメイドの２人が風ふ呂ろ場ばへ行くのを見送って他の人達と合流すると、ヒューズさんが頬ほおを押おさえて呻うめいていた。

「アイタタタタ……ひどい目にあった」

「自じ業ごう自じ得とくだ」

「流石さすがにアレはないですよ……」

　確かに、アレはデリカシーが無かった。俺も前世ではデリカシーが無いと言われていたが、そんな俺でもあそこまで酷くは無かった、はずだ。俺もいい年になって、下手な発言はセクハラに取られかねない。だからそこはしっかり気をつけていた。というか、気をつけなきゃ社会的に死んでいただろう。

「あ、リョウマ君、おかえりなさい」

「奥様……何というか……」

「いいのよ、本人が決めた事だし。それに、嘘を教えた訳じゃないのでしょう？」

「勿論です」

「ならいいじゃない。それに、内容はどうあれあの子が従魔術師として真しん摯しな姿勢を見せてくれるのは嬉うれしいわ。クリーナースライムを手に入れたいだけなら、リョウマ君と相談して１匹ぴき譲ゆずって貰えるよう交こう渉しようしたって良いんだもの」

　…………イマナンテイッタ？

「今なんて？」

「リョウマ君に譲ゆずって貰えば……もしかして、考えてなかった？」

　は、ははは……何でそんな簡単なことを思いつかなかったんだ俺は……考えたら何かを手に入れる方法としても基本じゃないか。そんな事も思いつかないって、森に篭こもり過ぎたのかな？

「全く……」

「いやー、青春してるなーって思ったわ。面白おもしろかった。でも、娘むすめの心構えが嬉しかったのは本当よ？」

「そうですか……」

　何か、疲つかれた……その後風呂から出たお嬢様は風呂の湯を汲み、川へスライムを探しに行き、俺はメイドの２人と服の試着とサイズ直しの相談を行う。

　お嬢様は運が良かったのか意外と早く、俺が全部の服の試着と相談が終わる頃に戻もどってきた。当然捕獲したスライムを連れていて、俺を含めた11人が見守る中で初はつ契けい約やくを行った。

　その頃には少し遅い時間になっていたので、今日お嬢様たちは俺の家に泊とまる事になり、俺は他の人に風呂を勧めて料理をする。メイド２人と執しつ事じのセバスさんが手伝いを申し出てくれたが、断った。

　手伝いはありがたいけど、我が家の厨房は狭せまい。大人３人が入るスペースは無いし、調理道具は俺の身長に合わせてあるから、全部子供サイズだ。下手をしたら腰に悪いかもしれない。

　ちなみに夕食のメニューは獣の肉をすりおろしたジジャと共に焼いたしょうが焼きもどき。ラインハルトさんがえらい気に入ったみたいだったし、他の人にも概おおむね好評だったが、元日本人の俺としては微び妙みようなんだよな……慣れたけど。

　塩すら崖がけの中から岩塩がほんの少量しか手に入らないし、鉱物が多めに含まれているから錬れん金きん術じゆつを使って分ぶん離り・精製しないと体に悪い。錬金術がなかったら３年もの森篭ごもりはできなかったかもしれない。とりあえず命に関かかわらない程度は確保できているが、満足できる量ではないんだ。

　まぁ、とりあえず満足してもらえてよかった。







１章５話　常識の齟齬







　夕食後、お茶を飲みつつ雑談をしていたら、突とつ然ぜん公こう爵しやく夫人がこう言ってくる。

「リョウマ君、これからどうするか、決めているの？」

「……正直、迷っています。このままか……何処かに移り住むか……」

　研究も一段落というか、あの部屋を埋うめ尽くすようなスライムを見て頭が冷えたし、こうして人と会うと気になる事もある。調味料とか食料品が欲しくなってきた。

　……だからもうそろそろこの世界を見て回ってもいいかと思う。でも、何て言えば良いんだろうか？　設定的に人ひと嫌ぎらいで引きこもっている子供が外の世界を見て回りたい！　なんて不自然だしな……よし、ここはやはり万能の言い訳、祖父母を使おう。

「……祖父母には……街で幸せに暮らせ、言われました……今の生活に不満、無いです。でも祖父母は……僕が……ここで生活する事……望んでないかもしれないと、考え始めました……」

「リョウマ君……」

　部屋の空気がしんみりして、目をつぶって何かを考えたラインバッハ様がこう言った。

「ならば……儂わしらと共に森を出ないか？」

「え？」

　え、何を言ってるんだこの人？　今日が初対面だぞ？

「これでも我が家は公こう爵しやく家、君１人の衣食住を賄まかなう事は容易たやすい。それにのぅ、儂は君のような優ゆう秀しゆうな従じゆう魔ま術じゆつ師しが森の奥に篭っているのが勿もつ体たい無ないとも思うのじゃ。街は嫌かもしれんが、少しだけ、森の外に出てみんか？」

　……まさかそんな誘さそいをしてくるとは思わなかった。周りの人も文句は無さそうに『良いよ』って視線を向けてくるし……皆、良い人過ぎて心が痛む……

「儂らは明日からふた月ほどギムルという街に行き、そして帰ってくる。ここに帰ってくる事はできるから、この旅に、君も同行してみないかね？」

「旅……」

　考えてみれば、俺はこの世界じゃ世間知らずだ……基き礎そ的てきな知識は神様から貰っているとはいえ、実際に見たわけじゃないし、実際スライムの事が外ではどうなのかを知らなかった。きっと似たような事はまだあるだろう。

　……この人達はいい人そうだし、１人よりは安心か？　それに、ここで行かなきゃズルズルとあともう２、３ヵか月げつは引ひき篭りを続けるだろう……

「そう、ですね。迷めい惑わくをかけると思いますが……同行させて頂いて……宜よろしいですか？」

「そうか！　来てくれるか！」

「僕ぼく自身……森の外に出る事……考え始めていましたから……」

「そうかそうか。旅の支し度たくをせねばな。明日の昼まで出立は延ばそう。それまでに用意できるかの？」

「朝までで大丈夫です。アイテムボックスを使えば……全部持っていけます」

「あら、その年でアイテムボックスを使えるの？　凄すごいわね」

　そうなのか？　アイテムボックスは使える人も多いって聞いていたけど？

「祖母から、便利だと言われて、覚えました。使える人は多いと……聞きました」

「いやいや、初級魔法とはいえ上位属性の魔法だよ？　確かにアイテムボックスを使える人は結構多いけど、君の年を考えれば十分凄いよ」

　これもか……微妙に情報が抜ぬけてるのか？　それとも年ねん齢れいを加味した情報じゃないのか？　これは迂う闊かつな事をすると不味まずいかもな……やっぱり俺は運が良かったかもしれない、常識の補足をしてくれる人ができて良かった……

「リョウマ様には従じゆう魔ま術じゆつ以外の魔法の才もお有りのようですな。将来が楽しみでございます」

「本当ね、従魔術以外も、勉強したければ言ってちょうだいね？　教えてあげるから」

「リョウマさんと一いつ緒しよにお勉強するのも、楽しそうですわね」

「ありがとうございます」

　礼を言って片付けに入ると、お嬢様やメイドさん達も手伝いを申し出てくれたので一番面めん倒どうな部屋を先に片付ける事にする。

「うぉっ、なんでぇこの部屋」

「武器や防具がいっぱいありますわね」

「これは持っていく物を選ぶにも苦労しそうですね……」

「奥にあるのは毛皮ですかい？」

「あの角のゴミのような袋ふくろは何だ？」

　連れて来たのは物置に使っている部屋。ここには盗とう賊ぞくの持ち物など、３年間で集めた物を纏まとめて置いてある。武器や防具は時々手入れをするのである程度纏められているが、その他の物はほとんど重ねてあるだけだ。

「全部、アイテムボックス。片かたっ端ぱしから、入れていきます。角の袋は盗賊の持ち物」

「中身は？」

「さぁ……」

「さぁってお前、確かめてないのか？　盗賊を倒たおして戦利品を確かめないなんて、命がけでただ働きしてるようなものだぞ？」

「あまり興味が無かった」

　ヒューズさんの言葉には一言で答えたが、理由はいくつかある。まず大たい抵ていの盗賊の持ち物はなんか汚れて臭くさく、大した物はあまり入ってない。酷い時は腐くさった食べ物やゴミにしか見えない物ばかりの時もある。いくらかは入ってたお金も街に行かなきゃ無用の長物で……つまり手間に対して得るものがないので面倒になり、いつからかスライム達に綺麗にして貰った後はろくに確かく認にんせず物置に放ほうり込むようになっていた。

「でしたら先に中身を検あらためた方が良いのでは？」

「確かに中身がゴミなら捨てていく方がいい。手分けをして収納と分別を同時に行うのはどうだ？」

　アローネさんの提案とジルさんの問いかけに了りよう解かいを示し、お嬢様とメイドさん２人に盗賊の荷物の分別を任せる。俺が分別に回ると作業が同時に進まない。

　こうして片っ端から黒い穴に荷物を放り込む作業を進めたのだが、途と中ちゆうで話を聞いてみると一部の武器と防具、それから毛皮は売れば意外と良い値がつきそうだとのこと。さらに予想外だったのは、高額貨か幣へいである中金貨が40枚も入った袋が発見された事。知識の中ではかなりの大金なので、街に行くと決めた身にはありがたい。

　ただ……スライムの件をふまえると知識の正確性が気がかりだ。念のため今度物価なんかを教えてもらった方がいいな。

　そんな事を考えながら作業を続け、物置の整理を終えた後はクリーナースライムとスカベンジャースライムに最後の仕上げを頼たのむ。そして綺麗になった部屋の幾いくつかは公爵家や護衛の人達に提供して休んでもらう。

「いいの？　まだ何かあるなら手伝うよ？」

「いえ、後、１人で良いです。食材と薬の材料だけなので」

「薬……は素人しろうとが下手に触るべきじゃないね。分かった、じゃあまた何かあったら呼んでよ」

「ありがとうございます、カミルさん」

「いいっていいって。こっちこそ部屋をありがとね。壁があって休める部屋があるだけでも本当にありがたいよ」

　俺はそう口々に礼を言ってから寝ねる用意を始めた皆さんと別れる。

　さて、後はこの世界に来た時に３神から貰もらった基本的な物だけだし、他には……そうだ、スライムは連れて行けるんだよな？　置いていく訳にはいかない。聞いておこう。今ならまだ起きているはず。

「ラインハルトさん、ラインバッハ様」

「どうしたんじゃ？　リョウマ君」

「旅にスライム……連れて行っても宜しいのですか？　……全部でスライム17匹分になります」

「勿論じゃ。従魔術師が従魔を連れる事に何の問題もない」

「馬車に余よ裕ゆうはあるし、スペースは取れるよ」

　そうか、良かった。

「ありがとうございます」

　俺がそう言うと笑顔で『いいんだよ』と言ってくれた。本当に良い人たちだ。日本で同じような状況を考えたとしたら、ヒッチハイクしてた奴に乗って良いと言ったら17匹のペットも乗せてくれと言われたような物だろうに……うん、俺なら絶対乗せない。１匹２匹ならともかく17匹は多すぎるわ。そもそも免めん許きよ持ってなかったけど。

　公爵家の方々にも感謝が尽つきんな……そうだ、一応しばらく出かけるんだから挨あい拶さつしておくか。




　そう思い立ち、家の最さい奥おう部ぶに作った修しゆ業ぎよう部屋へ向かう。そこは単に広いだけの部屋だが、入って正面の壁に掘ほったくぼみに神々の像が置いてある。

　この世界の宗教では偶ぐう像ぞう崇すう拝はいが禁止されておらず、神様の像を自作するのも罪ではない。一部の地域ではむしろ推すい奨しようされている所もあるそうで、敬けい虔けんな信徒には教会で買える小さな像をお手本として祈いのりながら毎日少しずつ製作する人もいるらしい。

　誰だれか来ても見られないように入口を土魔法で塞ふさいで、と……よし。

　石像の前で座ざ禅ぜんを組み、数分間瞑めい想そうをしてから目を開け、語りかける。

「今日も１日無事に終わりそうだ。……神様だから知ってると思うが、今日来た客と一緒にちょっと出かけてくる。目的地はギムルって街らしい。……ようやくこの世界に来て初めての旅だ、これで教会に行くって約束が守れるな。

　ただ、いつ帰れるか分からないからとりあえず荷物は全部持っていく……もし、ここに戻らないようなら……また新しい場所で像を作るよ。じゃあ、またな」

　そう言い終わってから俺は立ち上がり、入口を開けて訓練場を後にした。というか、俺が普ふ通つうに話せないのって人間相手なんだな……神様の像相手にも話せなかったらこの前まで気づかないわけないか……緊きん張ちようしているのかね？

　まぁいいや……さて、これでやるべき事は終わったし、後は朝を待ってスライムと出かけるだけだ。俺も寝よう。

　こうして俺は寝しん室しつのベッドへ潜もぐり込んだが――

　街はどんな所だろうな……

　まだ見ぬ街に思いを馳はせたせいか、普段より少々寝ね付つきにくかった。







１章６話　出立の朝







　翌日




　ん？

　朝になり、目を開けると部屋の様子がいつもと違う事に気づく。部屋の光源は枕まくら元もとにある灯あかりの魔法１つ。それも光を抑おさえているため薄うす暗ぐらいが、何が違うかはすぐに分かった。〝物が無い〟

　そういや昨日荷造りをしたんだっけ……と一度は納なつ得とくしかけたが、よく見てみるとやはりおかしい。

　魔法石に魔ま力りよくを流し込んで部屋を照らすと、部屋の中には物が１つも無かった。昨日の荷造りでは手当たりしだいに物をアイテムボックスに入れたけれど、テーブルや椅い子す、棚たななどの家具はそのまま置いておいたはず。わざわざ壊こわした憶おぼえも無い。なのに、何処どこにも見当たらない。というか寝ていたはずのベッドまで消えている。

　どういう事だ？　まさか、盗ぬすまれたとか……そんな訳ないよな。外から泥どろ棒ぼうが入ってきたなら気づくし、スライムも気づいて騒さわぐはず。昨夜は公爵家の方々を家に泊めたけど、彼らが盗むとは思えない。

　大体あんな土魔法で作った石の家具ではろくな値段はつかないだろうし、そもそもこんな洞どう窟くつに価値がある物があると考える泥棒なんているのだろうか？　戦利品やら色々あったけど、それらはもうアイテムボックスの中。あとは強しいて言えばスライムくらい……！　スライムは!?

「うおっ!?」

　普段１匹は部屋に居るクリーナースライムの姿が確認できず、寝ね床どこから飛び起きようとした途と端たん、体を包つつむ浮ふ遊ゆう感かんに次いで衝しよう撃げきと鈍どん痛つうを感じる。

「っと、あれ？」

　痛む体を起こすと、周囲がまた薄暗くなっている。灯りを点つければ、今度はいつも通りの部屋。荷造りをしたため閑かん散さんとしているが、机や椅子などの家具が確かに置かれている。体の衝撃もベッドから落ちた事が原因のようで……

「なんだ、夢かよ……」

　落ち着いてみれば、ベッドの上から俺を覗のぞき込むように身を乗り出すクリーナースライムが１匹。他のスライムも皆みな洞どう窟くつ内ないにいることが確認できた。

　まったく、脅かさないで欲ほしい……と言いたくなるが、この場合誰に言えば良いのか……そういや日が昇のぼるまでどれくらいだろう？　たしか昨日机の上に……

「……あった」

　机の上には昨日貰ったばかりの時計がある。文も字じ盤ばんは丸く薄うすい金属板に文字と２本の針が付き、それを丸い台座の上に立てられたＹの字に近い二ふた股またの金属棒で支えられている。台座、支え、文字盤、そのどこにも控ひかえめで品の良い装そう飾しよくがされているが、時計を動かす機械的な構造が見あたらないため、包みから出だされた時は鏡だと思った。実際文字盤の裏は鏡として使えなくもないと思うくらい磨みがき上あげられている。

　文字盤は１～12の数を表す字が地球と同じように配置され、一回りで12時間。二回りの24時間で１日になる。そして１時間は60分。つまり地球と同じ読み方で使えるため読みやすい。

　ただ、じっと見ているとなんとなく地球の１分とこの世界の１分は微妙に長さが違う気がする。まぁ１日の長さはこの世界に来た当初から気にした事がなかったし、厳密なスケジュールとは無む縁えんな生活を３年間も送っていたから体内時計が狂くるっているだけかも知れないが……

　とにかくそんな時計で確認すれば、現在の時刻は５時半になろうとしている。この時計で午前か午後かは読み取れないが、当然午前だろう。午後だったら大寝坊だ。

　軽く寝なおす事もできるが、そんな気分じゃない。そう考えていたら、奥おくから抑えられた足音が聞こえてきた。

「セバス、さん？」

「おはようございます、リョウマ様」

　足音の聞こえた方向に目を向けると、公爵家の執事さんが奥から歩いてくる。

「どうしました？」

「先程の妙みような物音が聞こえた後、廊ろう下かに光が漏もれていたので」

　どうやら俺がベッドから落ちた音を聞きつけたようだ。

「起こし、ました？」

「いえ、我々使用人は普段からこの時間には起きていますので。アローネとリリアンも起きていますよ。他はまだ寝ている方もいらっしゃいますが」

「そうですか……」

　なら、もう日も昇るだろうし川に水を汲くみに行くか。ただじっと時間を潰つぶすのは無む駄だだし、かといってここで色々やっても迷惑だろう。

　セバスさんにそう伝えると、水なら魔法で出せますよ？　と言われたので軽く訓練をしたり、出かける前に少し歩いてくる事、お風呂でも厨房でも、家の設備は何でも好きなように使っていい事を伝えて家を出た。

「ふぅ」

　外に出ると静せい謐ひつな森と朝の空気が肌はだを撫なで、呼吸するごとに肺へ染しみ渡る。その冷たさが心地ここちよく、遠くの空から日も昇り始めているようだ。外は灯りを点けなくても問題が無い程度に明るいので実に歩きやすい。

　朝あさ露つゆで濡ぬれた草を踏み、慣れ親しんだ道をのんびりと歩く。この川に続く道も何度行き来した事か……といつになく感かん慨がいに浸ひたっていると、ふと気づいた。あの夢の部屋は俺がこの世界に来た頃ころの家だと。

　少し曖あい昧まいで思い出せない部分もあるが、あの夢には家具だけじゃなくて壁かべの地図や奥への通路も無かった気がする。来たばかりの頃は家を掘って、食料を確保して、水を汲んでの繰くり返かえしだったなぁ……思い出してきた。掘り続けて生活スペースに余裕ができた頃が丁度あの夢に近い。それで、そうそう、ここだ。

　目の前にはいつも水を汲んでいた川が流れている。深さは足首から深い所で膝ひざ上うえまで。あまり深くは無いが、横よこ幅はばが広めで穏おだやかな水音が絶えない。

「『ロック』」

　土魔法で水みず瓶がめを作る。

　水魔法に慣れてからは魔法で済ます日が増えたけど、昔は毎朝必ずここで水を汲んでいた。

　他にも体を洗ったり、洗せん濯たくをしたり、川べりで型の練習をしたり、と当時は家かここのどちらかで大半の時間を過ごした気がする。家に余裕ができた日の朝もこうして水みず汲くみに来て……流れてきたスライムを拾った。

　川の流れに身をゆだねて浮うかぶスライムは昔から割とよく見かけたけど、その日は手を伸のばせば届くほど近くまで来た。だからなんとなく水瓶で掬すくい上げ、なんとなく家に連れ帰って契約してみた。

　従魔術の基本、『従じゆう魔ま契けい約やく』は魔力を糸のように紡つむいで、自分と魔ま獣じゆうを繋つなげて使う魔法。一度契約すれば契約を解除しない限り、ある程度の意思の疎そ通つうや命令、位置の把は握あくができる。

　しかし初めての契約後、漠ばく然ぜんと感じたスライムの感情を言葉にすれば〝恐きよう怖ふ〟。体を小刻みに震ふるわせている姿を見た俺は、そのスライムに『田た淵ぶち君』と名前を付けた。名前の元になった元部下と初対面の印象が物もの凄すごく似ていたからだ。

　スライムの田淵君は最初、流されて弱っていたのか動きがやたらと遅おそかった。俺が手を伸ばしても震えるだけで逃にげようとしない。餌えさに生きたグリーンキャタピラーを与あたえたら、５回に２回は追いつけずに逃がしてしまう。水を飲みに川へ近づき、流れに飲まれて川を下る。……俺はその日、初めてスライムがどうして川を流れてくるのか、その理由が分かった気がした。

　それからは餌をあげたり、訓練をさせてみたり。進化してからは実験を繰り返して今に至る。懐なつかしいな……残念ながら田淵君はもう居ないが、核かくはまだ持っている。




　……懐かしいと言えば、元部下の方の田淵君は今いま頃ごろどうしているだろうか？




　新卒で俺の会社に入ってきたオタク系、ぽっちゃり体形の男。勤続年数だけは長かった俺が指導役として顔を合わせた途端、前世の俺の体格を見て震えていた。人の事は言えないが、あいつも人付き合いの下手な奴。

　でも遅ち刻こくはしないし、仕事の手順とやり方を説明してやって欲しいと言えばやってくれた。何かをやらかした時、相手に伝わるかどうかは別として申し訳ないという気持ちは持っていた。オタク趣しゆ味みを持つ者同士、世代と方向性が違ちがっても時々は話が合った。ホウ・レン・ソウにも難があったが、俺おれが死ぬ前には改善していた。

　一人前に仕事をしていたから腕うで前まえに問題はないと思うが……できればあの会社はとっとと辞やめて、もっと良い職場を見つけているといいな。

　今になって考えるとかなり手を焼かされたけど、彼は俺が受け持った中では良い部下だったと思う。そうでなければ、思い出してもスライムの名前には使わなかっただろう。ろくでもない上司や部下の事なんて思い出しても楽しくない。

　尤もつとも今では数が増えすぎて、そもそも名前を付けなくなってしまったが……個体の判別も呼びかけも確実にできる。契約の効果が便利すぎる。

「っと、今何時だ？」

　大分長く思い出にふけっていたようだ。水面で反射した光が目に入り、周りを見ればもうだいぶ明るい。型の練習……いや、予定もあるし、もう戻っておく方がいいか。

　作ったまま放置していた水みず瓶がめ一いつ杯ぱいに水を汲み、肩かたに担かついで家へと帰る。すると戻った家の前にはジルさんとゼフさんが立っていた。自分の身長より大きな水瓶を担いでいる俺を見て驚おどろく彼らに挨拶をして、家に入れば時計は７時を指している。やはり結構時間が経たっていたな……おっと。

「リョウマ君、帰ってきたのか。おはよう」

　奥からラインハルトさんが出てきた。

「おはようございます」

「用意はできているかい？」

「問題、ないです」

「それなら良かった」

　その後は朝食に誘さそわれたので、時間までスライムに餌をあげながら待つ。

　そして時間になったら公爵家の方々と共に食事をいただいた後、スライムを集めて家を出た。

　家の入口を土魔法でふさいで……戸と締じまり完かん了りよう。




　さて……初めての旅の始まりだ！




　３年間を懐かしむ気持ちに区切りを付け、後ろを振ふり向むく。

　そこにはこれから共に旅をする11人が待っていた。




「もう良いのかのぅ？」

「はい、行きましょう」

「それでは、行くとしよう」

「おし、出発だ！　お嬢じよう、リョウマ。何かあったらすぐ言えよ！」

　先頭を歩くヒューズさんについて皆が歩き始め、俺も新たな一歩を踏み出した。







１章７話　馬車に揺られて







　森を歩いて約２時間。木々の間かん隔かくが徐じよ々じよに開き、隙すき間まから草原と土がむき出しの道が見えてきた。さらに近づくと護衛の４人と同じ鎧よろい兜かぶとを着込んだ一団も見える。こちらに気づいて胸に手を当て敬礼をする人、作業を中断して仲間に声をかける人……きっと公爵家の関係者だろう。

「あの方々は？」

「彼かれらは我わが家やの私兵の方々ですわ。領地を定期的に巡じゆん回かいして、街かい道どう周辺の安全を守ってくださいますの」

「今回は我々の護衛として来ておってな、昨日はこの森の調査を任せていたんじゃよ」

　調査？

「リョウマ君はここ数年、魔獣の目もく撃げき例れいや被ひ害がい報告が増えている事は知っておるか？」

「……？　いいえ、今初めて」

「そうか。波があるが、近年は魔獣が増加傾けい向こうでな。巡回の頻ひん度どを増やし、安全性の向上に力を入れているんじゃ。この辺りの目もく撃げき報告は昔と変わらず少なかったが、先日君の事を聞いてな」

　俺のこと？

「リョウマ君がここに住んでいた事。あとは前に来た時に、君はヒューズにブラックベアーの毛皮を持ってきただろう？　あれはこの森では最強の存在なんだ。だから知らずに増えた魔獣を君が間引いていた可能性もあるのでは？　という話になってね。念のため昨日１日、街道付近の森の中を調査させていたんだよ」

　へぇ、そんな話が……ってもしかして昨日のお土産みやげの量がかなり多かったのってそれでか？

　ラインハルトさんに聞こうとした時、一団の中から鎧よろいの装飾が他より少し派手な男性が出てくる。するとラインハルトさんはセバスさんを伴ともなって俺おれ達たちと別れた。報告を受けるらしい。

　残された俺達は邪じや魔まにならないよう一団から少し離はなれた位置で待っていると、遠目にセバスさんが空間魔法で馬車を取り出しているのが見える。

　馬車があるとは聞いていたけど、馬車まで空間魔法で保管していたのか。というか、できるのか……

　セバスさん自身が空間魔ま法ほうで開けた穴に入っているところを見ると、おそらくあれは中級の空間魔法『ディメンションホーム』。アイテムボックスの上位互ご換かんの魔法で、収納量が格段に増える。さらにやろうと思えば中で生活もできるらしい。神様から聞いていたけど、実際に見るのは初めてだ。

　そんな事を考えている間にもセバスさんは馬車を次々と出していく。どんだけ容量あるんだ、あの魔法。

　そう俺が驚いていると、お嬢じよう様さまがイタズラに成功したように笑いだす。

「あれは私達たちが乗るための馬車ですの。荷物は別に、まだまだセバスのディメンションホームの中にありますのよ？」

　まだあるんかい！　と１人で脳内ツッコミを入れていたら奥おく様さまに手を引かれ、公爵家の４人と同じ馬車に乗せられた。中は６人乗りで、公爵家の４人＋俺で５人。待っているとセバスさんも乗り込んでくる。

　ちなみにスライム達は馬車の屋根に付いている簡易荷台の上。本来は車内で飲み食いする酒やつまみなどの贅ぜい沢たく品ひんを置く場所らしい。上のスライムに問題がない事を確認してしばらく待っていれば、全体の用意が整ったとの連れん絡らくの後で馬車が動き始めた。




　道中はせっかく同じ馬車に乗っているのだから、と思い切ってセバスさんに先さき程ほどの魔法について聞いてみたところ、彼は空間魔法と水魔法を得意としていて、特に空間魔法に関しては国内でも有数の魔ま法ほう使つかいらしい。

　空間魔法を上級まで使えると聞いたから、もしやと思ってもうひとつ聞いてみた。

「上級の空間魔法……『アナザーワールド』は……使えますか？」

　俺がそう聞くとセバスさんは感心したように俺を見た。

「おや、よくそんな魔法を知っていましたね？」

「従魔、街の人に怖こわがられやすいです……召しよう喚かん術じゆつの代わり、空間魔法でできるか……祖母に聞いたら……教えてもらいました」

「召喚と送そう還かんの代わりを空間魔法でできるの？　セバス」

「可能です。ディメンションホーム内部での魔獣の生存は可能ですし、アナザーワールドも同じく。その中に魔獣を入れておけば、市民に無用な不安と恐怖を与えずに済むでしょう」

　よかった……できなかったら将来的に困るかもしれなかった。

　この世界には俺がスライムとの契約に使う〝従魔術〟と似た〝召喚術〟という魔法がある。それは従魔術と同じく魔獣と契約して従える魔法だが、従魔術と違って召喚術は契約した魔獣を必要な時だけ呼び出して使えるため、従魔術より利便性が高いとされている。そのため最近では従魔術よりも召喚術が主流に取って代わり始めているとか……まぁその辺のことはどうでもいい。

　ただ、俺は召喚術の利点は空間魔法で代用できそうだと思ったから、転生前の能力選せん択たくで従魔術を選んだ。……容量の問題で従魔術ならもう１種類他の魔法を選べると言われたから、という理由もあるけど。

「所によって対応は変わるが、従魔術師は肩かた身みの狭せまい思いをすることが多いからな……」

「しかし問題点もございます。まず、召喚・送還の代用として使うならば中級以上の空間魔法を使えなければなりません。そしてディメンションホームの中に入れた魔獣を外に出せるのは入れた空間魔法使いのみ。

　従魔術師本人が空間魔法を使うにしても、人を雇やとうにも、万一その空間魔法使いが何らかの理由で空間魔法を使えない状じよう況きようになった場合……特に使用者が死亡した場合は二度と、従魔の生死を問わず呼び出せなくなります。

　これは初級中級を問わず、物を収納できる空間魔法に共通して言える事ですが、使用者の考え方次し第だいですな。有用と考える方も居れば、万一のリスクを考えて使いたがらない方もいらっしゃいますので」

　……そう言えば神様も相談した時、最初は３人で話し合ってたな……

「それからリョウマ様のご質問ですが、私はアナザーワールドも使えます。ですが、好んで使う魔法ではありませんな。あれは空間魔法の最高難度の魔法であり、使える空間魔法使いは空間魔法使いの最さい高こう峰ほうとして尊敬を集めますが……それだけなのです」

「と、言いますと？」

「とても使い勝手の悪い魔法なのですよ。順を追って説明しますと……アナザーワールドを使うには３段階の手順が必要になり、その第一段階は空間魔法による広大な空間の作成。この段階でアナザーワールドの広さが決まりますが、その広さは術者の魔力量に依い存そんします」

「……魔力を多く持つ人は広く……少ないと狭く……なるんですか？」

「いかにも。加えて第一段階を行った術者は全すべての魔力を出し尽くし疲ひ労ろう困こん憊ぱい、酷ひどい方は気絶の上数日寝込みます。更さらに第一段階が失敗していた場合、空間は作成されず初めからやり直しになるのです」

　水の泡あわって訳か……

「成功した後の第二段階は作成した空間と自らのいる場所を繋ぐ出入口の作成です。こちらも大量の魔力を消費する上、失敗したらやり直しとなります。

　この第二段階までが準備のようなものでして、第三段階からは門を開けて出入りするだけ。つまりは通常の使用になりますが、この門を１回開閉するには５，０００～１０，０００の魔力を消費します。

　この１０，０００という数値は魔力を数値化したもので、王宮に仕える宮きゆう廷てい魔導士になるためには最低でも１０，０００前後の魔力が必要になる事を考えていただくと分かると思いますが……国の中でも優すぐれた魔力量を持った魔法使いが、１回使っただけで倒れる程ほどの魔力を消費する魔法です。とても乱用できる魔法ではありません。

　おまけに、そんな苦労をして空間の容量を用意して何を入れるのかという点も使い勝手が悪いとされる理由ですね」

　そこにお嬢様が疑問の声をあげる。

「どういう事？　広ければもっと沢たく山さん物を入れられるのではないの？」

「入れられますが、普通の家具や旅行のための荷物を収納するだけならば中級のディメンションホームで十分なのです。

　アナザーワールドでなければ入れられない物となれば、それこそ王宮や要よう塞さい程ほどの大きさになります。そうなると今度はどうやって入れるのかという問題も出てきますので、結局は魔力の無む駄だが増えるだけで役に立たないのですよ」

「そうでしたの……」

　結構デメリットあるな……まぁ多少のことは承知の上だし、とりあえずの目標は中級のディメンションホームで良いだろう。俺の従魔はスライムだし。

　そんな事を考えていたら、セバスさんがフォローを始めた。

「しかし大型の魔獣であれば城ほどの体たい躯くを持つ種類もいますので、そういった魔獣と契けい約やくした場合には有用でしょうね」

「そうですか……ありがとうございました」

「いえいえ。この程度の事でよろしければ何時いつでもお聞き下さい」

「そういえば、リョウマさんの使える魔法属性は何ですか？　土と空間は聞きましたけど、お風ふ呂ろを魔法で沸わかしていたようですし、火と水も？」

　魔法の属性は言っても大だい丈じよう夫ぶな事だったな。お嬢様の質問に素す直なおに答える。

「祖母は全属性だと、言っていました」

「全属性か、珍めずらしいね。特別に伸ばしている属性は？」

「土と空間を主に……他は火や水……生活に使える物を中心に……満まん遍べんなく」

「ふむ……それに加えて、従魔術、結界魔術も使うんだよね？　全属性持ちは器き用よう貧びん乏ぼうになりやすいから注意するんだよ？」

「分かりました」

　そう言えば神様にも言われたっけ、その注意。

「……なにかおかしな事を言ったかな？」

「え？」

「リョウマ君、少し笑ってたわよ？」

　ん、どうやら顔にでていたようだ。

「昔、祖母に同じ事を言われました……回復魔法や錬れん金きん術じゆつにも……手を出しましたから」

「そうだったか、何か変なことを言ったのかと思ったよ」

「しかし、錬金術とはまた珍しい物に興味を持ったのぅ……」

　そう言えば何故なぜか錬金術に関する情報は少なかったな、聞いてみよう。

「珍しいですか？」

「錬れん金きん術じゆつ師しなど、今ではそう見かけんわぃ。昔、金を生み出すと言って詐さ欺ぎを働く連中が跋ばつ扈こしたせいで大分数を減らしたからのぅ。大昔に錬金王と呼ばれた男が大きな利益を出したと言われておるが、それ以外は成功例を聞かんからな」

「一説には、錬金王によって生み出されたのが錬金術の原型であるとされ、その後、利益を求めて錬金王の後に続こうとした者達によって生み出されたのが現代に伝わる錬金術とされています。

　しかしその技術は錬金王のそれとは違い大きく劣おとる物であったそうで、今では単なる詐欺の口実にまで落ちぶれ、錬金術は風前の灯ともしびだそうですな」

「錬金術師は秘密主義で不気味なイメージがありますわ。他の魔法関連のギルドも多少秘密主義な所はありますが、錬金術師は度が過ぎるのです」

　ラインバッハ様とセバスさん、それにお嬢様の話を聞く限り良いイメージが無いみたいだな……まぁ地球に昔居たとされる錬金術師に似た経けい緯いみたいだけど。

「錬金術を学んだ事……言わないほうが良い……でしょうか？」

「そうじゃの、その方が無難じゃろう」

「分かりました」

　返事をすると、お嬢様が聞いてきた。

「リョウマさん、実際錬金術師は何をしてますの？」

　何をっていわれてもな……

「他の錬金術師を知りません……だから分かりません。僕ぼくにできたのは……岩塩を精製する事くらい」

「岩塩？　あの付近で採れる岩塩は毒があって食べられない商品価値の無い物だが。それで何かできるのかい？」

「あの岩塩には、土の中の鉱物が多く含ふくまれています……それが人体には毒、だから鉱物を岩塩から取り除けば食べられます……僕がやっていたのは……あの岩塩から鉱物の毒を取り除いて……食べられる様にする作業」

「そんな事ができるのかい!?」

「できます。僕の家に泊とまった時の料理……アレに使われていた塩は全て……あの崖がけで採れた岩塩」

　それを聞いたラインハルトさんは興奮し始め、すぐに落ち着いた。

「凄すごいじゃないか！　それが可能ならあの塩を商品として……いや、だめだ。あの付近の岩塩がダメなのは数年前に周囲に知しれ渡わたっている。売り出しても買う者がいない」

「そうなんですか？」

「昔ね、森の奥まで入って崖の岩塩を見つけた冒ぼう険けん者しやが、誰にも報告せずに採取して産地を偽いつわって売うり捌さばいたんだ。

　狩しゆ猟りよう、採取は特定の地域以外は自由に認められているけれど、欲の深い貴族は自分の領地に岩塩が見つかったりしたら独どく占せんしようとするからね。それを嫌きらったんだろう。だから黙だまって自分だけが利益を得ようとして、産地を偽った。そして売りさばかれた岩塩は大勢の病人を出して、その冒険者は捕つかまって処しよ刑けいされたよ。

　大きな騒ぎになったから、この国中のどこでもジャミール領のガナの森の岩塩は危ないって知れ渡っている。元々ジャミール領は岩塩を商品として扱あつかっていなかったから、領には影えい響きようがなかったのが幸いだよ」

　異世界でも産地偽ぎ装そうってあるんだな……

「あの崖では元々、小量しか岩塩が採れません……多くの需じゆ要ように応こたえられません……市場に流せば……豊富に処理のいらない、安全な岩塩が取れる産地……競争で負けると思います……ジャミール家と近くの村だけで使う分くらいなら……採れると思いますけど……」

「そうか、残念だ」

　たわいも無い話から、どんどん新しい情報やより正確な情報が出てくる。俺は馬車の心地ここちよい揺れを感じながら、流れに任せた雑談の中、ゆっくりと話に耳を傾かたむけるのだった。







１章８話　初めての街







　馬車の旅は時折休きゆう憩けいを挟はさみつつ進み、徐々に日が暮れ始めた頃――

　目の前に並ぶ10枚の硬こう貨か。

　その内訳はまず俺の両手の中に３枚の銅貨、３枚の銀貨、３枚の金貨。それぞれ大中小と大きさが違い、小さい方から１円玉、１００円玉、５００円玉くらいの大きさ。加えて奥様が手に１円玉大の白い金属製の硬貨を１枚乗せて見せてくれている。

「今手元には２枚足りないけれど、リョウマ君が持っている銅貨、銀貨、金貨。それから私の持っている白金貨。これら４種類の硬貨が大中小の３枚ずつ。計12枚がこの国で現在使われている貨か幣へいね。

　価値は小銅貨が１枚１スート。中銅貨がその10倍の10スート。大銅貨がさらに10倍の１００スートになるわ。銀貨からは少し変わって、小銀貨は大銅貨の５倍の５００スート、中銀貨は小銀貨の２倍の１０００スート。その先も大金貨までは５倍、２倍と繰り返して高額になるの。白金貨はさらに10倍ずつよ」




　つまり、こうか。




　小銅貨　　１

　中銅貨　　１０

　大銅貨　　１００

　小銀貨　　５００

　中銀貨　　１，０００

　大銀貨　　５，０００

　小金貨　　１０，０００

　中金貨　　５０，０００

　大金貨　　１００，０００

　小白金貨　１，０００，０００

　中白金貨　１０，０００，０００

　大白金貨　１００，０００，０００




「一いつ般ぱん市民の１日の生活費は１００スート前後で、主に使用するのは銅貨です。銀貨は貯金や小さな店を持つ商人が、金貨はある程度大きな店を持つ商人と貴族が主に使います。奥様の手にある白金貨は貴族でもあまり使わず大きな買い物、あるいは国同士のやり取りを行う際に使われますね」

　よし、硬貨の価値と１日の生活費は知識と相そう違いない。

　知識の摺すり合あわせを行っていると、御ぎよ者しやをしていた男性から声がかかった。

「皆みな様さま、ケレバンの街が見えてきました。もうじき到とう着ちやくいたします」

　中ちゆう継けい地点の街についたのか。俺はてっきり今日はもう野宿かと思ったんだが……待てよ？　俺、身分証とか無いぞ？

「あの……」

「何かございましたか？」

「身分証……僕……無い、大丈夫か……？」

　落ち着け俺！　２週間前から多少マシになってたのに！　慌あわてたらまたカタコトになった……

「ご安心下さい、身分証がない方には仮証が発行されます。簡単な審しん査さですので問題ありませんよ」

　ああ、良かった……しかし早く何とかしたい……この喋しやべり。そんな事を考えていると無意識にため息を吐ついていて、奥様に大丈夫かと心配されてしまう。

「大丈夫？　心配いらないわよ、何が来ても私達が守るからね。街は怖くないわ」

「あ……」

　何か勘かん違ちがいしてる、一応訂てい正せいしておこう。

「今のは、違います。街の事じゃない、です」

「そう？　なら、どうしたの？」

「実は……言葉です。変でしょう？　僕……今……喋り方かた……」

「……そうねぇ……」

「３年間……人と話していなくて……２週間前……ラインハルトさんが来た時に……上手うまく言葉が思おもい浮かばなくて……自分でも……驚きました……あれから２週間……スライムに話しかけて少し戻もどりました……でも……まだ、変です。中々治らなうぷっ！」

　何だ!?　奥様!?　抱だきしめられた[image: ]

「大丈夫よ！　リョウマ君！　ゆっくり、ゆっくり治しましょう。ぐすっ……もうあなたは１人じゃないの」

　泣いてる!?　……って気がついたら奥様だけじゃなくてお嬢様も男だん性せい陣じんも目が潤うるんでる!?　何故…………そうか、客観的に聞いたら俺めちゃくちゃ淋さびしい奴やつじゃん。３年間まともに人と話さず、言葉がすぐに出なくなったからって、スライム相手に会話の練習をするとか……

「大丈夫です！　……森に住むのを決めたの……自分ですから……」

　その後しばらく少し落ち込んだだけで大丈夫だと言い続けたが効果はなく、俺は街の門につく直前まで奥様に抱きしめられていた。




　門では代表としてセバスさんとラインハルトさんが外に出て、門番と何かを話した後に詰つめ所しよまで案内された。全員そろって。

　本当は呼ばれた俺だけでいいけれど、奥様が心配だからと言ってついてきてくれた。だが……身分のせいで案内人や担当の門番が緊きん張ちようで強こわ張ばっている。名も知らぬ人達、ごめんなさい……巻き込んで……

「で、ででで、では、このすす水すい晶しようにふれってくださいませ」

　噛みまくった上に声が裏返った。まぁ俺も人の喋り方に文句つけられる喋り方じゃないけど……

「はい」







[image: ]







　素直に水晶に触ふれた途と端たんに水晶に青い光が灯ともった。と同時に目の前の門番の驚きよう愕がくに満ちた視線が水晶と俺の顔を行き来する。

「き、君、ちょっと奥へ来てくれ」

　何かあったか？　確か青い光は無罪のはずだが……そこにセバスさんと奥様が割り込んでくれた。

「何か問題がございましたか？」

「光は青。問題は無いはずですが？」

「たたた、確かに光は青でした！　しかし、賞しよう罰ばつに！　賞金のかかった盗とう賊ぞくの討とう伐ばつ記録があったので、確かく認にんと賞金の支し払はらいをしたいのです！」

　それを聞いて納なつ得とくする２人。しかし確認と支払いは２人の目の届くここで行われることになった。

「で、では聞くが少年、君はその年で盗賊を倒たおした事があるね？」

「はい」

「水晶の出だした情報では、君が赤あか槍やりのメルゼンを討伐したとあったが、事実かね？」

　いや、わからんよ。誰だれだそれ？

「誰が、その人か……分かりません」

「真っ赤な槍を持ち、同じく赤い鎧を着た男だと言われているが、記き憶おくにないか？」

　その一言で思い浮かんだ男がいる。確かその槍は良い物だったから即そくアイテムボックスに入れたんだった。

「あります。槍があります……証しよう拠こになりますか？」

「あるなら見せて欲ほしい」

　そう言われたのでアイテムボックスからその槍を取り出して渡す。すると受け取った担当者の男は全体を見回してから槍を構え……魔ま力りよくを槍に流したのを感じた瞬しゆん間かん、槍の穂ほ先さきから赤い炎ほのおが吹ふき出でた。

　なんだ!?　あの槍あんな機能あったのか……俺にもできるかな？　今度やってみよう。

「間ま違ちがいない。赤い槍で、炎を放つ魔法武器。赤槍のメルゼンの槍だ。いま賞金を用意しよう」

　男が俺たちを案内してきた兵士に指示を出すと、兵士は急いで駆かけていく。その姿を見送っていた俺に、男は声をかけてきた。

「しかし……よくメルゼンを討伐できたな？　あの男は何度も冒険者や騎き士し団だんから逃げおおせている男で、実力は確かなはずだが。差さし支つかえなければどうやって討伐したかを教えてくれないか？」

　そう言われてもな……俺、大した事してないんだよ……

「怪我けがをした盗賊に襲おそわれて……倒したら死ぬ前に……裏切った仲間へ、恨うらみ言ごとを言っていた。近くにいると安心できないから、周囲を探したら……洞どう窟くつで酒盛りをしてた」

「そこを襲ったのか？」

「違う。僕は従じゆう魔ま術じゆつ師し……酒さか樽だるの中に……ポイズンスライムを送り込んだ」

「あぁ、なるほど。そういう倒し方か。よく分かった、感謝する」

　そこで丁度よく先程の兵士が賞金を持って来たので、仮証と賞金を受け取って詰所を出る。護衛の方々は先に宿の方に行っている様に指示を出されていたらしく、外には居なかった。ここからはお嬢様に街を見せるため、徒歩で宿まで行くらしい。

　ちなみにメルゼンとやらの賞金は小金貨７００枚。アイテムボックスに放ほうり込んだ時の重量はなかなかのもので、急に金持ちになってしまった。どうするかね……ここ３年の生活のせいか全く使い道が思い浮かばない。とりあえず付いて来てくれた皆みなさんには礼を言っとかなきゃいけないな。

「ありがとうございました。皆さん」

「いいのよ～、遠えん慮りよしないで」

「しかし、まさかあのメルゼンを仕留めておったとはのぅ」

「そんなことより早く街に行きましょう！」

「こらこら、落ち着きなさいエリア」

「だって、こんなに大きな街を歩くなんて、初めてですもの！」

「そうなんですか？」

「ええ、昨日も言いましたが私、今回が初めての遠出ですの。近場でもこんな風に歩く機会は少ないですし、何よりこの街はジャミール領最大の商業都市ですのよ？　この街より大勢の人々がいる場所はなかなかありませんわ！」

「そうですか」

　確かに人は多いんだが、日本の東京を知っているとどうも少なく思えてしまう。どう見ても駅や満員電車に比べたら桁けた違ちがいに少ない。

　……そういや初の異世界の街なのにあまり感動が無いな。古めかしい建物は珍しいが、取り立てて騒さわぐほどの事でもないし、獣じゆう人じんやエルフといった他種族っぽい人も見当たらないし……っておい、お嬢様、慌あわてすぎだ。

　行き交う人の流れにお嬢様がさらわれていく。こういう街を歩くのに慣れてないのが丸分かりだ。危なっかしいので、急いで捕まえに行く。

「お嬢様、こっちです」

「あ、ありがとうございます。すごい人ですわね、誰かにぶつかってしまいそうです」

　何か興味があるものを見つけたら、このお嬢様変な所で止まるんだよな……そんな世間知らずっぷりを隠かくす事なく披ひ露ろうしているから、面めん倒どうな連中がやってきたみたいだ。後ろからお嬢様の左ひだり肩かたにぶつかる軌き道どうで歩いてくる女が１人、お嬢様の腕うでを引いてその女とぶつからせないようにする。

「危ないです」

「っと……チッ……」

　女はぶつからなかったお嬢様と、お嬢様の腕を引き寄せた俺をチラリと見てから、舌打ちをして立ち去った。やっぱりスリ狙ねらいか何かだったんだろう。

「ありがとうございます。あら？　あれは何ですの？」

　また……今度は進行方向の路地に１人。お嬢様を路地に着く直前で捕まえ、抱かかえるように引き寄せる。

「飛び出すと危ないです」

「えっ!?」

「うおっ!?」

　俺がお嬢様を引き寄せたせいで、路地から出るタイミングを外した男が転がり出てきた。

「路地から出てくる人……います。気をつけて下さい」

「あ、ありがとうございます……」

　お嬢様に一声かけて、俺おれは男の方に寄って声をかける。

「大丈夫ですか……？　お怪我はありませんね……？」

「ンだァこのガ……!?」

　男は声をかけた俺の襟えり首くびを左手で掴つかもうとしてきたが、その手を右手で軽く撥はね上あげると同時に掴む。同時に左手を相手の肘ひじ裏うらに掛かけ、自分の体でお嬢様に見えないようにした上で相手の腕をひねり、相手の体勢を崩くずす。

　転びそうになって動どう揺ようした相手の言葉が止まるが、完全に転ぶ前に支え、視線を合わせてもう一度声をかけた。

「お怪我は、ありませんね？」

「お、おう……すまねぇな、手ェ貸してくれてあんがとよ……」

「お気を付けて」

　手を離すと、男は俺が掴んでいた腕をさすりながら足早に去っていく。

　全く、失敗したからって子供に絡からむなや……中身はおっさんだけど。最近自分が子供なのか、おっさんなのか分からなくなってきたな……

「リョウマさん！　あちらへ行ってみましょう！」

　まだ行くのかよ！　っつーかいつまで付いてくるんだ犯罪者ども!!

　それからしばらくはスリ、強請ゆすり、誘ゆう拐かいか何かを狙うゴロツキどもからお嬢様を守る事に骨を折らされた。何故か公こう爵しやく家の皆さんは何時でも対処できる用意を整えているのに、あえて俺に任せているみたいだし。というか、この街治安悪くない……？







１章９話　街の宿にて







　～Ｓｉｄｅ　？？？～




　竜馬が成り行きで行ったお嬢様の護衛は、宿に行くからとセバスがエリアリアを呼びに来るまで続いた。そして今は宿のロビーで、予約の確認をしているのだが……

「アイタタタ……」

「大丈夫ですか……？　お嬢様」

「ええ、少し足が疲つかれただけですわ。あと、馬車で……リョウマさんは平気ですの？」

「問題ないです」

　旅の疲れと馬車の揺れによる尻しりの痛み程度ならば、竜馬にとって何もないのと変わらない。その言葉が本心だと理解したエリアリアは、同じ年とし頃ごろの竜馬は平気なのに……と、ほんの少しだけ落ち込みかけた。それを察したメイドの１人が声をかける。

「初めはそんな物ですわ、お嬢様」

「アローネ」

「何度も乗っているうちにだんだんと慣れていきます。リョウマ様は平気そうですが、馬車には乗られた経験がお有りなのですか？」

「今回……初めてです」

「そうなのですか？　平気そうでしたので、てっきり乗った事があるのかと」

「乗った事は無い……横を走ったり、曳ひいた事はありますけど……」

　学生時代、日課のランニング中に人力車と併へい走そうし、追おい越こすことが何度もあった。そのうち車夫からスカウトを受け、人力車を曳くバイトをしていた思い出を懐なつかしみ、口をついて出た言葉だ。

　しかし、そんな事を知らないエリアリアとアローネに竜馬が馬代わりに酷こく使しされていたのだと誤解をさせるに十分だった。

　突然生まれた誤解のせいで会話が止まり、雰ふん囲い気きも重苦しくなる。

（……どうした？　何か変な事言ったか、俺……）

　あまり過去について長々と語ればボロが出る可能性が高まる。そのため人が踏ふみ込んで聞きづらい経歴を持っていると思わせているのは竜馬だが、今回は無意識の発言ゆえに自分の言葉が原因だという自覚がなく、竜馬にとっては突然アローネとエリアリアが悲痛な顔をしだした事に困こん惑わくした。

　そこでなんとか話題をふってみるも、

「え、と……お嬢様、今まで、出かけた事無いのですか？　馬車、慣れてないみたいで、気になって」

「え、いえ、外出したことはあるのですが、今まで他所よその街に用事がある時はお母様か御お祖父じい様さまの従じゆう魔まに乗っていましたから。街中は馬車に乗りますが、いつも短い時間で」

「なるほど」

　40年以上人付き合いを苦手とした男が状況を容易に打開する話術を持ち合わせている筈はずもなく、話は続かず無言の時間が過ぎていく。そんな状況を打開したのは、護衛と明日の予定の話し合いから戻ってきたラインハルトだ。

「今日も一日お疲つかれ様さま。エリア、今日は野宿じゃないからしっかり休んでおきなさい」

「はい、お父様」

「で、リョウマ君なんだが、私たちと同じ部屋は取れなくてね……申し訳ないが、宿しゆく泊はく客きやくの従者用に用意されている部屋があるからそちらに泊まって貰もらいたい」

「十分です」

「大部屋だけど、セバスが手続きをしているからゼフ達と同じ部屋になるはずだ。少しでも顔見知りの方が楽だろう」

「ありがたいです」

　こうして礼を言った後、竜馬は手続きを終えて戻ってきたセバスと、お嬢じよう様さまは両親と共にそれぞれの部屋へ移る。




■　■　■




　公爵一家の部屋にて。

　ジャミール公爵家の４人が宿の部屋でゆったりと寛くつろいでいると、不意にラインハルトがエリアリアに問いかけた。

「エリア、さっきロビーでリョウマ君と何を話していたんだい？　雰囲気がおかしかったけど」

　その言葉にエリアリアはビクリと体を震ふるえさせる。

「じ、実は少し、リョウマさんの過去に触れてしまったようで……」

「そうなのか？」

「はい。リョウマさんは馬車が平気そうでしたので、乗り慣れているのかと思ったと言ったら……その……馬車に乗ったのは今日が初めてだと。昔は、乗る事は無かったけれど、並んで走るか馬車を曳く事はあったと言っていまして……」

「なるほどな……だが、彼かれはあまり気にしていないようだ。あのあとも普ふ通つうだったしね。だからエリアもあまり気にし過ぎてはいけないよ」

「楽に楽に、よ。宿まではリョウマ君を引っ張り回していたじゃない。あのくらい気楽に接しなさい」

　言われたエリアリアは顔を赤らめた。

「あれは……い、今思えば恥はずかしいですわ……はしゃぎ過ぎました」

「そうねぇ、ちょっとだけ、はしたなかったわねぇ」

「あうぅ……」

「ほっほ、元気なのはいい事じゃて。まだまだエリアも子供、あれぐらいなら愛あい嬌きようじゃよ。じゃが、無用心なのはいかんな。あれではゴロツキに狙ってくれと言っているような物じゃったぞ？　自分で気をつけるようにな」

「はい……」

「じゃあ、今日はお風呂に入ってもう寝ねなさい、明日も移動だ。それに野宿だぞ？」

「分かりましたわ、おやすみなさいませ、お母様、お父様、御祖父様」

　エリアリアはそう言って風呂に入るために部屋を出ていく。それを確認して残された３人とセバスは話を変えた。

「ふぅ…………して、リョウマ君の事をどう見るかの？」

「エリアには気にするなと言ったが、正直、気になる事が多い」

「でも、悪い子じゃないと思うわ。それに、何かを企たくらんでいるなら怪あやしまれないように、もう少し普通の子供を装よそおうはずよ」

「それには儂わしも異論は無い。じゃが、一体どんな生活をすればああなるのかのぅ？　盗賊をポイズンスライムの毒で仕留めたと言っておったが、それだけではあるまいよ。彼自身も相当に強いじゃろう。連れ回されながら、さりげなくエリアを守っておったしのぅ」

「実際に手出しをして来たのは我々に気づけぬ素人しろうと同然の連中とはいえ、見事な腕うで前まえでした。我々の仕事が大おお幅はばに減ってしまいましたね」

「そうじゃのぅ」

　ラインバッハが自分の右手に目をやると、小さな蛇へびが１匹ぴき袖そで口ぐちから頭を出していた。蛇はスルスルと手の甲こうに沿って這はい、人差し指と中指の間から首をのぞかせ、ラインバッハの親指で気持ちよさそうに撫なでられている。

　人によってはかわいらしく見えるそれは、アサシンスネークというＢランクの魔ま獣じゆう。戦せん闘とう能力はそれほど高くもないが、小型で動きが素す早ばやい上に高い警けい戒かい能力を持ち合わせているため発見と討伐は困難を極きわめる。ラインバッハはこの警戒能力を利用して、街では孫まご娘むすめに近づくゴロツキを監かん視ししていた。

　竜馬が何もしなくとも、エリアリアが本当の意味で危険に晒さらされる事は無かっただろう。

「あの歳としであれだけの腕前となると、やはり？」

「その件は今気にせんでもよかろう。生きていく以上、強いに越した事はない。儂らは彼を見守るだけじゃ」

「確かに。しかし、彼の街に来てからの反応はやはり、芳かんばしくないな」

「そうね。エリア程とは言わないけれど、子供ならもう少しはしゃいでも良いと思うのに……」

「街の大きさにも人の多さにも驚おどろかず、まるで路ろ傍ぼうの石を見るような目をしておった」

　ラインバッハの意見はある意味間違いではない。しかし竜馬とは大きく解かい釈しやくが異なっている。確かに竜馬は人ごみを路傍の石のように見ていたが、それは日本の東京という人口の多い場所に住み、日々を人ひと混ごみの中で過ごしたせいだ。

　この街以上の人混みを日常的に見ていたためにこの街程度の人混みは驚くに値あたいせず、また、いちいち驚いていられなかった。それゆえの路傍の石を見るような目なのだが、それを知らない３人にはただ目が死んでいるように見えたのだった。

「前ぜん途とある若者がああいった目をしているのを見ると、やるせないのぅ……」

　この日は竜馬のいない所で、余計な誤解が増えていた。




■　■　■




　また、使用人に割り当てられたうちの一部屋では。

　竜馬がセバスにつれられて、今日泊まる部屋にたどり着く。

「失礼します」

「おじゃまします」

　挨あい拶さつして中に入ると、そこにはジル、ゼフ、カミル、ヒューズの４人がいる。部屋は広めの部屋にベッドと小さな机が６つ並べられただけの質素な部屋だ。

「おう、来やがったな！」

「よく来たね」

「一晩だが、よろしくな」

「そっちの端はしのベッドが空いてやすぜ」

「よろしくお願いします」

　挨拶を交かわしたあとは、同室になった５人から話題をふられ、竜馬がそれに答える形で雑談が始まる。

「そういやお前、普ふ段だん何やってんだ？」

「？」

「俺らは街に住んでっから夜は飯食いに行ったり酒飲みに行くがよ、おめぇは森の中だろ？」

「ああ……基本的にスライムの研究か……魔ま法ほうの訓練をしてます。あとは、体を鍛きたえます」

「……それだけか？」

「はい」

「つまらなくないか？」

「魔法とスライムの研究……楽しいです」

「研究が楽しいとは、リョウマには学者の気質があるようだな」

「俺にゃ絶対無理だぜ」

「そういえばリョウマ様は時折高度な知識や丁てい寧ねいな言葉を使われますし、何処どこかで勉学に励はげんだことがおありで？」

「祖母に習いました。勉強と礼れい儀ぎ……あれば困らないと」

「リョウマ様のおばあ様は素す晴ばらしい方だったのですな」

「武器で戦う事以外、何でもできる人でした」

「ほー、じゃあ爺じいさんはどんな人だったんだ？」

「祖母とは逆……武器を作って、戦う事しかできない人。……でも武器の扱いはとても上手かった。作る武器も……１級品だった。僕は敵かなわない……戦せん闘とうも、鍛冶かじ仕事も」

「え、君鍛冶もできるの？」

「手伝いしてたから……基き礎そは大だい丈じよう夫ぶです。でも、しっかり習った訳じゃない……３年以上手をつけてない。だから、ナマクラしか打てません」

「確かにあの森の中じゃ、材料も道具も手に入りやせんでしょうねぇ」

「せっかく森から出たんだ、必要なものは買い込んでいけば良い。それより君は何かしたい事は無いのか？　夕食までなら出歩く事も可能だぞ？」

　そこで竜馬がこう言う。

「それなら教会、どこですか？」

「教会？　残念だけど、教会はこの時間だと閉まってるよ」

「この街の教会は暗くなると早いうちに門を閉めてしまいますからね。……ところでこの街には創世教と神光教の２つの教会がありますが、どちらを信しん仰こうなさっているのですか？」

「創世教です」

「それでは、残念ながら今日は教会には入れないでしょう。神光教の教会ならば多めの寄付金を見せれば開けて貰えるのですが……」

「そうなんですか？」

「神光教は規模が大きいけど、寄付金次し第だいで何でもする生なま臭ぐさ坊ぼう主ずも多いんだよ」

「信徒の中にも神は信じるが司祭、助祭は信用できないって奴が大勢いやすね。寄付金目当ての連中は全部神光教に行っちまいやすから、逆に創世教は敬けい虔けんな司祭が多いって話ですぜ？」

「崇あがめる神は同じで教義に大きな違ちがいもない。規模の大きさか、教徒の人ひと柄がらかで入信する教会を決める者が殆ほとんどだろうからな」

「知りませんでした……ありがとうございます」

「これくらい構わないさ。しかし、行きたい所と聞かれて真っ先に教会とは随ずい分ぶん敬けい虔けんなんだな？」

「そうですか？」

「……私も創世教の教徒だが、教会に行く事は月に一度あるかないかだ。出先で礼拝には行くことは少ないな」

「リョウマ君は森に住む前、教会によく行ってたの？」

「生まれてから一度も行った事……ありません……家にあった石像に向かって祈いのっていました。……森の家にも土魔法で作った石像を置いていました」

「ならば石材を買い石像を作ってはいかがですか？　この宿は高級宿ですし、神像作りの為ための石材ならば用意があるはずです」

　そうセバスに言われ、竜馬は宿で３本のレンガ大の石材を購こう入にゆうすることにした。しかしここで売られていた石材はかなりの高級石材で、３本で小金貨１枚と意外と高くついた。それでも竜馬は買って部屋に戻り、土魔法で像を作る。

　そして今度は完成した像の精せい巧こうさにカミルが大おお騒さわぎし、セバスから彫ちよう刻こく作りで食っていけると太たい鼓こ判ばんを押おされることになる。

　石像の精巧さについては単に竜馬が一度実際に神と会っていたため、イメージがしっかりと固まっていた事。魔力操作スキルのおかげで土魔法の精密な制せい御ぎよができていた事。そして竜馬が前世では趣しゆ味みと実益を兼かねたフィギュア作りをしていたため、こういった物の造形に慣れていたからなのだが……

　ヒューズを筆頭に細かな理由はどうでもいい。目の前の像のできを褒ほめては笑い安らかなひと時を楽しむ。

　柔やわらかい雰囲気の中で３体の石像を作り上げ、祈りを捧ささげる頃ころには夕食の時間がやってくる。竜馬はそこでも和なごやかに楽しく食事を済ませ、明日に備えて早々に眠ねむりに就いた。







１章10話　アクシデント







　翌日




　結局ケレバンの街では教会に行かなかった。目的の街、ギムルにも教会はあるらしいからそっちの教会に行こう。それまでは昨日作った持ち運べる石像に祈る。こうして俺おれ達たちは今日ものんびり馬車の旅、と思っていたんだが……

「少し寒いですわね……」

「雨だからのぅ」

「この季節にこんな土ど砂しや降ぶりになるのは珍めずらしいのだけど」

「運が悪かったね、エリア」

　街を出てから数時間、どうやら俺達は季節はずれの土砂降りにあったらしい。道が酷ひどくぬかるんでいるせいで揺ゆれが大きく、進みもかなり遅おそい。

　ここまではっきり運が悪いのは久しぶりだ。この世界に来て以来、地球にいた頃とは違って運が悪いと思うような出来事はなかったのに。馬車の中だし、土砂降り程度ならまだ運がいいほうか？　と思ったが、どうもそれだけじゃなかったようだ。

　馬車が止まり、すぐに護衛の１人がやって来た。

「お館やかた様さま、どうやらこの雨で崖がけ崩くずれが起こっているようです。遠目からこの先の道が塞ふさがれているのを確認しました」

「なんだと？　本当か？」

「はい、完全に道が塞がっています。かなり大きな岩や木も倒れていて、このままでは通れません」

「迂う回かいは？」

「ここからですとかなりの遠回り、もしくはまだ確認中ですが、そこそこ大きな盗賊団が出るという情報のある道しかありません。天気予測スキルを持った者が言うにはあと数時間で雨が止やむそうですので、崖崩れから離はなれた位置で野営の準備をしつつ雨が止むのを待ち、今晩から明日にかけて土ど砂しやの除去作業に当たるのが最も早くギムルに到着できるかと思われます。お館様の判断を仰あおぎたく……」

　ラインハルトさんは少し考えて答える。

「そうだな……長旅は旅に慣れていないエリアにはきついだろうし、危険がある道は避さけたい。お前の判断を採用する」

「ありがとうございます。早さつ速そく作業に取とり掛かります」

　また馬車が動きだす。もう少し先に少しだけ雨宿りができそうな木があるからと聞いたけど、土砂降りの時に木の傍そばはやばい気がするんだが……まぁ、雷かみなりは鳴ってないし、大丈夫か？　とりあえず木から最低２ｍは離れておこう。そうすれば雷に対する安全性は高まる。

　５分ほどでまた馬車が止まり、周囲が慌あわただしくなるとアローネさんが入ってきた。

「現在、急ぎ野営の用意をしております。もうしばらくお待ちくださいませ」

　そう言って笑え顔がおを浮うかべるアローネさんだったが、俺の目にはアローネさんの後ろで濡ぬれ鼠ねずみになりながら作業をする護衛の人達たちが見えていてそちらが凄すごく気になる。

　元地球のブラック企き業ぎようにいた身としては、人が働いている時にボーッとしていると、それが彼らの仕事だと分かっていても、下手に素人が手を出すと邪じや魔まなのが分かっていても申し訳なくて何か手伝いたくなる……そういや結界魔法に雨あま避よけの結界があったな、長いこと使ってなくて忘れていた。あれなら作業の邪魔にはなるまい！

「結界魔法、使っていいですか？」

「突然どうしたんだい？」

　いかん、唐とう突とつ過ぎた。事情説明せずにいきなりそう言っても分からないよな。

「外、濡れてる人、居ます……雨避けの結界……使うと雨を防ぎます。作業楽です」

「なるほど、それはありがたいね。やってくれると彼らも助かるよ」

　許可を取ったので、俺はアイテムボックスの中から１着の毛皮で作ったコートを出す。コートは毛皮が内側に、外側には布が貼はってあるので一見裏返しに見えるが、そのまま着るのが正しい。外側の布には乾かん燥そうすると樹じゆ脂しのように固まるスティッキースライムの粘ねん着ちやく液えきが塗ぬってあるので、よく水を弾はじく愛用の雨具だ。これができてから雨の日の狩かりが格段に楽になった。

　素早く着込んで、人の集まっている場所にある程度近づくと、早速結界魔法を発動。

『彼らを包つつみ、彼らに注ぐ雨を防ぐ盾たてとなれ〝雨避け〟』

　呪じゆ文もんを唱えると、作業をしている人達を包み込んだドーム状の結界が雨を防ぐ。結界や魔力は目に見えないから、突然雨が止んだ事に結界内の人は驚いているようだ。しかし作業中のカミルさんが気づいて手を振ふりながら礼を言ってきた。続くように他の人たちも礼を言ってくれたけれど、俺は手を振るだけにとどめ、次の対象を見定める。

　残念ながら１回で全部をカバーできるような結界は張れないので、まだ４箇か所しよほど人の集まっている所に結界を張らないといけない。近い所から順に結界を張って回り、ついでに馬と馬車の周りにも張ってから馬車へ戻もどる。

「お疲れ様です、リョウマさん」

「お疲れ様です……『ウェーブ』」

　水すい滴てきを水魔法で外へ吹き飛とばし、席に戻ると用意されていた温かいお茶で一服。すると話題が俺の雨具に移った。

「その雨具、他所では見ないけど、リョウマ君が作ったの？」

「はい」

「とてもよく水を弾いていたように見えましたが、ガナの森にあれほど水を弾く皮を持つ獣が居たでしょうか……？」

「スティッキースライムの粘着液を塗って……乾かわかしただけです。水は染しみ込まない。雨を弾きます」

「スティッキースライムの粘着液にそのような効果が？」

　え、まさか知らなかった？

「知らなかったですか？」

「スティッキースライムの粘着液は、接せつ着ちやく剤ざいとしての用法しか存じませんね」

　そうなの？　何か、ラインバッハ様と奥おく様さまの目が輝かがやきだした。これも新発見かよ！　どんだけ研究されてないんだよスライムって……

「その雨具、少し試ためさせて貰っても良いかね？」

「試すなら」

　アイテムボックスから数枚の布を取り出す。

「加工済みの布。薄うすいので水を通さないのがよくわかります……ボロボロです。けど、クリーナースライムの後に加工したから汚きたなくないです」

　元は盗とう賊ぞくの服の切きれ端はしやゴブリンの腰こし布ぬのだから、ボロボロなのは見み逃のがして下さい。

　布を差し出すと、ラインバッハ様と奥様だけではなくラインハルト様とセバスさんまで布を手にとって自分の手をくるみ、馬車の小窓から外に手を伸のばして結界に沿って流れる雨水にさらし始めた。

「おお！　本当に水を弾いておるぞ！」

「全然水が染しみ入いってこないわね」

「多少雨水の冷たさはありますが、リョウマ様の雨具のように、内側に毛皮を貼れば快適に過ごせそうですな」

「リョウマ君、僕ぼくらと協力して雨具の商品開発を……」

「失礼します、何かございましたか？」

　４人が布の撥はつ水すい性せいを試していると、アローネさんが来て馬車の扉とびらを開けた。どうやら馬車の外側後部に座すわっていて、何か用がある場合は手を出だして合図することになっていたらしい。

「いや、何でもないよ。リョウマ君が開発していた雨具を見せてもらっていただけだ」

「そうでしたか、それでは失礼いたします」

　そこで俺は扉を閉めようとしている彼かの女じよの服が濡れているのに気づいた。アローネさんも結界の外に出てなんらかの作業をしていたのかもしれない。

　慌ててアローネさんを呼び止めつつ、アイテムボックスから盗賊の盗とう品ひんらしきカーテン（防水加工済み）を取り出す。

「ちょっと待って……アローネさん」

「はい、どうなさいましたか？」

「これ、雨、水通しません」

「これをお借りして宜よろしいのですか？」

「濡れると寒いです。羽織るだけでも」

「ありがとうございます。お借りします」

　アローネさんは笑顔で俺に礼を言って去り、残された俺達は防水加工を施ほどこした布の話に花を咲さかせた。
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　話を聞いて分かった事は、この国で雨具と言えば革かわ製せい品ひんが主流。テントなどの大きなものだとそれなりに重く場所を取るという事。対して防水布はスティッキースライムの粘着液を塗って乾かすだけなので軽く、革よりもコンパクトに折りたためる。

　また、雨具は雨具である以上使うと雨や泥どろで汚よごれが付きやすく、材質が革だとすぐにシミなどで汚くなってしまう。また、カビなどが生えたりもする。もちろんそれを防ぐために手入れをするのだが、汚れを落とし、油を塗り、乾かして……と手間がかかる。

　その点防水布は水や汚れを弾くので汚れが付きにくく、水洗いが可能。こびりつく泥どろ汚よごれなどは水で流し、最後に乾かせばそれでいい。実際俺はいつも水魔法の『ウェーブ』で水分を弾き落とすか、どこかに引ひっ掛けて乾かすだけ。それでも困った事は無い。

　大体の説明が終わると具体的にどんな物に使えるかの話になり、現代の知識からレインコートや傘かさなどを提案したり、この世界の雨具について聞いたり……ようやくテンプレ異世界って実感がしてきた！　というか、気づいたら俺はいつの間にか内政チートの方向に傾かたむいているな……貰った力は魔法のはずなんだが。現代知識および商品＝この世界ではチートって事だろうか？

　そんな話をしているうちに、テントの用意が整ったようだ。……正直、待ってる事を忘れていた。

「お待たせいたしやした、テントの用意が出来やしたぜ。あと、坊ぼつちゃんには他の連中が礼を言ってましたぜ」

「どういたしまして」

「雨はあとどのぐらいで止むんだ？」

「あと２、３時間だとスキル持ちは言ってますんで、雨が止みしだい土砂の除去を始めます」

「わかった、それまでは交代で休みを取れ、土つち魔ま法ほう使つかいは大仕事になるから長めに休ませてやるように」

「了りよう解かい」

　命令を伝えに向かうゼフさんを見送った俺達はテントの中へ。驚いた事にテントは中央が広く、その周りに小さな個室が４部屋もある、大きくて豪ごう華かなテントだ。

「今日は普段より揺れたから疲れたじゃろう、ゆっくり休みなさい」

「はい、しっかり休んで、後で頑がん張ばります」

　タダで馬車に乗せて貰っているし、宿代も世話になっているし、このくらいはしたい。だからそう答えたのだけれど、ラインバッハ様は首をかしげている。

「頑張る？　何をじゃ？」

「土魔法で、土ど砂しや崩くずれ……取り除きます」

「護衛にやらせるから、君は休んでいて良いのじゃよ？」

「沢たく山さん、お世話になっています。自分の為ためにもなります。やらせて下さい」

「ふむ……そう言うなら手伝ってもらおうかのぅ。ただし、疲れたら休むのじゃぞ？　もう結界魔法を連発しておるし、魔ま力りよく切れは苦しいからのぅ」

　ああ、それを心配してくれていたのか。その気持ちはとてもありがたい。

「ありがとうございます、気をつけます」




　そんなやりとりから数時間。予想の通りに雨が止むと、土砂崩れの除去作業が始まった。周りでは土魔法を使える護衛の方々が幾いくつかの班に分かれ、着々と土砂を除去しているが……特に土魔法使いを中心に据すえて作業を行っている班は大岩を『ブレイクロック』で崩し、土砂を『ロック』で適度な大きさに固める事で他の班より効率的に除去作業に取り組んでいるようだ。

　そこに混ざる俺はと言うと、森の洞どう窟くつを掘ほった時になんとなくやってみたらできてしまった『ブレイクロック』と『ロック』の合成魔法、『クリエイト・ブロック』により多量の土と岩を同時にレンガ大の石材に変えてスライムに運ばせている。

　始めてから判わかったが他の人達は土は土、岩は岩で別々に魔法をかけているのに対して、俺おれは２つを同時に除去しているので作業速度が段違いに早かった。更さらにできあがったブロックは、バケツリレーのように並ばせたスライムによる流れ作業で運ばれるので、俺はどんどん魔法をかけるだけ。非常に楽かつ凄すさまじい速さで作業が進んでいく。

　そんな俺を見て、１人の護衛の男性が声をかけてきた。

「ちょっといいかな？」

「何でしょうか？」

「リョウマ君、だったね？　その魔法、一体どうやってるんだ？　俺の本業は剣けん士しだからそれ程ほど魔ま法ほうに詳しい訳でもないんだが……土と岩を同時に処理できるその魔法は見たことないんだ。よければ教えてくれないか？」

「これは『クリエイト・ブロック』という魔法です……『ブレイクロック』と『ロック』が使える人なら多分使えますよ……ブレイクロックは岩を土に、ロックは土を岩に変えるでしょう？」

「そうだな」

「だから、岩から土に、そして土から岩になるまでを１つの工程とイメージして魔法をかけてください。

　そうすれば魔法がかかった範はん囲いにある岩は土に……土は土のまま次の岩になるところで全部一気に岩になります。……この時１つの岩の大きさを事前に決めておくと、その大きさにできます……僕の場合はスライムに運ばせるからこのサイズです」




　なるほどと頷うなずいた男性が近くの岩で試してみると、できあがった岩の大きさにばらつきがあるが、見事に岩と土を同時に持ち運べる大きさに変えていた。




「おおっ！　本当にできた！　……一度にできる量と作る岩の大きさを揃そろえるには慣れが必要そうだが、消費魔力は別々に行うより少なそうだ。ありがとう、リョウマ君」

「いえ、お役にたてたなら……良かったです」

　クリエイト・ブロックを他の者にも教えて良いかと聞かれたので、１人も２人も変わらないから許可すると、男性は他の土魔法使いに駆け寄ってクリエイト・ブロックを教えていく。

　そんな護衛の方々を横目に黙もく々もくと作業をしていると、いつの間にか日も落ち始め、今日の作業は終了だと指示が出た。

「リョウマ君、お帰りなさい」

　テントに戻ると奥様が出迎えてくれた、のだが……

「ふがっ！」

「頑張ったわね！　リョウマ君！」

「は、離して……く、くびぃ……」

　挨拶をしようとした隙すきに奥様が抱き締めてきた。締まってる！　口と鼻が胸に埋まってる！　頼たのむから離し……

「奥様！　少々危険な位置を締めています！　お離し下さい！」

「え？　あっ！」

「ゲホッ！　はぁ……」

「ごめんなさい！　大丈夫だった!?」

「はぁ……はい、大丈夫です。えっと……リリアン、さん？」

「は、はい！」

「ありがとうございました。助かりました……」

「いえ、ご無事で何よりです。お食事の用意ができておりますが、いかがなさいますか？」

「いただきます」

　ではこちらへと奥おくの部屋のテーブルへ案内される。

「やぁリョウマ君、頑張ったみたいだね。お疲つかれ様さま」

「食事はできるのか？　無理はするでないぞ？」

「体調は大丈夫です」

「ほう、かなり魔法を使っていたように思ったが？」

「凄かったわよ、あの魔法。クリエイト・ブロック、だったかしら？」

「そうです」

「リョウマ君のあの魔法とスライム達のおかげで効率が上がって、更に護衛の土魔法使いにもあの魔法を教えてくれたおかげで予定よりだいぶ早く土砂の除去が終わりそうよ」

「それは良かったです」

　聞けば今日の作業が終わるまでにクリエイト・ブロックを完かん璧ぺきに物にした人が１人、それなりに使えるようになった人が３人になり、そのお陰で大幅に全体の作業速度が上がったとの事。ちなみに完璧に物にした１人はゴルチェさんといい、俺に話しかけてきた男性だ。

　やがて料理が運ばれてきたので、皆みなで食べ始めると、お嬢様にこう聞かれた。

「リョウマさん、リョウマさんの魔力はいくつありますの？」

「？」

　そういや俺の魔力は今どれだけあるんだろうか？　魔法を使い続けているから増えてるはずなんだけど……

「どうかしました？」

「分からない……です」

「え!?　普通は10歳までに一度は教会で……そうでした、リョウマさんは森に住んでいたのでしたね……それでは今までどうやって限界を知っていましたの？」

「体調と感覚で」

「それで大丈夫なのですか？」

「慣れれば問題無いです。普通は、10歳で計るのですか？」

「普通の家庭ではそうじゃな。教会でステータスを計測して貰もらう。その際、魔力の数値を見て将来魔法使いを目指すかどうかを決めるんじゃよ。我々貴族は５歳の誕生日にやってしまい、早めに訓練をさせるが。

　まぁ、あれだけ魔法を連発して魔力切れを起こしていないのならば、なかなか高い魔力を持っているじゃろう」

　この話はそこで流れ、今後の予定や目的の街の事など様々な話に移る。

　食後はテント内の一室が与あたえられた。今日すべき事はもう何も無く、明日も朝から土砂の除去と旅になる。早めに休もうとベッドに入るが……気になる事が１つ。

　食事中、俺の魔力量の話になった時。あの話をしている間、お嬢じよう様さまが俺の事をチラチラと窺うかがう様に見ていた。アレは何を考えての視線だったんだろう？　視線には気づけても、何故なぜあんな視線を送ってきたのかが分からない。

　魔力の話は少ししかしてないけど……だんだん、長引かないように話を変えられたようにも思えてきた。何かまずい事でも言ったのかな？　気になる。けど、もう聞くタイミングも失ってしまった。

　いつか機会を見て聞いてみよう。さりげなく、聞ければ良いが、無理ならもう少し親しくなってから……

　そういえば、考えてどのくらい経たったんだろう？　随ずい分ぶんとまぶたが重い。

　もう眠ねむ気けに逆らわず、そのまま眠る事にした。







１章11話　ギムル到着







　３日後




　あの崖崩れ以降は何の問題も起こらず旅は順調。ここ数日は四六時中誰だれかと一いつ緒しよに居たからか、段々と普ふ通つうに喋る事ができるようになってきている。少々口調が硬かたいと言われるが意思の疎そ通つうに問題は無く、今日はとうとう目的地であるギムルの街に到着した。

「着いたわ、ここがギムルの街よ」

「ここがギムル……」

　高い外がい壁へきと緑に囲まれたのどかな街。それが俺が始めに感じた印象だ。以前泊とまったケレバンの街よりも規模は小さいが、その分落ち着きがあるように見える。鉱山が近くて主な産業が鉄鋼業だと聞いていたので、もっと騒そう々ぞうしい街を想像していたけど……これはこれで良さそうな街だ。

　しかし道中でラインハルトさんに聞いた限りでは近年鉄の産出量が減少傾けい向こうという問題もあるそうで、特に今回は数年前から産出量が減って採算がとれなくなった鉱山を廃はい坑こうにするかどうか、視察と決定が目的の１つだとか……

　尤もつともその鉱山の廃坑はもう決定同然らしく、〝鉱山は１つじゃないから、厳しい目で見てもまだあと10年は街に大きな問題は無いだろうね〟と、ラインハルトさんは既すでに廃坑を前提で話していた。子供に話す事じゃないと気を使われたのかもしれないが……

　まぁ３年前からほぼ採さい掘くつ量りようゼロ。今回の視察までに新しい鉱脈が見つからなければ廃坑なんて条件らしいしな……しかも既に街の鉱夫は去年からその鉱山で仕事をしていないとか。そりゃ誰でも結果を出せる職場で働きたいだろう。自分の収入に関わるなら尚なお更さらだ。

「それじゃあ宿に荷物を置いて、テイマーギルドへ登録に行きましょう」

　テイマーギルドとは従じゆう魔ま術じゆつ師しと召しよう喚かん術師、魔ま獣じゆうを操る２種類の術師が所属するギルドであり、登録者への仕事の斡あつ旋せんと情報の取りまとめが主な仕事。他にも従魔術師が従魔と共に住める住居の斡旋や餌えさを安く購入できるなど、所属員はサポートを受けられる。

　同じく冒ぼう険けん者しやギルドや魔法ギルド、商業ギルド等もあるが、テイマーギルドは所属員が他より格段に少なく、従魔術師は従魔が人に怯おびえられやすいため他と比べて人気がない。よって必然的に規模が小さく、支部のある街も少ないが、この街では鉱山での荷運びという需じゆ要ようが常にあるため支部がある。

　……まぁ、ほとんど奥様に聞いたんだけど。

　今日の奥様の機き嫌げんはとても良く、鼻歌を歌いながら俺とお嬢様の手を引いて歩き、宿に荷物を置いたのだが……ひとつ気になった事がある。

「僕はどこまでの情報をギルドに伝えれば良いのでしょうか？」

「情報提供は発見者の自由だから、リョウマ君が教えて良いと思う事だけでいいのよ」

　そうか、なら……

「それではスライムの進化条件と、ビッグスライムとの契けい約やく方法。新種のスライム２種の登録をします」

「スティッキースライムの粘着液の利用法は秘密にするのね？」

「はい、それは防水布として売り出す場合、類るい似じ品ひんが出回ると困りますから」

「それもそうよね」

　話が終わるとすぐにテイマーギルドに向かう予定だったが、その前にラインバッハ様にこう言われる。

「リョウマ君は教会に行った事がないのじゃろう？　だったら先に教会で自分のステータスを開示して貰うべきではないか？」

　その言葉にラインハルトさんも奥様もそうだった！　という顔をしている。

　どうやら教会で発行される〝ステータスボード〟が話に聞いた〝自分のステータスを見る道具〟で、それがあればステータスの確かく認にんだけでなく、ギルドの登録手続きを円えん滑かつに進められるという。

　例えばテイマーギルドに登録するには〝従魔術もしくは召喚術を使えること〟という要件があるが、ステータスボードに表示されるスキルの欄らんに従魔術があれば即そく登録できる。しかしステータスボードを提出しない場合はしばらく待たされ、係員の目の前で用意されたスライムと従魔契約をしてみせるという手順を踏まなければ登録できない。

　というわけで、俺達は予定を変更してギムルの街の創世教会へと向かうことになった。ちなみにスライム達は宿で留守番。テイマーギルドだけなら連れて行っても良かったんだが、仕方あるまい。




　教会で俺たちを迎えたのは、穏おだやかな笑顔を浮かべた修道服姿の年配の女性だった。

「ようこそいらっしゃいました。本日は礼拝でしょうか？」

「この子にステータスボードの発行をお願いします。事情があり今までステータスボードを持っていなかったのです」

「よろしくお願いします」

「そうでしたか、ではこちらへ。洗礼の間にご案内します」

　洗礼を受ける者以外は立ち入り禁止とのことで、付き添ってくれた皆さんとは一いつ旦たん別れ、修道服の女性について教会内を歩く。

「こちらへどうぞ」

「失礼します」

　通された部屋には、ケレバンの街の詰つめ所しよで見たような水すい晶しよう玉だまと台座が置かれている。ぱっと見た限り、台座に掌てのひら大で縦長の長方形の凹くぼみがある以外はまるっきり同じにしか見えない。

「こちらがステータスボードになります。この板をこの台座にはめ込み、あなたが水すい晶しように触ふれれば洗礼は完かん了りようですよ。水晶に触れると強い光が放たれますが、害はありませんから安心して下さいね」

「わかりました」

　透明の板を見せてからそう言った女性は板を台座に填はめ、台座を挟んだ向かいへ歩いて行く。

「どうぞ、水晶に触さわってください」

「はい」

　軽く緊きん張ちようしつつ、ゆっくりと水晶に触れた。その瞬しゆん間かん、水晶からこの世界に来た時のような強い光が部屋中を照らし、俺はその眩まぶしさに目を閉じてしまった。




　目ま蓋ぶたを貫つらぬき赤色となった光が続き、徐じよ々じよに光が弱まっていく。




「う……？　!?」




　完全に光が止んだ、そう感じて目を開けると目の前の景色は先さき程ほどまでの部屋ではなかった。




　……間ま違ちがいない。忘れもしない。ここは前にも来た神様の……




「おーい！　竜馬君！」

「こっちじゃ！」

「後ろよ！」

　呆ぼう然ぜんとした俺の耳に声が届いて振り向いてみれば、そこには俺をこの世界に送った３神の姿が。まるで待ち合わせでもしているかのように立っていた。彼かれらがここにいるという事は、間違いなくここはあの場所。

「ガイン、クフォ、ルルティア……俺、また死んだのか？」

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶじゃ。ちょっと精神だけ引っ張ってきているだけじゃよ。じきに意識は戻るじゃろう。時間もそのままじゃ」

「僕もまたこうして会えるとは思ってなかったけど、君が森の家に僕らの石像を作って毎日祈ってくれてたからね」

「あなた、森の中に３年も閉じこもっている間は毎日修しゆ業ぎようと研究と祈るを繰くり返かえしたでしょう？　食事も自給自足である意味粗そ食しよくだし、聖職者の修行に近い事をやっていたからできた事よ」

　そうなのか？

「お主ぬしは儂わしらに実際に会った事で、儂らの存在を心から信じておった。そして３年間ほぼ毎日儂らに祈りを捧げたからな。洗礼をきっかけに神しん託たくスキルを授けるに十分な条件が整っていたのじゃよ」

「少しの間だけど、これからも言葉を届けることができるよ」

「そうか……なんにせよ、また会えて嬉うれしいよ」

　とにかくこの一言だけでも。話せるようになったらと色々考えていたはずが、突然すぎて思おもい浮かばない。

「私たちもよ。約束通り教会に来てくれてありがとうね」

「新しい人生、楽しくやってるみたいじゃない。ずっと見ていたけど、面白い事を次々と」

「まさか３年も森に引き篭るとは思わなかったぞ。儂らには短い時間じゃが、人間にとってはそうでもあるまい？　第一、あそこは比ひ較かく的てき安全な森だとはいえ危険が無い訳ではない。儂らは精々１年くらいだと思ったんじゃが……」

　そう話す３神は楽しそうだが、僅わずかに苦笑いをしている気もする。

「あなたは持てる技わざと魔ま法ほうを生活に利用し、３年どころか贅ぜい沢たくを言わなければいつまででも生きていける環かん境きようを作り上げてしまったものね」

「あの家ね、見た目は質素だけど環境的には凄く良い家だったよ。安全性が高くて、広くて清潔。施設もなかなかに揃そろっていた。特にお風ふ呂ろがある家なんてこっちの世界では富ふ裕ゆう層そうの家だし、トイレがあそこまで清潔で臭くさくないのはこの世界中探しても君の家だけだと思うよ」

「スライムの研究であそこまでの結果を出すとは儂も考えておらなんだ。そもそもスライムを自主的に研究する者も居おらんかったしのぅ……特にあの２種、クリーナースライムとスカベンジャースライムには驚おどろいた。あれは新種じゃぞ？」
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「……あ、ああ。やっぱりか。偶ぐう然ぜん出会った従魔術師の一家の人達にも聞いたが知らないって言ってたから、そうだと思ってたが」

「うむ。スライムは元々儂が作ったんじゃが、環境に適応する性質と繁はん殖しよく力りよくを持たせただけなので、その後の進化の可能性は無限にあった。しかしあまりに弱すぎて他の動物に駆く逐ちくされるので、ある程度の種が生まれたあとはあまり増えなくなったんじゃ。

　土地の環境によって生まれるスライムが決まってしまうようになったしな……じゃから儂も、新しい種のスライムが生まれる可能性をすっかり忘れておった。実に見事じゃ！」

　スライムはそんなに研究されてないのか？

「作った儂ですら忘れておったからな……もうスライムに関しては儂よりお主の方が詳しい気がしないでもないぞ」

「スライム限定でも神以上の知識とか、なんだよそれ」

「しかしのぅ……お主はスライムに関して、まだ色々考えておるじゃろ？　お主の研究している所を覗のぞいておったが、儂が考えつかなかった事もお主は考えておった。

　そもそも神といっても万ばん能のうではないんじゃ。それぞれ得意分野があれば苦手分野もある。時には自分が見守る世界で生まれた者たちの発明に目を見張ることもな」

「例えば僕ぼく達たちは神だから君たち人間に害される事はないけど、もし君が今ここで殴なぐりかかってきたら簡単にボッコボコにされるね。僕たち戦せん闘とう技術無いもん。

　神の力で守って触れられないようにはできるけど、技術で君に勝まさる事は不可能さ。戦闘が得意な戦いくさの神とかなら負けないけどね」

「ほー……そうなんだ」

　それは知らなかった。

「まぁ、神様って言えば何でもできるイメージがあるわよね、人間には。……でも、楽しそうで何よりよ。それにまさかあの一家と関かかわりができるとはね」

　ジャミール公こう爵しやく家の人達を知ってるのか？　いや、神様だしおかしくはないけど……

「口ぶりからして、あの人達は何か特別なのか？　身分じゃなくて神として見て」

　俺の質問にはルルティアが答える。

「だってあの人たちの先祖は私達が送り込んだ地球からの転移者だもの」

「そうなのか!?」

「うん。あの子はいい子だったな～。動物の調教師を目指していてさぁ、状じよう況きようはあまり掴めてなかったみたいだけど、動物を従える能力を願ってそっちの世界に行ったんだ」

「それって、もしかして従魔術か？」

「半分正解。当時から近い技術はあったからね。彼女がその技術を学んで、僕たちが与えた力を合わせて完成させたのが従魔術さ。従魔術を完成させ、従魔術でいろいろ功績をあげて、当時の王に貴族位を貰って、顔も良かったからモテて、出会った貴族と恋れん愛あい結けつ婚こん。その後もずっと続いている由ゆい緒しよ正しい従魔術師の家系だよ」

「しかもジャミール家のラインバッハには儂が、ラインハルトにはクフォが、エリーゼにはルルティアが加護を与えておる。さらに娘むすめのエリアリアは儂らが送った転移者の血を色いろ濃こく受け継ついだ先祖返りじゃ。知らん訳があるまい」

「君の次ぐらいによく様子を見ているよ」

「へぇ。じゃあお嬢様は従魔術の才能があるのか？」

「才能はあるが、あの娘が強く受け継いでいるのは従魔術の才能ではないな。従魔術師の才は父方からの血筋じゃ。

　血を色濃く引いているのは、母方の家系に居た別の転生者でな。こっちは典型的なオタク系というやつじゃ。元から運動嫌ぎらいらしく、武術は完全に諦あきらめて魔法で無む双そうしておったのぅ……それに竜馬君とは違ちがって魔力の強化も願ったため、魔法の威い力りよくと連射力が凄まじかった。その分、多た彩さいな魔法を身につけるには時間がかかったがな」

「初めは自重って物を知らなかったからね～」

「気が弱くて臆おく病びようだったから、死ぬまで自分から悪事を働けなかったのがせめてもの救いね。与えておいてこう言うのもどうかと思うけど、あの当時は彼が死ぬまでヒヤヒヤしたわ……」

　どんだけ凄かったんだその転移者……それにしても、

「少しは聞いていたけど、転移者って結構いるんだな。俺が会うこともあるのか？」

「地球から魔力を持ってくる際に必ず１人は来てもらうからのぅ。短くてもこちらの時間で２００年は空くので、同じ時代に複数人の転移者が存在する事はまず無いが」

「戦時中には魔法を使った戦闘が激化して、急きゆう遽きよ地球から来てもらった人が居るけどね。普ふ段だんは無いよ。今のところ大きな戦争は無いし、君が生きているうちには要いらないと思う」

「転移者のことが知りたければ本を探すといいわ。彼らの多くは神の力で高レベルのスキルや特とく殊しゆ能力を与えられているから、おとぎ話や伝説、英えい雄ゆう譚たんになる事も多いの。

　例えばさっき話したエリアリアちゃんの母方の魔法無双と戦時中に急遽呼び出されたのが同時期で、戦時中に大暴れして英雄と勇者と呼ばれていたわ。他には……とある横おう柄へいな転移者は魔王とかそんな感じの扱あつかいで討とう伐ばつされておとぎ話になったし、旅の途と中ちゆうで錬金王の話を聞いたでしょ？」

「ああ、錬れん金きん術じゆつの話になった時に。錬金王も転移者なのか？」

「そうよ。ひっ……じょ～～～～う、に！　頭に来る奴やつだったけどね！」

「転移の特典として錬金術を使いたいって言い出して、向こうの世界には無いって教えたらじゃあ作れ！　って命令されてね。〝錬金王〟って呼称も自分で広めて部下に呼ばせていたくらいだし、とにかく偉そうだったよ」

「仕方ないから儂が適当に話を聞いて作り上げたんじゃよ」

「適当にって……まさか錬金術の使い方が妙みように簡単なのは……」

「うむ、儂が適当に作ったからじゃ」

「やっぱりか！　簡単な魔法陣書いて、その上に材料置いて、分ぶん離りする物を考えて陣に魔力通したらそれだけで成功するから簡単すぎると思ったらそういう事か！　他の魔法みたいに魔力量の制せい御ぎよ・調節すら要らないから妙だと思ったんだ」

「あやつのワガママに時間を取られたくなくての。いくら暇ひまとは言え、不ふ愉ゆ快かいな思いをするくらいなら暇の方がマシじゃ」

「その点に関しては同意するが、なんだかなぁ……」

「こっちの世界の人間にとってはそれでも難しいのじゃぞ？　こっちの世界では地球の元素などの知識が無い。錬金王は地球の学生じゃったから問題なく使えて大きな財を得たが、その後の錬金術の最盛期でも錬金王以外は分離１つまともにできん奴が殆ほとんどじゃった。

　錬金王は金の亡もう者じやで、自分の利益を取られたくないばかりに知識と技術を誰にも教えぬまま死んでいったからのぅ。現代の錬れん金きん術じゆつ師しの秘密主義は、錬金王の行動の名残なごりじゃて」

「それでかよ……」

　好き勝手やってるなぁ、他の転移者も……

「君は今までの転移者と比べると、かなり大人しい方だよ。……君は周囲に流されてるように感じるかもしれないけど、そうでもないよ。自分の事はちゃんと自分で判断してるし、従うべきルールにはちゃんと従って、その中で自分なりに色々とやってみる。僕たち、ひいては今君がいる世界、セイルフォールにとっては最も望ましい類たぐいの転移者だよ」

「急にどうした？」

「ふっふ～ん、これでも一応神だからね、神っぽい事を言ってみせたのさ」

「ああ、そうか……」

「難しく考えなくて良いのよ。前の世界で周りに流されながら生きていたとしても、今も同じというわけではないわ。それに流されて生きる事の全すべてが悪い訳でもないんだから」

「人生を楽しめば、それで良いではないか、のう？」

「そうだな……うん。ありがとうな」

「気にするでない、儂らは神じゃからな、このくらいの助言は容易たやすいわぃ」

「君は僕ぼくたちを楽しませてくれるから、お礼だよ」

「……そろそろあなたがここに居られる限界が来そうだから。その前に少しだけ私たちからのアドバイスよ」

「ありがとう。生あい憎にく前世から語ご彙いが無くてな、こればっかりしか言えないが、感謝してる」

「気持ちは伝わるわ」

「僕たち皆、見守ってるからね」

「最近は他の神もお主を覗いておるぞ」

「え、他？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、自然と目が見開かれる。

「戦の神と魔法の神が気にしておったな、転移者嫌いのあやつらにしては珍めずらしい」

「頻ひん繁ぱんに見ているのは私たちだけど、いろいろな神が気が向いた時に君を見ているわ」

「何それ、聞いてないんだけど……」

「別に何かする訳じゃないからいいじゃない。あ、でも技術と職人の神があなたに加護を与えたらしいわ。とりあえず悪い物じゃないから安心して」

「お主の前世の酒の飲みっぷりが気に入ったんじゃと言っておったな。あやつは酒の神でもある。前世で楽しい酒は飲めなかったようじゃが、あれだけの量を飲める事を評価したそうじゃ。

　あとはお主が訓練しておった酔すい拳けんとかいう武術を面白いと言って見ておったぞ」

「酔拳？　森で時々映画の真似まね事ごとをやったけど、それを見られたのか？　まさかそんなので気に入られるとは……」

「人生何が起こるか分からんのぅ。まぁ、お主に用意した素す性じようの設定では、お主を育てた祖父はドワーフという事になっておる。テクン……酒の神じゃが、そいつは主にドワーフに信しん仰こうされておるので丁度いいじゃろ」

「確かに、それならおかしくはないか？」

「大丈夫じゃろう。……さて、今回はここまでのようじゃ。本当に時間が来てしまったわい」

　え!?　あ、そうなのか……

　流れに任せて喋っていたら、わけが分からないうちに別れの時がきてしまったらしい。またあの光が俺の周りで輝かがやき始めた。

「久しぶりに会えたのにな……」

「そんな残念そうな顔をしなくても、また教会に来れば短時間の話はできるでしょうし、こうして会うこともできると思うわ。この結果は予想外だけど」

「……そうか。じゃあ、また」

「うん、またね」

「お主は本当に面白い。次に会える日を楽しみにしながら、日々見守っておるぞ……」




　ガインがそう言うと目の前に柔らかな光が溢あふれ、光が収まった時には教会の洗礼の間と修道服の女性が目に入る。




「すごい光でしたね。強く光るほど神様に愛されているそうですから、いずれかの神様から加護を与えられているかもしれません。後でステータスボードを確かめて下さいね？」

　どうやらガインが言っていたように、こちらでは時間が止まっていたらしい。しかし、加護に関しては聞かないのか？

「ありがとうございました。加護に関しては何も聞かないのですか？」

「加護は神様からあなたに与えられた物ですから、あなたと加護を与えた神様以外には何も言う権利はありません。質問されれば私の知る事をお教えしますが、こちらから聞き出そうとはしませんよ。

　それに基本的にステータスボードの表示は名前と年ねん齢れい、種族以外隠かくすのが普通です。個人情報ですからね。表示された情報を隠すには、隠したい情報を隠すと念じれば隠せます。やってみて下さい」

　ステータスボードに表示された情報を見る。






　名前：リョウマ・タケバヤシ

　性別：男

　年齢：11

　種族：人間




　体力：１１，０５２

　魔力：１９８，０００




　日常生活スキル

　家事（10）　礼れい儀ぎ作法（７）　楽器演奏（３）　歌唱（３）　計算（５）




　戦闘系スキル

　体術（７）　剣けん術じゆつ（７）　短剣術（６）　暗器術（７）　槍そう術じゆつ（４）　弓きゆう術じゆつ（６）　棒術（６）　分銅術（４）　投とう擲てき術（７）　隠おん密みつ術（７）　罠わな（６）　身体操作（６）　気功（５）




　魔法系スキル

　従魔術（２）　結界魔術（２）　回復魔法（１）　錬金術（２）　火魔法（３）　水魔法（３）　風魔法（２）　土魔法（４）　無魔法（３）　雷かみなり魔ま法ほう（１）　氷魔法（２）　毒魔法（２）　木魔法（３）　光魔法（２）　闇やみ魔ま法ほう（１）　空間魔法（３）　魔ま力りよく感知（３）　魔力操作（４）　魔力回復速度上じよう昇しよう（２）




　生産系スキル

　薬学（６）　鍛冶かじ（１）　建築（３）　木工（３）　造形（４）　描びよう画が（４）




　耐たい性せい系スキル

　肉体的苦痛耐性（８）　精神的苦痛耐性（９）　健康（７）　悪あく臭しゆう耐たい性せい（３）




　特殊スキル

　神託（３）　生存術（５）　生命強化（３）　超ちよう回かい復ふく力りよく（３）　耐たい久きゆう力りよく強化（６）




　称しよう号ごう

　下げ克こく上じよう

　不幸な人生を乗り越えた者

　神々の寵ちよう児じ

　賢けん者じやの弟で子し

　武神の弟子




　加護

　創造神ガインの加護

　生命神クフォの加護

　愛の女め神がみルルティアの加護

　酒の神テクンの加護






　魔力は転移前に使い続ければ増える事を教わっていたから置いておくとして、レベルアップしているスキルが幾いくつもあるな。それに、こうして見るとやはり魔法系スキルが多い……ん？　この～の弟子ってのはアレか、この世界に来た時の手紙に書いてあったスキルレベルの辻つじ褄つま合わせ。加護はガイン達たちと酒の神様の加護がある。とりあえず言われた通り名前・年齢・種族以外は隠して……と。

「できました」

「では、付き添いの方々がお待ちの部屋にご案内します。詳しい説明は付き添いの方に聞くと良いでしょう」

　女性に促うながされて部屋から出る。すると外から子供の声が聞こえてきた。

「まてー！　まてー！」

「あははは！　こっちだよー！」

　声の方を見ると、窓の外で着古された服を着た子供達が遊んでいる。

「彼らはこの教会で面めん倒どうを見ている子達です。いつも元気いっぱいで、手伝いが終わるとああして外で遊んでいるのですよ」

　孤こ児じか家庭の事情かはわからんが、なるほど。

「さぁ、行きましょう」

　そして通された部屋には公爵家の皆みな様さまとセバスさんが首を長くして待っていた。

「お待たせしました、洗礼は問題なく終わりましたよ」

「お待たせしました、皆さん」

「それでは私はこれで失礼いたします。お帰りの時まで、この部屋は自由にお使いください」

「ありがとうございました」

「どういたしまして。それでは」

　合流した直後、女性がすぐに立ち去ってしまう。部屋から出て扉とびらをしめた女性を見送ったが……

「ラインハルトさん、さっきの方、急いで出て行きましたけど……何かありました？」

「ステータスボードの内容は個人情報だからね。配慮してくれたんだよ」

「この部屋も洗礼を受けた人とその家族が、ステータスボードの内容について内ない緒しよで話せるように用意された場所なのですわ」

「そうだったんですか」

「うむ。無む闇やみに広めぬ方が良いからのぅ。昔は情報を隠すことが違法だったのじゃが、内容を悪用する者も増えたため、今では隠すのが通例になっておる」

「スキルからその人物の経歴などもある程度は分かりますし、戦いに身をおく方でしたら自身の戦い方や手の内を晒さらす事で不利になります。体力や魔力量も戦力に直結しますので、現在は殆どの者が心を許した相手にしか明かしません。似たような理由で加護も明かしませんな。明かすのは名前と年齢と種族、人によっては称号も明かします」

「なるほど」

「だから、リョウマ君の情報はちゃんと秘密にしておくのよ？　分からない事があれば相談に乗ってあげるけど、教えたくない事は教えなくて良いからね？」

　本当に親切だな、この人達は……どれを教えるかは後で決めよう。

「わかりました」

　そう返事をするとラインバッハ様は満足そうに一度頷うなずいたあと、真ま面じ目めな顔でこう言う。

「さてリョウマ君。ステータスボードを作ったこの機会に１つ、言っておきたい事がある」

「なんでしょうか？」

「君の能力についてじゃ。今日まで見た限り、君の能力は同年齢の子と比べて非常に高い。そうなるとよからぬ輩やからが寄ってくることも多くなる。それが嫌ならば実力を隠すか、早く地位を手に入れて身を守るのが有効になる。

　しかし君の場合は能力が高すぎて、隠すのはちと難しかろう。だから君は早めにどこかのギルドに登録し、地位を手に入れるべきじゃ。具体的にはギルドで判定されるランクじゃな。何かあれば儂らも力を貸すが、君自身も注意が必要じゃぞ」

「君の場合は年齢に対して能力が不釣り合いで、神の加護持ちなのがすぐ分かるからね。加護によっては本気で狙われるから気をつけて」

　……確かに自重はあまりしてないけど、そんなにおかしかったのか。目の前で全力は出だしてないのに……

「気をつけます。……？」

　ここでお嬢様がまた、この前のようにチラチラと俺おれを見ている。今は特に何もしていないし、何か聞きたいのだろうか？

「どうかしましたか？」

「えっ!?」

「いえ、何か聞きたそうだったので」

「それは……」

　俺がそう言うと、お嬢じよう様さまは一度言いよどんでから素す直なおに話し始めた。

「実は、リョウマさんの魔力量が気になっていましたの」

「魔力量？」

「はい。リョウマさんはこの前、すごく魔法を使ったのに魔力切れにならなかったのを見ていましたから。お父様に聞いたら普通の人なら倒たおれている、とも聞いていたので、どれだけの魔力を持っているのかと」

　魔力量、これはこの人たちになら教えても良いか。というか〝普通の人なら倒れている〟くらい魔法を使った所を見られているなら今いま更さらだ。森で生活している時と同じ感じで使っていたが……ああ、それで隠せないと言われたのか。改めて納なつ得とく。

「あー……さっき確認したら、19万８０００でした」

　俺が答えると、公爵家の方々は目を軽く見開き、お嬢様は複雑そうな目をしている。だが、それだけだ。

　あれ？　なんか予想より反応が薄うすい？

「19万８０００。それだけの魔力量でリョウマさんはあれだけ魔法が使えますのね」

「魔力が多ければ、それだけ魔法は使えますから」

「えっ？　いえ、そういう意味ではなくて、ちゃんと魔法を使えている事ですわ」

「ちゃんと？」

「ええ……？　私、何か、間違っています？」

　なんだか話がかみ合わず、お嬢様が困り始めたところでセバスさんから声がかかった。

「もしや、リョウマ様は魔力量による弊へい害がいをご存じないのでは？」

「弊害？　そんなのがあるのですか？」

　そう答えるとお嬢様はあっけに取られ、セバスさん達大人組はやっぱりと呆あきれていた。

　何の事かと聞いてみると、まず魔力が多ければ魔ま法ほう使つかいとしての大きなメリットになる。それは間違いない。ただし体に宿す魔力があまりに多すぎると魔力の制御が困難になり、魔法の習得も困難になってしまうとの事。

　なんでもほんの少し魔力を出そうとしただけで、壊こわれた蛇じや口ぐちのように大量の魔力があふれ出してしまうとか。普ふ通つうの魔法使いよりも魔力を抑おさえる訓練や、多量の魔力を制御する訓練が多く必要となるのだと。

　……言われてみれば心当たりがある。この世界に来て初めて使った魔法のブレイクロックは、指先がちょっと入るくらいの穴を開けるのが精せい一いつ杯ぱいの効果しか出なかった。

　一応の効果が出ていたから始めは気づかなかったが、体外に出した魔力は制御して維い持じできないと霧む散さんしてしまう。そうなると魔法としての効果も出せない。つまりあの時は魔力の垂れ流し状態で、使った魔力に対してほんの一部しか効果を出せていなかったわけだ。

　魔法を使い続けるうちにそれが分かり、さらに使い慣れると魔力の操作が身につき、魔力をその場に維持できるようになると同じ魔力消費量で効果が格段に上がった。

　そして３年間でそれを改善した結果が、この前の崖がけ崩くずれで使った魔法。同じ土魔法でも昔とは威力や自由度が格段に高くなっている。俺からしたら魔法は〝使えないのが当たり前〟なので特に難しいという実感は無く、単に成長しただけだと思っていた。

　実際に成長しただけではあるが、この世界の人からすれば、膨ぼう大だいな魔力を持っている子供が普通に魔法を使えるという事は、厳しい訓練を積んだか優ゆう秀しゆうだということになるんだろう。

　……自分で自分を優秀とか考えるのもなんかアレな気がするけど。まぁ分かった。

「今まで比ひ較かく対象が居なかったので、気づきませんでした」

「リョウマさんが簡単に魔法を使えるのは、すごい事ですのよ？　私も同じ年なのに、あまり上手うまく魔法が使えません」

「私、も？」

「……実は私も魔力を20万程持っていますの」

「20！」

　俺より多いじゃないか！　って、大人組の反応が薄いのはそういう事か！　そういやさっきガイン達も言っていた、お嬢様は先祖の転移者の血を色濃く受けついでいて、その転移者は魔力無双とか……全部繋つながった。それで俺をチラチラ見ていたのか。自分と同じ膨大な魔力を持っているかもしれないのに、普通に魔法を使える俺が気になったと。

「色々と理解できました」

「それはなによりですわ。私、自分と同じくらいの魔力を持つ人と会ったのは初めてですの。正直に言いますと、リョウマさんがどれだけ魔法を使えるのかとか、どうやってそこまで魔法を身につけたのかも気になっていましたが、聞くに聞けず……」

「ステータスボードで魔法に関する項こう目もくを見せましょうか。自分がどれくらいなのかも知りたいです」

　作ったばかりのステータスボードを操作し、魔法系スキルの欄を表示させて皆みなに見せる。

「ふむ……見事に幅広いが、年齢の割にレベルが高いな。それに全属性を持つとは聞いていたが実際に全属性の魔法を使えるか」

「下位属性は全てレベル２以上、中位以上もレベル２、３があることを考えれば十分だよ」

「特に土と空間のレベルが高いわね。空間魔法のレベルは上がりにくいと聞くのに、よくここまで上げたわね」

「将来的にはわたくしを超こえるかもしれませんな。それに魔力感知・操作・回復速度上昇のスキルまでお持ちとは」

「森で生活のため魔法を使っていただけなんですけどね……火と水は料理やお風呂、土と空間は狩かりのためにほぼ毎日使ってましたから」

「ふむ、攻こう撃げき魔ま法ほうは使われますか？」

「いえ、狩りは基本的に弓か罠わなでやっていました。ファイヤーボールは使えますが、肉が焦こげて食べる所が少なくなるのであまり。アースニードルは落とし穴の中に設置する杭くいの代わりに使いました」

「なるほど、今まではほぼ生活に使える魔法のみでここまでレベルを上げたのですな。……でしたら攻撃魔法の練習をした方が良いでしょう。使えて損はありませんし、希まれに武器が効かず、魔法での攻こう撃げきでしか対処できない魔物も存在しますゆえに」

　そういう魔物も居るんだ。ってか異世界ものの小説とかだとそういう魔物はテンプレじゃないか。長くひきこもりすぎてすっかり忘れていた。これからは攻撃魔法の訓練も始めよう。

「そうですね、やってみたいと思います」

「下位属性の魔法なら比較的簡単ですので、今のレベルでも中級までなら少し訓練すれば使えるでしょう。魔力は十分にお持ちのようなので、土魔法なら上級も扱えるかもしれませんね」

「リョウマ君も魔力が多いし、魔力操作の効果で魔力の消費を抑えられ、更さらに回復速度上昇で回復が早くなる。となるとその分１日に沢たく山さん練習できるね」

「魔法使いとしては非常に有利じゃ、才能を無む駄だにせんようにの」

「はい、頑がん張ばります」

　自分は森の外ではかなり優秀な部類に入ると具体的に分かったところで、ステータスボードを見ながら無言だったお嬢様の声が耳に届く。

「生活に魔法を使い続けるのがリョウマさんの訓練……私もそういう事に魔法を使い続ければもっと……」

「生活でなくても暇なときに魔法で遊んでいれば、いつかコツはつかめると思いますよ」

「魔法で遊ぶ、ですか？」

　なにやら向上心があるようなので、森でやっていたことを口にしたら変な顔をされた。

「初級の基本的な魔法で色々やったりしませんか？」

「ありませんね。いつも決まった魔法を正確に放つ練習ばかりです」

「魔法の腕うでは収入や生活の安定に直結するから、遊ぶために使うとはあまり聞かないわね」

「例えば火魔法は鍛冶や製鉄など、強い火を扱う場所で。氷魔法や空間魔法なら食料の保存と運うん搬ぱんに。土魔法や木魔法なら建築や農業で、と様々な分野で需じゆ要ようがあります。よって腕が良ければ職に困る可能性が減り、そうでなくても使えない者よりは潰つぶしが効きますので」

　なるほど。宗教的な理由で禁止されているわけじゃないのは知っていたけど、魔法は飯の種というのが一いつ般ぱん的てきな考えなわけか。それで魔法で遊ぶ＝魔力の無駄、って認識がある感じだな。となると、だめか？

　と思ったら大人３人から後あと押おしされた。

「魔法で遊ぶ。聞き慣れないことじゃが、エリアに興味があるならやってみなさい」

「そうだね。少しくらい遊ぶために使っても、エリアなら普通の訓練に使う魔力は潤じゆん沢たくに残るさ」

「訓練の息抜きにも良いんじゃない？」

　そんなに軽くて良いのかと聞けば、聞いた通りお嬢様には魔力が潤沢にある。少しくらいなら困りはしない。何よりたった今魔法の腕を確かく認にんしたばかりの俺が提案した事なので、役に立てば儲もうけものだとか。俺は危険がない事を確認させてほしい、と当然の事を言われただけ。

　ならお嬢様に魔法での遊び方を教えてみようか。と思ったが、今は教会の一室を借りているので場所も状況もよろしくない。

「いつか、機会があれば少し教えますよ」

「本当ですか！　その時はぜひお願いします！」

　お嬢様は俺の手を取って喜んでいた。本当に魔法使いなら誰だれでも使える初級の魔法を使った遊びなんだけど、こんなに喜ばれると少し嬉うれしい。

「さて、ではそろそろ行こうか。もうここで話すべきことは話したし、まだやるべき事もあるからね」

　ラインハルトさんの言葉通り、俺おれ達たちにはまだギルドへの登録がある。それを思い出した俺は皆さんと一いつ緒しよに教会を後にし、今度こそテイマーギルドへと向かう。







１章12話　ギルド登録







　テイマーギルドについてみると、まず目に付いたのは周辺の停留所に繋がれた荷馬車や魔ま獣じゆう。鉱山の街なので運搬作業用の魔獣がメインだからだろう、大型の魔獣の姿がちらほら見える。見える範はん囲いには牛と馬っぽい魔獣が多く、中には猪いのししのような魔獣もいた。

　小型の魔獣ならギルドの中に連れて入っても良いらしいので、縮小化のスキルを使ったスライム達なら連れて行くことも出来そうだ。

　実際ギルドの内部には殆ど人だけだが、所々に荷物を持たされているゴブリンも見られる。俺達はそんな中を、ラインハルトさんを先頭に職員のいるカウンターに向けて歩いていく。

「いらっしゃいませ。テイマーギルド、ギムル支部へようこそお越こし下さいました。本日のご用件は……？」

「娘とこの子の登録をしたい、それから情報提供だ」

「かしこまりました。奥おくの部屋へどうぞ」

　職員の案内で奥の部屋に通され、お茶が出されて数分後。ほかの職員よりも少しだけ立派な服を着た男性が筆記用具を抱かかえてやってきた。

　男性は白しら髪がと赤毛が８：２くらいの頭髪を整髪料で固めており、なかなかの高齢と見える。彼かれは部屋に入る光で髪を輝かせながら、金きん縁ぶちの眼鏡を通してこちらを見て口を開いた。

「久しいな、ラインバッハ。それにラインハルトの坊やとエリーゼのお嬢様も」

「お久しぶりです」

「元気そうじゃな、テイラー」

　どうやら男性は公爵家の大人と知り合いのようだ。

「それなりに元気だよ。そっちの２人とは初めまして、だな。私はテイラー・スミット。テイマーギルド、ギムル支部の責任者を務めておる。が……ラインバッハ、お主の孫は２人だったか？　１人だと聞いていたはずだが、最近物忘れが激しくてな……間ま違ちがえていたらすまぬ」

「儂わしの孫はエリアリアだけじゃよ、女の子の方じゃ。男の子はリョウマ君。先日縁えんがあり知り合ったんじゃが、ちと訳ありでな。孫と共にギルドに登録して欲ほしい。そして、できるだけ早めにランクを上げて貰もらいたい」

　そんな事をお願いして良いのか!?　と思ってついラインバッハ様の顔を見たら、ラインバッハ様はあっさりとこう言う。

「リョウマ君、儂とテイラーは旧知の仲でな、信頼できる男じゃ。問題は無い」

　続いてテイラー支部長まで、なんでもない事のようにこう言い放つ。

「ラインバッハの紹しよう介かいという形であれば、ある程度は便べん宜ぎを図れる。しかし、ランクを上げるためには相応の実力と実績が必要だ。そこを歪ゆがめるわけにはいかんぞ」

「その点は心配無用、こんな頼みをするのはリョウマ君に年齢に不ふ釣つり合あいな実力があるからじゃ」

「妙な輩への牽けん制せい、というわけか……詳しく聞きたいが、まずは登録を先に済ませるとしよう。登録には何の問題も無いからな」

　テイラー支部長は脇に抱えていた紙の束から２枚の紙を取り出し、俺とお嬢様に差し出す。

「まずはこの用紙に必要事項を記入してほしい。リョウマ君は代筆は必要かの？」

「お心遣いありがとうございます。多少は書けますので自分で書きます」

　手早く用紙に必要事項を記入して提出する。必要事項は名前、年齢、種族、そして従じゆう魔ま術じゆつもしくは召しよう喚かん術を覚えてからの期間だ。

「……お嬢じようちゃんは先日初めて契けい約やくしたのかい、おめでとう」

「ありがとうございます」

「いつか従魔術師として、立派になれることを祈いのっているよ」

　テイラー支部長はエリアリアに人の良さそうな微笑ほほえみを向けて、今度は俺の書いた書類に目を通す。

「そしてリョウマ君の初契約は３年前か。今、従魔は何を？」

「スライムです」

　俺がスライムだと言うと、テイラー支部長は難しい顔になってしまった。

「スライムでは少々、いや、かなり厳しくなってしまうな……というのも、この街の従魔術師の仕事は殆どが鉱山の荷運び。せめてゴブリンかコボルドでなければ、紹介できる仕事は無い。これは依い頼らいを斡あつ旋せんするにも明らかに向かない仕事は紹介できないという規則があるからだ。

　ランクを上げるために必要なのはまず実績、これは依頼を受けて達成することで少しずつ実績を立ててもらう。……つまり、仕事を受けられない者のランクを上げることはできない」

　依頼が達成できなければギルドが信用を失うだろうし、それは仕方ないだろう。なら、研究の事を話したらどうだろうか？　そう考えて一度ラインバッハ様達の方を見て確認を取った後、俺は新種のスライムを２種見つけた事と、ビッグスライムとの契約方法を発見した事を伝える。

　すると、テイラー支部長は新種には特に反応を示さず静かに聞いていたが、ビッグスライムとの契約については聞く前に慌あわてて俺を止め、更に難しい顔で考え込み始めた。

「むぅ……ビッグスライムとの契約方法が本当なら確かに功績にはなると私は思うが……」

「何か問題が？」

　苦虫を噛かみ潰した様な表情で、支部長は説明を始めた。

「近ちか頃ごろのテイマーギルドには強い魔獣を従える従魔術師こそ優すぐれた従魔術師だ！　という風潮がある」

「それは今に始まった事ではなかろう、儂らがひよっこの頃ころからそう言う輩はいたと思うが？」

「確かにその通りだ。しかし近年はその風潮が強く、そう考える者がテイマーギルドの上層部にも増えてきている。このギルドではまだ私の目があるが、人の出入りが激しく荷運びに向いた力の強い魔獣が集まるここでもそう言う輩がいなくなることは無い。従魔術師の優ゆう劣れつは魔獣の強さやランクのみで決まるわけではないというのに、嘆なげかわしい……」

　少し話がそれたが、聞いてみると研究の功績という形でランクを上げる事は可能。しかし、誰がどのランクに上がったのかという情報はランクが上がる都つ度ど、経けい緯いと共に王都にある本部に送られて把は握あくされる。そこでは記き載さいされた内容で昇しよう格かくが妥だ当とうかの審しん査さも行われ、不適格と判断されれば監かん査さが入り、降格されてしまうのだとか。

　さらに、先さき程ほど聞いた風潮のせいでスライム関連は重要視されていない。よってビッグスライムで認められたとしても、ランクは上がらない可能性が高いという話だった。上がったとしても牽制に使えるほどの地位にはならないだろうと。

　そうなると研究結果を発表すれば中ちゆう途と半はん端ぱに名を売り、逆に面倒事を呼び込むだけになりそうだ。こりゃ辞やめた方が良さそうだな……

「儂がまだ頻ひん繁ぱんに出入りしていた頃とは随ずい分ぶんと変わったようじゃな」

「これも時の流れだな。古参の者が１人２人と引退し、上層部の顔ぶれにも若い者が増えた。それに伴ともない、従魔に対する考え方も……いかんいかん、これでは愚ぐ痴ちになってしまう。

　とりあえず手続きは続けよう。登録をしておけばギルドで購こう入にゆうできる従魔の餌えさが割安になり、希望すれば先達の指導も受けられる。不要でもギルドカードは身分証として使えるので持っていて損はない。書類に不備も無いので、あとは従魔術の確認をするだけじゃ。ステータスボードで従魔術スキルの開示、もしくは実際に従じゆう魔ま契けい約やくを見せて貰えるか？」

　俺とお嬢様はステータスボードの従魔術スキルを開示して見せる。

「結構。それではこちらの石版にステータスボードを乗せてくれ」

　取り出された石版には、教会の洗礼の間にあった台座と同じように四角の凹くぼみがある。しかし今度は凹みに金属のプレートが嵌はめ込まれており、何もない板状の部分にステータスボードを乗せるようだ。

　まずはお嬢様、その次に俺がボードを乗せると、金属の板に字が浮き上がった。

「これで２人の登録は完かん了りようだ。我らテイマーギルドは新しき従魔術師の２人を歓かん迎げいしよう」

　テイラー支部長はそう言ってから、改めて話せる範囲で良いから、と俺の事情を聞いてきた。そして公こう爵しやく家の皆さんに話した内容と同じ内容を話すと、テイラー支部長はこう言った。

「……それならばテイマーギルドのランクは長い目で見るとして、さしあたっては冒ぼう険けん者しやギルドにも登録しておけば良いのではないか？　１人で３年間も森の中に隠れ住み続けたあげく、ブラックベアーを何度も狩れる実力があるのであれば、十分にやっていけるだろう」

「お前の所ならより安心して任せられると思ったんじゃよ」

「そうか。力になれんで悪いな」

「お前のせいでもなかろう。まぁ、リョウマ君なら冒険者ギルドでも大だい丈じよう夫ぶじゃろうしな」

　冒険者ギルドでも実力が足りない者に仕事の斡旋はできないが、その判断基準の殆ほとんどがサバイバル能力と戦せん闘とう能力らしい。それなら問題はなさそうだ。

「ランクの事では力になれないが、困った事があれば来るといい。相談に乗るくらいはできる」

　最後にそう言ってくれたテイラー支部長に俺は礼を言い、俺達はそのまま冒険者ギルドに向かう。




　こうして到とう着ちやくした冒険者ギルドでは、ゴロツキに絡からまれる……というテンプレは無く、普通に受付で基本的な説明を受けた。

　まず冒険者ギルドのランクはＧからＳの８段階あり、基本的には自分のランクと同じランクの仕事しか受けられない。ただし数人でパーティーを組むか、ギルドが複数のパーティーを集めて行う大規模な作戦の場合は人数が多い分難易度が下がり、１つか２つ上のランクの仕事を受けられる。

　登録は10歳さいからなので年齢制限もクリア。ただし13歳までは各自の持つ能力をギルドにチェックされ、たとえ自分のランクと同じでもギルドが完かん遂すいできると判断した物しか受けられない。これは自制心の薄い子供が無む謀ぼうなことをしないようにとの安全策だ。

　14歳からはその制限も注意も無くなるが、依頼に失敗しても自己責任。違約金の支し払はらいは勿もち論ろん、命を失う危険もある。

　また、街などが危機に晒さらされた時に街に居た場合はギルドから招集がかけられる事がある。これを断ることは可能だが、正当な理由か多額の免めん責せき金が必要になる。どちらも無む為いにもかかわらず断った、または逃にげた場合は罰ばつ則そくが与あたえられ、最悪の場合は冒険者資格の剥はく奪だつとなる。

　そして説明を受けた後は戦闘能力試験を受ける事になったのだが……

「僕ぼくは全力でやるべきですか？」

「そうですな……ここでは全力でやっておき、自分の実力を示しておくべきでしょうな」

「うむ。それが良いじゃろう」

「何かあればサポートするわ」

「頑張ってくださいまし！」

「安心してやってきなさい」

　用意を整えギルド裏の訓練場の隅すみで、皆さんからの意見と応おう援えんを受けた所で。受付の人ともう１人、ガタイのいい強面こわもての男性が訓練場に入ってきた。

「お前さんが今日の受験者か？」

「はい、リョウマ・タケバヤシです。よろしくお願いします」

「おう。で、そちらは付き添いですね？」

「そうじゃ、よろしく頼たのむ」

「見学はご自由にどうぞ、しかし試験中の手出しは無用にお願いします」

「勿論じゃ」

　そう言った男は俺に向き直る。

「お前さんの得物は弓か。よし、早さつ速そく始めるぞ。まずはあの５つの的にあの線から弓を射ろ、数は５本だ。１つの的に１つずつ射うっていけ」

　指定されたのは単純に横に並べられた５つの的。俺は指示に従い、指定された線の前に立って指定された的を狙ねらう。足を肩かた幅はばに開き、矢を番つがえ、弓を引き、狙いを定めて射る。この作業を淀よどみ無く、滑なめらかに素す早ばやくこなし１本、２本と的を変えながら射っていく。

　慌てることなく、騒さわぐことなく。ただただ静かに５本を射ち終えた後、全すべての矢は５つの的の中心に突き刺さっていた。

　弓に関してはこの世界に来てからの狩りで大分上達しているな。昔からやってはいたが、前世はここまで素早く射る事はできなかった。

　ちなみに俺の流派は現代の弓きゆう道どうではなく弓きゆう術じゆつであり、弓道の射しや法ほう八はつ節せつのように動きを止める事は無い。途と中ちゆうで止めようとすれば止められるが、俺の家に伝わっていた弓術の理念は如何いかに早く、正確に敵を射るかを突き詰つめる物だった。昔は動きが一いつ瞬しゆんでも止まると、次の瞬しゆん間かん親おや父じの拳こぶしと罵ば声せいが飛んで来たものだ。

　矢を射たあとにそんな事を思い出したが、試験中なのを思い出して即そく座ざに試験監かん督とくの男を見る。彼は既すでに的の方に歩き出しており、一つ一つを間近で確認してから戻もどってきた。

「全てど真ん中だ、動かない的とはいえやるじゃねぇか。次は動く的だ、向こうの壁かべを見ろ」

　男の太い指でさし示されたのは、訓練場の入口から対面の壁。その一部には柱が立っていて、柱の横には溝みぞのような穴が空いている。

「あれは大昔にショットガンって魔ま法ほう武器を使って有名になったと言われる、ケンゴって冒険者が考案した飛び道具の訓練用魔法具だ」

　確実に転移者だな、おい。剣けんと魔法の世界にショットガン持ってきたのかよ。

「魔法武器が使えなくなったせいでランクはＣ止まりだったが、この装置の考案で死ぬまでそれなりに裕福に暮らせたって話だ。それだけこの装置は訓練用として価値があるんだぜ？」

　使えなくなった？　整備不良か弾たま切れか？　……絶対そいつあのガイン達の怒いかりを買っただろ！　じゃなきゃ整備や弾を作る能力くらいは貰えたはず……まともに接してればそんな適当なサポートはしないだろうに……と俺がそんな事を考えている間も説明は続く。

「あの柱の穴から的が飛び出てくる、お前さんは出てきた的を射落とせばいい。出てくる的の数は50、お前さんに渡わたす矢も50本。どれだけ射落とせるかで成績が変わる」

　つまり、クレー射しや撃げきを弓でやれという事か……

「わかりました」

「それじゃ、俺の笛が合図だ。頑張んな」

　そう言って男は俺に矢や筒づつの魔法道具を渡して後ろに下がり、俺は弓を構えて合図を待つ。







１章13話　試験を終えて







　竜馬が５つの的を射抜き終わった直後。見学者の内エリアリアだけは興奮していたが、他の４人は竜馬の技量に言葉を失っていた。

「凄すごいですわ！　ですわよね!?　お父様！」

「あ、ああ……」

「私、弓ってもっとじっくり狙うものだと思っていましたけど、あんなに早く射つんですね」

　そのエリアリアの言葉に、セバスとラインバッハが少し慌てて間違いを正す。

「いえ、お嬢様。あれはリョウマ様の技量によるものでありまして、普通の弓使いはあれほどの速さでは射てません。当てる事を考えなければ、弓に慣れた者なら可能だと思われますが……」

「エリア、リョウマ君を基準にしてはいかんぞ。あれだけの速度と命中率を両立するのは並の腕では不可能じゃからな。おそらく国軍にも同じ事ができる者は少なかろう」

「本当ですの？　リョウマさんは凄いのですね！」

「確かに凄いのだけれど……」

「我々はリョウマ君の実力を過小評価していたようだね」

　本人に自覚はないが、前世からの訓練に加え狩りという実戦を経験した今の竜馬の腕うで前まえは、既に常人とはかけ離はなれたものになっていた。

　動かない的の試験を終え、次はクレー射撃もどきの試験。竜馬は指定された位置に立って弓を構えているが、目標が出てくる壁がエリアリアたちのいる方向と反対側のため、試験官と同じく竜馬の表情は見えなかった。

　極限まで集中力を高め、緊きん張ちようも焦あせりもない、だが興奮や意気込みといった物もない。平静そのものではあるが、感情を殺した目が真まっ直すぐに前を向いている。

　見た目こそ幼いが、前世の幼少期から始めて40年近い鍛たん錬れんを重ねてきた男。その結果身につけた集中力は日常生活では無駄になる事も多かったが、単純作業を繰くり返かえしひたすら行う場合には重宝した。

　その点だけは普ふ段だん竜馬の扱あつかいが悪い同どう僚りようや上司ですら認めており、都合のいい仕事マシーンとしての竜馬の扱いに拍車を掛かけていた。しかし、それは竜馬の本来持つ集中力を全て出し切った訳ではない。

　竜馬が最も力を発揮できる場は、幼少期から慣れ親しんだ武術。竜馬は同じ型を毎日なぞり、技を体に染しみ込ませ、そして息をするように自然に、流れるように体を動かす。体は既に自在に動き、心にそれを阻はばむ物なく、技の全てを出し尽つくす。それが竜馬の本当の全力であり、竜馬が前世から持つ才能だった。

　周りに合わせ、自身を抑え、鍛きたえた力と技を振ふるう事は許されず、誰かに振るえば周りは怯えて去っていく。地球の法や常識、そんな物は異世界に渡った今、竜馬にはもう関係ない。前世の柵さくから逃れた今ここに、竜馬の力を抑えるものは何も無かった。




　試験官の笛が鳴り、右の柱から的が飛び出る。竜馬が的の行き先に矢を放ち、的が射い抜ぬかれ地に落ちる。次の的が左の柱から飛び出れば、竜馬は再び的の行き先に矢を放ち、的を地に落とす。

　右から出るか左から出るかの違ちがいはあれど、やる事は変わらない。長い訓練で得た技で、飛び出た的の軌き道どうを見切り、ただ只管ひたすらに矢を打ち込む。その繰り返しだ。

　段々と的の射出速度や間かん隔かくが変化し、難易度が上がる。しかし竜馬も対応する。複数の的が同時に出た時はまず１つを射抜き、迅じん速そくに次の矢を矢筒から抜いて反対側の穴に消える前に射抜く。
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　最後には的が４つ同時に出たが、竜馬は指の股またの全てに矢を挟はさんで一度に４本矢筒から矢を抜くと一呼吸の内に全て射ち、全ての的を正確に射抜いたところで試験終了の笛が吹かれた。




■　■　■




　～Ｓｉｄｅ　竜馬～




　ふぅ　……!!

「っ！　『アースニードル』！」

　試験終了の笛が鳴り、弓を下ろして一息つきかけた所で背後からナイフが飛んでくる。反射的に指で挟んで受け止め、試験官の男に向けて投げ返した。

「ちっ！」

　それを男が剣で叩たたき落とした隙に、弓を捨てて『アースニードル』を使用。目の前から真上に生えた石の針を、根元からへし折ることで即そく席せきの槍やりとして構える。

「ストップ！　悪かった悪かった、これで試験終了だ。１次２次３次とお前さんは合格だ、だからその物ぶつ騒そうなもんをしまってくれや」

「……」

　そう言った男に敵意は感じられない。どうやら今の投げナイフも試験の一いつ環かんだったらしい。警けい戒かいしつつも即席の槍を『ブレイクロック』で崩くずす。

「すまんな。今のナイフは俺おれが弓使いの試験をする時、ちょっとした警告のつもりでやっているんだ。的にばっかり集中していて、周りへの注意を怠おこたる奴やつが多いんでな。

　ここが森で、俺のナイフが魔獣の攻撃だったら死んでるぞって言ってやってるのさ。大半の奴がこれは試験だろって言い返すか不満そうな顔をして、それ以外は納得したり感謝してきたり……ぎりぎりで避よける奴も居たんだが、お前さんくらいの歳の奴に反撃までされたのは初めてだ。お前さんは弓の腕も文句ねぇし、制限はつけねぇ。ランク通りなら好きに仕事を選びな」

　叩き落とされたナイフをよく見てみれば、先せん端たんが丸まり刃もついていない。どうやら本当に試験の一環……というかこの男のおせっかい焼きだったらしいので、警戒を解いて礼を言う。

「ありがとうございました」

「おう、これから期待してるぜ。無理せず頑張んな。俺は冒険者ギルド、ギムル支部のギルドマスターをやってるウォーガンだ、よろしくな」

　この男、ギルドマスターだったのか!?

「よろしくお願いします。ギルドマスターだったんですね」

「あぁ？　そりゃお前さん」

　ギルドマスターは横目でチラリと付き添いの５人を見てこう言った。

「何でか知らねぇが、公爵家の人間が揃そろって付き添ってる奴を下手な奴に任せられるかよ」

　確かに……正論だ。

「ごもっともです」

「つか、本当に何で公爵家総出で付き添われてんだよ」

「森での狩りの最中に偶ぐう然ぜんご当主のラインハルト様と出会いまして、その２週間後に旅に誘さそわれたので付いて来ました」

「どんな状じよう況きようだよそりゃ……」

「お話中失礼いたします。試験は終わったようですが、結果を教えていただけませんか？」

　俺たちの話に割って入ったのはセバスさん。よく見ればお嬢じよう様さまも緊張して結果発表を待っているようだ。

「失礼しました。彼は文句なく合格、受注制限はかけない事に決定します。実力的に問題は無さそうですから」

「そうでしたか、おめでとうございます、リョウマ様」

「おめでとうございます、リョウマさん！」

　お嬢様が駆かけ寄ってきて俺の腕を取り、踊おどるようにぐるぐる回る。お嬢様は喜びを全身で表すな……しかし、こうも喜んでくれると俺も嬉しくなる。

「お嬢様、リョウマ様をお離し下さい。リョウマ様にはまだ手続きが残っておりますので」

「はっ！　そうでしたわね……」

「ありがとうございます、セバスさん」

　それから俺は別室……というかギルドマスターの執務室に通されて俺は冒険者ギルドへの登録をした。

「さて、さっきも言ったがリョウマ。お前さんに制限はかけないことがこのギルドカードに記載されている。これでお前さんのランクと同ランクの依頼は好きなように受けられるが、その分、気をつけて仕事に行けよ」

「はい、頑張ります」

「実力的にはＥランクくらいから始めさせても良いんだが……いきなりやりすぎると周りの連中から反感を買うかもしれん。Ｇからコツコツやって実力を示していってくれ、お前なら真ま面じ目めに働きゃすぐ上がるだろ」

「お心遣い、ありがとうございます」

　俺が頭を下げると、ウォーガンさんが片手を振って止める。

「あーやめろやめろ、俺には丁てい寧ねいな言葉なんて使わなくていい。めんどくせぇ。にしてもお前さん、誰に弓を教わったんだ？　エルフか？」

「祖父です、けど、エルフじゃなくてドワーフです」

「ドワーフか……弓を使うドワーフは珍めずらしいが、あいつらは手先が器用な種族だからな。エルフ程ほど多くはなくても弓の名手も居るか……まあいい。これで登録は終わりだ、あとはこいつを持って行きな」

　ギルドマスターは１つの封筒を俺に差し出だしてくる。

「何ですか？　これは」

「俺の知り合いの鍛冶かじ屋やへの紹介状だ。俺がナイフを弾はじいたあとの行動からすると槍も使えるんだろ？　そこは他所よそから仕入れた物も置いてるから、品揃えもいい。そこで自分に見合った武器を探しな。防具も専門じゃねぇが中々のモンが置いてある。下手な店で買うよりは良いぜ」

　これは素す直なおにありがたい。

「ありがとうございます。新しい武器が必要になったら行かせて貰います」

　礼を言ってギルドマスターの部屋を出る。

　そして今日は暗くなってきていたので別室で待っていた５人と共に宿に帰り、そこで１つ思い出した。

「そうだセバスさん、この宿でも神像用の石材は手に入るでしょうか？」

「ええ、手に入りますよ。また作られるのですか？」

「実は今日の洗礼で今まで全く祈った事がない神様からの加護を頂いていまして……その方の像を作ろうと」

「なるほど……差さし支つかえなければどなたの加護か教えて頂けますかな？」

「はい、酒の神テクンの加護、とステータスボードには出ています」

「酒の神テクン様ですか……人間に加護が与えられるのは珍しいですな。テクン様は酒の神であらせられるとともに、技術と職人の神。基本的にドワーフが崇あがめる神ですからね。何か心当たりはございませんか？」

「僕を拾ってくれた祖父はドワーフでした。あと、祖父の手伝いで鍛冶仕事を少し」

　ガイン達たちと話して決めた言い訳で、セバスさんはすんなり納なつ得とくしたようだ。

「なるほど、それが理由でしょうな。おそらくその頃に何らかのきっかけで、リョウマ様はテクン様に気に入られたのです。しかし、何故なぜ技工神の加護ではないのかが少々気になりますが……」

「技工神の加護、ですか？」

「テクン様が与える加護には技工神の加護と酒の神の加護の２種類がありまして、加護の効果が違うのですよ。技工神の加護は鍛冶などの上達が早まり、良い作品を生み出せるようになると聞きます。

　酒の神の加護はどれほど酒を飲んでも泥でい酔すいせず、二ふつ日か酔よいにならないそうです。それから良い酒とめぐり合い、手に入る機会が増えますね。これは羨うらやましがられますが、特に知られても問題のない加護です」

「そうなんですか」

「話がそれましたが、テクン様の像を作るならこちらの石材の方がよろしいでしょう」

　そう言ってセバスさんがアイテムボックスから取り出したのは、俺が土ど砂しや崩くずれの土ど砂しやで作った石材だった。

「これ……」

「リョウマ様がお作りになった石材です。街ではお金も必要になりますし、大きさは一定で大量にありましたので。街で売ってリョウマ様の生活資金の足しにできるよう持って来ておりました。リョウマ様は私やお館やかた様さま達からの援助は遠えん慮りよなさると思いましたから」

「わざわざ、ありがとうございます」

「いえいえ。それで石像の件ですが、テクン様は無む駄だに豪ごう華かな物を嫌きらうと言われています。テクン様の像は心を込めた精せい巧こうな像を作るのが最も良いと言われていますね。あとは石像の前にお酒をお供そなえするのが良いそうです。テクン様の絵は石材と同じように購入できますし、宿ですからお酒も買えますよ」

「では、それを買いたいと思います」

　俺はセバスさんと宿の従業員の所へ行き、その件を伝えると、ついさっきケロミの涙なみだという滅めつ多たに手に入らない高級酒が入荷したと伝えられた。

　酒の価値が分からないので供え物用の瓶びん３本だけ購入したが、セバスさんが目の色を変えて樽たるで２つ購入していた。なんでもラインバッハ様の大好きな銘めい柄がらのお酒だったらしいが、年に限られた量しか作れないため非常に手に入りにくいのだそうだ。

　これもリョウマ様の得た加護のおかげです、と凄い笑え顔がおでお礼を言ってきた。ラインバッハ様だけでなく、セバスさんも好きなんじゃないか……？

　その後は部屋に帰り、石像を作ってお酒を供えた後、食事やクリーナースライム浴をして就しゆう寝しん。こうしてギムルの街での１日目が終わった。







１章14話　街での初仕事







　翌日




　今日は１人で冒険者ギルドにやってきた。

　朝食の席で公爵家の皆みなさんは今日、役所で代官に会わなければならないと伝えられ、俺は単独行動する事になった。奥おく様さまは１人で街を歩くのが嫌なら宿に居てもいいと言ってくれたが、せっかくギルドに登録したので、初めての依い頼らいを受けることにしたのだ。

　まずは無難に薬草採取か？

　森で使っていた特製の籠かご付き背負しよい子こ（スライム入り）を背負いなおし、依頼が貼はり出されている掲けい示じ板ばんからＧランクの依頼を見てみる。すると薬草採取の他にも掃そう除じや引越しの手伝い等、豊富な内容の依頼があってなかなか面白い。

　初めは薬草採取にしようかと思っていたが、薬草は採ってくればその時に受けられるらしい。ならこれはいつか他の依頼の帰りにでも採取してこよう。ということで薬草採取以外の依頼を探していたら、沢たく山さんの依頼書の中でも一ひと際きわ目立つように貼られた２枚の依頼書が目に付いた。

　内容は家の掃除と街の共同トイレの掃除。家はともかく共同トイレはスカベンジャースライムと前に編み出した魔法で何とかなりそうだ。受付で詳しよう細さいを聞いてみるか。

「すみません、少しお聞きしたいのですが」

「いらっしゃい、なにが聞きたいのかしら？」

「あそこに貼られている２件の依頼ですが、詳細を聞かせてもらえませんか？」

「どれどれ……ああ、あの依頼ね。どっちもかなり依頼が出てから時間が経たっている依頼よ。内容的にはただの掃除だけど、臭くさくて汚きたないから誰だれもやりたがらないの。それに、広さがね……」

「広いんですか？」

「とっても、ね。まずこっちの家の掃除なんだけど、この依頼人の家の隣となりがゴミ捨て場だったの。依頼人も不快だったけど、安かったから我が慢まんしてその家を買ったのね。

　でも買った数ヵか月げつ後にゴミ捨て場と家を隔へだてる地下室の壁が崩れて、ゴミが地下室に流れ込んじゃったのよ。それで家中に臭においがこもっているからどうにかしてくれって事。掃除をしても壁を直さなきゃどんどんゴミが入ってくるし、壁を直すにはゴミをどうにかしなきゃいけなくて堂どう々どう巡めぐりなの。

　こっちの共同トイレは本来役所がスラムの人達を雇やとっていたはずだけど、どうも報ほう酬しゆうの支払いに問題があって、スラムの人が断っちゃったの。それで汲くみ取とり作業をする人がいなくなって、もう３ヵ月は放置されているわ。悪あく臭しゆうで苦情が絶えないからギルドに回ってきたのね」

　優しく説明してくれたが、内容は酷ひどい……いや、酷いの一言じゃ言い表せない。

「苦情以前に病気とかが心配なんですけど……２件とも……」

「あら、よく知っているわね。えらいわ～。そうなのよ。不潔な場所には病びよう魔まが巣くう、疫えき病びようが流行はやり易くなる、なんて言うからね。だから何とかして欲ほしいんだけど、誰も依頼を受けてくれないし……」

「具体的な広さはどれくらいでしょうか？」

「家が２００平方ｍ位の地下室で、共同トイレは横よこ幅はば７ｍ、入り口から奥まで２kmの汲み取り槽そうが30本よ。共同トイレの方は１本ごとの受注ね」

「ゴミの内容は？　共同トイレの方は聞かなくてもわかりますが」

「家の方は家庭で出る生ゴミが大半、あとは木材の端は材ざいとかだけよ」

　それならスカベンジャーに食べさせられる。

「そうですか……では家の方の依頼を受けさせて貰もらえますか？」

「え!?　受けてくれるの!?」

「ええ、少々都合よく掃除に使える魔法がありまして。魔ま力りよくが多めに必要なのであまり使い手はいないそうですがね」

「そうなんだ～、じゃあギルドカードを出して。期限はないけど途中で放ほうり出したら罰ばつ金きんだよ」

「承知しました」

　本当に受ける人がいないからか、それとも単にこの受付嬢さんが仕事熱心なのか。速やかに用意を整えた彼かの女じよに言われた通りギルドカードを預け、手続きを済ませて依頼主の家に向かう。




　依頼主の家はギムルの街の東部、住宅街の中でも安い家が立ち並ぶ地区にあった。周辺の建物はおおむね古め。目的の家もレンガ造りのボロ屋だ。

　家の扉とびらをノックする。……出てこないな……もう一度ノック…………まだ出てこない…………留守か？　…………もう一度ノックして今度は声ででも呼びかける。

「すみませーん！　冒険者ギルドから掃除の依頼を受けてやってきましたー！」

　そう声を上げた瞬しゆん間かん、中から激しく誰かが走るような足音と木の軋きしむ音が響き、勢いよく扉が開いた。

「掃除に来たというのは本当かにゃ!?」

「！」

　出てきたのは頭に猫ねこ耳みみ、腰こしにしっぽのついた猫ねこ人じん族ぞくの女性。知識では知っていたし姿だけならギルドでもチラっと見えた、けど現実に交流するのは初めての〝獣じゆう人じん族ぞく〟だ。少々喜びで気分が高こう揚ようしかけたが……残念ながら、俺の獣人との初交流は凄まじい生ゴミの臭いとともにやって来た……しかしこれも立派な客商売、元日本人として笑顔は崩さん！

「はい、冒険者ギルドから派遣されたリョウマ・タケバヤシと申します。依頼者の方でよろしいですか？」

「そうだにゃ！　本当に掃除に来てくれたんだにゃ！　もう諦あきらめかけてたにゃ～！」

「では、依頼書の確かく認にんをお願いします」

「うん、うんっ！　間ま違ちがいないにゃ！　アタシは依頼主のミーヤだにゃ！　来てくれて本当にありがとうにゃ！」

「お礼は仕事を終えてからにしてください」

「……うっ、うにゃあぁぁ！」

　泣いた!?

　普ふ通つうの対処を心がけていたのだが、何度も依頼書を見直していたミーヤさんがいきなり泣き出してしまった。……っちょ、どうすれば良いんだ？

「ちょ、ちょおっと！　落ち着いて下さい、ね？」

「ごめんにゃさい……嬉しくて……今まで来た冒険者は皆ここに来るとものすごく嫌そうで、文句タラタラで……皆みな途と中ちゆうで帰っちゃうんだにゃ～……酷いときには玄関先の臭においにも耐たえきれず帰る子もいて……君みたいにやる気を出して来てくれた子は初めてにゃ……」

　いや、そこは我慢しようよ今までの冒険者さん。病気とかならともかくね？　玄関先はないでしょ……

「では早速作業に入りたいのですが、作業は地下ですね？」

「そうだにゃ。でも、どうする気なのかにゃ？」

「ゴミの種類は生ゴミや木材の端材だと聞きました。それなら都合のいい魔法があるんです」

「そうなのかにゃ？」

「ええ、魔力の消費が大きいので使い手の少ない魔法ですが、あるんです。それに、僕の従魔も居ますから」
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「君は従じゆう魔ま術じゆつ師しだったのにゃ？　……まぁ綺き麗れいにしてくれるなら何でもいいにゃ。早速お願いするのにゃ」

「かしこまりました。念のため聞きますが、地下にはミーヤさんに必要な物はありますか？」

「にゃいにゃ、元々地下は物置にも使ってにゃかったからにゃ。たとえあったとしても、あんなゴミに埋うもれた物はもう捨ててしまうにゃ」

　まぁ、よほど大切な物でなければ長期間生ゴミに埋もれた物は捨てるか。なら好都合だ。

「それならだいぶ早く済みそうです。地下室の物は完全に処理、でよろしいですね？」

「それでいいにゃ。頼むにゃ」

「では作業に入らせてもらいます。地下への入口は何処どこでしょうか？」

「こっちだにゃ」

　ミーヤさんに案内されて、地下へと続く階段にたどり着く。降りてみると突き当たりに扉があり、開けると中には大量のゴミにハエなどがわんさか群がっている光景。そのまま扉を閉め、背負子から出したヒュージスカベンジャースライムを扉の中に投入。

　もう一度扉を閉めてからスライムに分ぶん離りするよう念じると、大量のスライムは部屋を天井付近まで埋うめ尽くしたようだ。少し悪臭を発生させるとスライムにハエなどが集まり、即座に捕ほ食しよくされていく様子が伝わってくる。……スカベンジャースライム的には美味うまいらしい。

　そこからはただ只管ひたすらスカベンジャースライム達に生ゴミを食べてもらうだけの作業になるが、傍はたから見たら俺はサボっているように見えるので隠いん蔽ぺいの結界で姿を隠かくしておく。気分的に。

　そうして待つこと大体20分。スカベンジャースライム達が地下室の床ゆかまで到達したことが伝わってきて、ようやく俺自身が中へ入る。

　最初よりはだいぶマシになったけど、やっぱり臭いな……それに、ギルドで聞いた通りだ。壁の一部に開いた穴から新しいゴミが崩れて入ってきている。

　どうやらこの家は坂の下に建っていて、その上にゴミ捨て場があるという、ゴミが坂を滑すべり落ちるのをこの家で抑おさえているような状態になっているようだ。誰だよこんな場所に家建てたの……しかもゴミを埋めるために一度掘ほり返されたのか、壁の向こうは地じ盤ばんがゆるそう。でも、まぁこれならゴミが尽きるまで食べてもらえば改善できそうだ。

「ミーヤさん」

「あー……にゃにかにゃ？」

「地下に入ってくるゴミの元って、家から出て左ですよね？」

「ゴミ捨て場は、そうにゃ」

「新しいゴミが中に入らないようにしたいので、ちょっとゴミ捨て場に行ってきます。何かあったら声をかけてください」

　依頼主に一言伝えてから外に出て、今度はゴミ捨て場にスライムを配置。

「…………」

「スライムだー」

「ええ、そうね……」

　……通りすがりの親子の母親に訝いぶかしげな目を向けられた。念のためここでも隠蔽結界を張っておこう。従魔術師が一いつ緒しよで魔ま獣じゆうがスライムなら法的には問題ないけど、嫌けん悪お感かんを抱く人も居るかもしれない。

　ちなみに隠蔽結界は闇やみ属性の魔力を使用する結界魔法で、傍そばに近づく生物に結界内部の存在を気づきにくくさせる効果があり、引っかかると曲がるべき曲がり道をうっかり素す通どおりしたような感覚を覚える。

　そういえば、習得したばかりの頃ころは自分で張った結界に騙だまされて家の前を何度も通り過ぎたっけ……

　そんな事を考えながらスライムの手助けをしつつ過ごすと、結界を張ってから１時間程でゴミ捨て場のゴミは食べ尽くされた。

　……こいつらの体って、どうなっているんだろう？　別にスライムは大食いじゃない、むしろ燃費はいいのに食事は与あたえたら与えただけ食べる。

　……まぁ、何はともあれゴミは無くなった。しかし壁はまだ汚よごれているのでここからが俺の出番。また地下室へ戻り、スカベンジャーとクリーナースライムに指示。消しよう臭しゆう液えきを地下室中と外の壁に噴ふん射しやしてもらい、臭いを消してから壁の汚れを水で洗い流す。

「『ミストウォッシュ』」

　水魔法により生まれた水が一度圧縮され、霧きり状になって汚れを削そぎ落としていく。

　これは森で魔法の研究をしていたとき、高圧水切断機を再現した『ウォーターカッター』を作ろうとして失敗したものの、的用の岩から汚れが落ちたのを見て、これはこれで掃除用の魔法として使えるからと確立させた魔法。

　頑がん固こな汚れもよく落とすが、使っている間は常に魔力を消費するので部屋一つ掃除するにも多くの魔力を使う。魔力をつぎ込み続ければずっと使い続けられるという利点もあるが、魔力が多い人じゃないと使いづらい魔法だろう。

「よし、これでいい」

　壁の汚れを一通り落とし終わった。洗浄後に残った汚い水もスカベンジャースライムに飲んでもらったので問題なし。しかし部屋が綺麗になってくると今度は壁の穴が気になる。……このままでは無用心だし、適当に塞ふさいでおこう。

『クリエイト・ブロック』で外の土からレンガ大の石材を作成。同じく『クリエイト・ブロック』で壁の穴を四角く整える。スティッキースライムの粘ねん着ちやく硬こう化か液えきをセメントがわりに組んで穴を埋めていけば……スライム達の手助けもあり、作業は約20分で終わった。

　俺にできることは全すべて終わったのでクリーナースライムに全身を綺麗にして貰い、スライム達を背負子に入れてミーヤさんの所へ。

「ミーヤさん」

「にゃっ!?　来た時とおなじ格好で……ど、どうしたにゃ……？　まさか、もうやめるなんて……」

「……確かにやめますね。だって、終わりましたから」

「…………にゃ？　え、どゆこと？」

　言葉より見せたほうが早いか。

　頭にクエスチョンマークを浮うかべているように見えたミーヤさんを連れて、地下室へ。するとミーヤさんは綺麗になった地下室を見て、顎あごが外れんばかりに口を開けていた。

「にゃ……にゃにをしたのにゃ!?」

「掃除です」

「すごいにゃ！　本当にきれいににゃってるにゃ！　どんどんゴミが入ってくるから今まで皆みな諦あきらめたのに！　そう言えば穴も塞がってるにゃ!?」

「また捨てられたゴミが入ってきてはいけないので、土つち魔ま法ほうで作った石材で塞がせて頂きました。少々周りの石材との違いが目立ちますし、見苦しいようでしたら取り除きますが……」

「必要にゃいにゃ！　アタシは気にしにゃいし、元から掃除ができたら大工を呼んで塞ぐつもりだったのにゃ。だから見苦しいどころかむしろありがたいのにゃ」

「そうですか、ではそういう事で……依頼は達成でよろしいですか？」

「勿もち論ろんだにゃ。これだけ早く綺麗にしてくれて、壁かべまで直してくれたんだから報酬増額するにゃ！」

「ありがとうございます」

　ミーヤさんは笑顔で依頼書の達成確認の欄にサインをしてくれた。これで依頼は達成。もうここですべき事はなにもなく、あとはサイン入りの依頼書を受付に持っていけば報酬が支払われる。

　俺はミーヤさんからの感謝の言葉に見送られ、問題なく初めての依頼をこなせた達成感と、この世界の街でも働いていけるという安心感を覚えつつ、軽い足取りでギルドへと向かった。







１章15話　良い仕事から次の仕事へ







　ギルドに戻もどってみると、依頼の説明と受注をしてくれた受付嬢の女性がまだ受付をしていた。

「すみません」

「あら、君は朝の……」

「依頼の達成報告に来ました」

「え？　達成？　受けてから３時間もかかってないけど、放ほう棄きじゃなくて？」

「達成ですよ」

　証しよう拠ことして依頼書を提出する。

「……本当ね、依頼達成になっているわ。それに報酬の増額まで……あなた凄すごいわね、この依頼は難しい作業では無いけれど、臭いはキツイし穴から流れ込むゴミで心が折れる人が続出したのに」

「都合よく使える魔法があったからです」

「そうだったわね、お疲つかれ様さま。依頼達成の報告完かん了りようで…………はい、報酬の中銀貨30枚よ」

　受け皿に載のせた銀貨を受付嬢さんは俺の前に持ってきた。

　ん？　依頼書に書かれていた額より随ずい分ぶん多いな……

「報酬増額とは聞きましたけど、多過ぎませんか？」

「人が来なくなった頃から、依頼主のミーヤさんがなんとか請うけて貰おうと報酬を上げていたの。おまけに君には報酬増額の指示まであるからこの額でいいのよ」

「そうですか、わかりました」

「それとあなたが戻ったら部屋に呼ぶように、ってギルドマスターに言われてるから、ついてきてくれる？」

「ギルドマスターがですか？」

　その質問に答えたのは目の前の女性ではなく、隣のカウンターで手続きをしていた男性だった。

「心配すんな、別に大したこっちゃねぇよ。いつもの事さ」

「どういう事でしょうか？　あ……僕ぼくはリョウマ・タケバヤシです」

「俺はジェフ・グランジュだ。あのおっさんはおせっかい焼きでな、新人やお前みたいな13歳さい以下の冒ぼう険けん者しやにはマメに声かけて手助けしてるのさ。俺も新人時代は世話になった。ツラはそんじょそこらの盗とう賊ぞく以上に盗賊らしいが、怖こわがる必要ねぇよ」

「そうでしたか、ありがとうございます」

「いいってことよ」

　その直後、俺たちにカウンターの奥おくから声がかかる。

「その通りだ、そいつに礼はいらんぞ」

「あっ、ギルドマスター」

「げぇっ！　おっさん」

「人の顔見てげぇっ！　はねぇだろ……それと誰の面つらが盗賊より盗賊面だコラァ！」

「おっさんの面は誰が見ても盗賊面だろうがよ！」

「うっせぇ！　顔がゴツイのは仕方ねぇだろうが！　だが盗賊みてぇにあくどい顔はしてねぇぞ！」

「夜暗い所で女子供に会ったら叫さけんで逃にげられるだろ……」

「ぐっ……この街の連中なら問題ねぇ」

「そりゃもう皆慣れたからだっつーの!!」

「ぐふぅっ！　……もういい……リョウマ、ついてこい」

　ジェフさんの言葉に傷ついたギルドマスターが胸を押おさえ、奥に戻りながら俺を呼ぶ。俺はジェフさんと受付嬢さんに一言挨あい拶さつをしてギルドマスターを追った。通されたのは昨日も来たギルドマスター室だ。

「適当なとこに座れ。ってか、その籠なんだ？　滅め茶ちや苦く茶ちや目立つんだが」

「失礼します。この籠の中には僕の従魔を入れています」

「お前さん従魔術師だったのか？　てっきり狩人かりゆうどか何かだと思ってたぜ」

「従魔はスライムだけですし、従魔術師としては見習いですよ。従魔術を使える狩人ですね。スティッキースライムを組み合わせた罠わなやポイズンスライムの毒を矢に塗ぬって使います」

　それを聞くとギルドマスターはニヤリと笑う。

「……お前さん、なかなかえげつない組み合わせをするじゃないか」

「そう思います？　所しよ詮せんスライムですよ？」

「自分でやってるんだからよく分かってるだろうが。ただのスライムならまだしも、上位種は侮あなどれねぇよ。

　多くの冒険者はただのスライムと上位種を一緒くたにして弱いと思ってるが……まぁ、実際大半のスライムは上位種でも弱いが、アシッドスライムの酸を喰くらえば装備が悪くなる。連戦になれば帰る頃には新品がボロボロになりかねん。毒を喰らえば命もやばい、スティッキースライムはめんどくせぇし、動けねぇ時に別の魔獣が来たらまず命がねぇ。

　そういうスライムと戦って痛い目を見た冒険者なら、弱いだけとは思ってねぇさ。もし痛い目を見てもたまたまだ、なんて思ってるやつがいたら、そいつはほかの何処どこかで同じ事やって……そのまま上に行ったら長生きはできねぇ。そういう商売だ」

「なるほど……それなら冒険者ギルドは働きやすそうですね。実はテイマーギルドにはスライムを使っていると無能と判定される風潮があるみたいで」

「その話は向こうのギルドマスターの爺じいさんから何度か聞いたことがあるな。お前さんそれでここに来たのか」

「ええ。スライムは力仕事には向きませんし、こちらで力仕事以外の仕事を探しに来たんです」

　説明すると、ウォーガンさんは納得した様子で何度か頷うなずく。

「なるほどなぁ……っと、仕事の話だ。今日お前さんが早さつ速そく仕事を請けたって聞いたんだが、上手うまくやれたみたいだな？」

「はい、依頼者には満足して貰えました。報酬増額もして貰えましたし」

「ほー、初仕事でそれは上々だ。掃除としか聞いてねぇんだが、何の仕事を受けたんだ？」

「ミーヤさんという依頼人の家の掃除です」

　それを聞いたギルドマスターが目を丸くする。

「お前さん、あいつの家の掃除をしたのか？」

「知っているんですか？」

「そりゃ、ミーヤもこの街に住む冒険者だからな。ギルドにはよく来るし顔も合わせるぞ」

「そうでしたか」

「しかし……その依頼を達成したってことは、掃除できたんだよな？」

「はい」

「あの家を掃除できる奴やつが居るとは思わなかったぜ……で、どうやった？」

「ちょうどいい魔法を知っていたんですよ。魔力を多く使いますから使いにくくて、あまり一いつ般ぱんには知られていないそうですが」

「ほーう？　なら、次に１つ受けて欲しい依頼があるんだが……」

　もしかして……

「街の共同トイレの掃除依頼ですか？」

「なんだ、知ってたのか？」

「ええ、今日依頼を受ける前、どっちにするか迷っていたんです」

「なら話がはええ。役所が清掃依頼はギルドに出した、清掃されてないのはギルドのせいだとか住民に言いやがってよ。苦情がこっちに来てるんだ。元はといえば役所がスラムの連中に金を出し渋しぶったのが原因だっつーのによ」

「それ、受付嬢さんからも聞きましたが本当ですか？」

「ああ、確かだぜ。ここ数年で街の収入が減っているのは知ってるか？」

「確か鉱山から鉄鉱石の採さい掘くつ量りようが落ちているとか」

「そうだ、それで役所が色々と費用を抑えようとしたが……主に街の管理費を削けずりやがるからしわ寄せが街の人間に来てんだよ」

　その中で最も大きく割を食っているのがスラムの人達らしい。

　これまで役所は段々と雇こ用よう人数を減らす事で人件費を抑えていたが、それだと人手が足りなくなる。そして手が回らないのをいい事に、仕事が終わっていないのは真面目に働いていないからだと難なん癖くせをつけて報酬を出し渋るか強引に値切る。

　住民からの苦情が出始めてからは、改善のために大勢雇やとうことにしたらしい。しかしその際、〝スラムの人間は真面目に働かない〟と偏へん見けんとも言える理由を付け、だいぶ安い額を提示したため、最終的にスラムの人は誰も引き受けなくなったそうだ。

「いくら金に困っていても、割にあわなきゃスラムの奴らも働かねぇ。別にあいつらも大金を払えって言っている訳じゃねぇんだ。ただ……あいつらはギリギリの生活しかできてねぇから、病気に罹かかると治ち療りようが生活の負担になる。タダ同然の額ではリスクの方が大きいんだよ」

　なるほどなぁ……そりゃ仕方ないわ。

「わかりました、準備をして早いうちに受けます。早ければ明日にでも」

「助かるぜ、頼たのむ。報酬ははずむからよ」

「よろしくお願いします」

　ついでにラインハルトさんたちにも話してみよう。一番強い権限を持ってるのは彼かれらだし、それにあの人たちなら今日俺おれが何したかを聞いてくる。この事を知れば何かしらの対応はするだろう。

「……お前さん、何考えてんだ？」

　顔に出てたか？

「いえ、僕は今日単独行動でしたので、昨日僕の登録に付き添ってくれた人達が今日あったことをいろいろ聞いてくるな～と思いまして」

　それを聞いたギルドマスターがまたニヤリと笑う。

　……そういう顔されると、ジェフさんの言ったとおり確かに盗賊みたいな顔だと思ってしまうな……

「お前さん、いい性格してんなぁ。……で、動いてくれると思うか？」

「知りさえすれば動いてくれると思いますよ」

「根こん拠きよは？」

「根拠ってほどでもないですが……僕は孤こ児じでして、行き場がなくて森に住んでいた所を少し前に偶ぐう然ぜん皆みな様さまと出会いました。それからあれこれと世話を焼いてくれているんです。見ず知らずの僕をですよ？

　僕ひとりならともかく、スラム街の全員ともなると一人一人僕のような扱あつかいはできないでしょう。ですが現状を知って何も感じないような方々ではないと思います」

「……そうか。期待しとくぜ」

「はい。……それではそろそろ僕はお暇いとましても？　明日からの準備を整えたいので」

「おう、そっちは任せた。お前さんが来たらすぐに例の仕事を優先的に回すように言っとく。誰も受けねぇから優先も何もねぇがな」

「ですね」

　そんな事で笑いあい、俺はギルドから宿に帰る。その途と中ちゆうで洋服用の布と裁さい縫ほう道具を買える店を探して安い布と裁縫道具を１セット。さらに糸巻きを購こう入にゆうした。







１章16話　より良い仕事をするために







　宿の一室に買った物を並べて、作業を始める。

　まずは布の表面にスティッキースライムの粘ねん着ちやく液えきを塗りつけ、風を吹かせるだけの『ブリーズ』と火を出す『ファイア』を組み合わせた魔法、『ドライヤー』で乾かわかして防水布を大量生産。

『ドライヤー』のコントロールに失敗すると、風が火を煽あおって猛もう烈れつな勢いで噴出する炎ほのおが生まれたことがある。それはそれで『フレイムスロウワー』と名づけ、火炎放射を行う攻こう撃げき魔ま法ほうとして使えるようにしたが、ここでやったらシャレにならないので注意が必要。

　そう気をつけていたらこれだけで昼過ぎまでかかった。同じ属性なら楽なのに、違ちがう属性の魔法を組み合わせるのって制せい御ぎよが難しいんだよなぁ……まぁそれは今言ってもしょうがない。次はスティッキースライムに糸を吐はいて貰い、糸巻きに巻き取っていく。

　スティッキースライムの糸は粘着液と硬こう化か液えきの割合で強度が変わるので目的に合わせて割合を変えてもらうと使いやすい。

　例えば粘着液と硬化液の割合が７：３なら柔らかく綺麗な裁縫に使える糸になるし、６：４なら丈夫な糸ができる。５：５なら罠に使える柔じゆう軟なん性せいと人や獣が引っかかれば糸が切れる程度の強度を持ち、４：６だと人や動物を絞しめ殺せる高い強度を持つ糸になる。

　森で糸の強度を調べた時は４：６の糸を木の間に複数張り、そこにブラックベアーをおびき寄せたら糸はブラックベアーの衝しよう突とつに一度だけ耐え、ぶつかったブラックベアーの体には糸で小さな切り傷がついていた。

　その時はこれ使い方によってはかなり危険な罠になったんじゃないか？　と思って慌あわてて封ふう印いんした。以来、ゴブリン等の大量発生する魔物が出た場合以外はほぼ使っていない。

　例外として、森の木でなんとなく前世を思い出だして作ってみたギターの弦げんとして太さを調節して使っているくらいだ。強度はあるが触ふれただけで指が切れるような鋭するどい糸ではなかったので、今後も探していけばまだ安全な使い道もあるだろう。

　単純な作業をしていると思い出が湧わき上がってくるな……っと、６：４の糸の巻き取りが終わった。次は防水布の裁断。丁てい寧ねいに、複数のパーツ毎ごとに分けて切り出していく。

　俺が作りたいのは前世のツナギのような作業着と胴どう付つき長なが靴ぐつもどきだ。明日からは汲み取り式の便所掃除だから、作業の殆ほとんどをスカベンジャースライムに任せるとしても、クリーナースライムで体を清潔にできるとしても、普ふ段だん着ぎで行きたくはない。事前に準備ができるならしておくべきだろう。

　こうして胴付長靴もどきを作り終えた所で部屋の扉がノックされた。

「リョウマ様、お帰りになっていると聞きましたが、いらっしゃいますか？」

　セバスさんだったので急いで扉を開ける。

「いますよ」

「問題などはございませんでしたか？」

「特には」

「そうですか。宿の従業員に聞いた所、リョウマ様が朝出かけ、昼前に戻ってきて以来昼食も食べに来ず部屋に篭こもっていると聞きまして……」

　ああ……そう言えば食べてなかった。

「すみません、ちょっと作業に熱中していたので……心配をかけましたか？」

「よろしければ、皆みな様さまにお顔をお見せください。特にお嬢じよう様さまと奥おく様さまに。作業というのがそちらの裁縫でしたら奥おく様さま達たちの部屋でもできますし、メイド２人にも手伝わせましょう」

　どのみち話をしに行こうとは思っていたのでちょうどいい。俺は道具と布をアイテムボックスに放り込み、スライムを連れて公こう爵しやく家の部屋に向かう。




　セバスさんに連れられて俺が部屋に着くと、すぐに奥様とお嬢様が詰つめよってきた。

「ご無事ですか!?　何かありましたの!?」

「リョウマ君！　大だい丈じよう夫ぶ？　怪我けがはない？」

「これこれ、２人とも落ち着かぬか」

「そんなに詰め寄ってはリョウマ君が喋しやべれないよ」

　ラインハルトさんとラインバッハ様の言葉で２人は離はなれてくれた。

「ええと……ご心配をおかけしました。特に問題があった訳ではありません。少々作業に熱が入って、食事を忘れただけですので」

「そう、よかったわ～」

「もう、何かあったかと思いましたよ」

「ほっほっほ、何もないならいいんじゃ」

「作業とは何を？」

「裁縫です。清掃作業用の服を作っていました」

　アイテムボックスから道具を取り出して見せる。

「ふむ……どうやらこれも全部あの防水加工がしてあるようだね？」

「はい、その作業に帰って来てから昼過ぎまでかかりました。その後から今までは服の仕立てをしていて」

「何故なぜ突とつ然ぜんそんな服を作り始めたんじゃ？」

　今日あったことを説明する。作業しながらで構わないと言われたので作業をしながら。

「――という訳で清掃作業の依頼を請ける事になりました。疫病が流行っても困りますので、なるべく早くに作業に入りたいと思って急いでいました」

「むぅ……」

「理由は分かった。こちらとしてもありがたいよ。しかし、この街の役所がそんな事をね……セバス」

「はい」

「街に出て情報を集めてくれ、本当に今の話のような事を役所がやっていたのかどうか。もし本当にやっていたのなら、街の管理費は例年より減っているはず。だが、今日報告された内容では変わりない。横領に手を染めている者がいる可能性が出てきた」

「かしこまりました」

　セバスさんが速やかに部屋を出ていく。

「リョウマ君、ありがとう。おかげで隠されていた犯罪を見つけられるかもしれない」

「うむ。ただの横領も許せんが、街と住民のために使うべき金を横領し、住民の生活を害しているなど許しがたい。そもそもスラムの住人に支払う金は何十年も前から決めておる。それを値切るなど許さん！　儂わしの苦労を無む駄だにしおって……」

　ラインバッハ様の苦労？

「共同トイレの設営とスラムの住民の清掃作業員としての雇用は、ジャミール領の疫病対策とスラム街の住民救済のため、お義父とう様さまが施策した公共事業なのよ」

「昔のことじゃが、各街の代官に通達して施設の設営に当たらせた。スラムの者が雇うという言葉を信じられない場合は周りの制止を振ふり切って、スラム街の元もと締じめの所に足を運んで交こう渉しようした事もある。そして全ての街の工事と雇用を完成させるのにどれだけの時間をかけたことか。その苦労を無駄にされていると思うと、悔くやしくてしょうがないわぃ……」

　そう話すラインバッハ様の顔は本当に悲しそうだ。もしかすると何か仕事というだけではない思い入れがあるのかもしれない……

「とにかく、これが本当なら絶対に許せない事なんだよ。ほかの誰だれが許しても、ジャミール家は許さない」

「リョウマ君には本当に感謝する、儂らがこの街にいるうちに情報を掴めて良かった。少なくとも何かがおかしいのは確実じゃ。儂の推おし進めた事業がその通りに進んでいるのなら、その依頼が出ている訳が無いからのぅ」

「どういたしまして」

「うむ、その服の製作はメイドにも手伝わせよう。アローネ、リリアン、手伝ってあげなさい」

「「かしこまりました」」

　メイドさん２人がサポートに入ってくれることになったので、作業内容を分けた。リリアンさんに手て袋ぶくろ、アローネさんにツナギ、俺が色々と使う事になる紐ひもを編むことになったのだが……

「リョウマ様、この糸は何の糸でしょう？　これほど丈夫な糸でここまで細く滑なめらかで綺麗な糸は見たことがありません」

「ああ、それ、スティッキースライムの糸です」

「スライムは糸を吐くのですか？」

「スティッキースライムだけです。それもおそらく僕のスティッキースライムだけです。何かに使えないかとスライムの粘着液と硬化液を混ぜてみたら糸状に加工できたので、スライムにもできるか試ためさせたらできるようになりました。森で服を作るときは重宝しましたよ」

　ビッグスティッキースライムを呼び、糸を吐かせる。

「このように。さらに体内で混ぜ合わせる２種の液の割合で糸の強度が変わりますね」

　そして色々な太さの糸を吐かせて見せたら、アローネさんとリリアンさんが糸を売ってくれと言い出した。

「そんな、お世話になってますし、こんなもので宜よろしければいくらでも差し上げますよ」

　俺がそう言うと２人は大喜びしていた。なんでもこの糸、今まで長年公爵家に仕え続け、服の仕立てを何度も行ってきたアローネさんでも見た事のない上質な糸らしい。地球では化学繊せん維いでできた製品を見慣れていたからか、全然特別だとは思ってなかった。

　その後、ラインハルトさんと相談し、雨具とともに糸も商品化する事に決まった。さらに話の流れで聞いたところ、先代の領主であるラインバッハ様が領地の街や村の大規模な環かん境きよう整備を行ったため、ジャミール領の街や村は清潔で環境が良いと評判なのだとか。

　そしてラインハルトさんは父親が整備したこの領地を更さらに良い場所にするため、商業を発展させて領地を栄えさせたいと考えているらしい。だから俺が何気なく開発していたスライム製品は、彼にとってとても魅み力りよく的てきに見えるそうだ。これからも末永くよろしく頼むと頭を下げられたので、こちらも頭を下げてお願いしておく。ジャミール家の人は皆みな良い人だし、協力はしたい。

　話をしつつ作業を続けた結果、作業服は無事に完成した。試しに着てみた所サイズには問題なかったが……

　手袋をしてその端はしを袖そでの中に入れ、ツナギの袖そで口ぐちに取り付けられた紐で手首をほどよく縛しばり汚れが中に入るのを防ぐ。全身防水布製の上下ひと繋ぎの服に、更に靴が一体化した胴まであるズボンを着て、紐で固定されている俺を見て皆さんから奇き妙みようだとの意見が出た。

　しかし作業着としての有用性は高いと評され、本決まりではないがこれも商品の１つとして考えたいとラインハルトさんに言われることになる。







１章17話　清掃作業で……







　翌日




　昨日作った作業着を持ち、スライムの準備も整えて、出かける事を皆さんに告げる。

「では、行ってきます」

「よろしく頼むぞ」

「行ってらっしゃいませ、リョウマさん」

「頑張ってね」

「こっちはこっちで色々やっておくからね」

　皆さんに見送られ、俺はギルドへ。




「おはようございます」

「あら、昨日の子じゃない。リョウマ君だっけ？　来てくれたのね」

「はい、依頼を受けたいのですが……」

「うん、話は聞いてるわ。ありがとね、あの仕事受けてくれて。本っ当に困ってたのよ」

「どういたしまして。手続きお願いします」

「はいは～い…………これでいいわ。この依頼書を持って西地区の方から回ってね。あとこれが汲くみ取とり槽そうの入口の鍵かぎだから、なくさないでね」

「了りよう解かいです。それでは失礼します」

「いってらっしゃい」

　ギルドを出て、指定されたギムルの街の最西端へ向かう。




　共同トイレの汲み取り槽は……ここか。レンガ造りの壁に取り付けられた扉とびらを預かった鍵で開けてみると、壁と同じくレンガ造りの小屋と扉がある。

　１つ目の扉をくぐり、中から閉めようとすると内側に鍵穴が見当たらない。中からは鍵がかけられない二重構造のようだ。まぁ開けたままでもいいか。

　閉じた扉を背にして着き替がえ、肝かん心じんの汲み取り槽への入口を開ける。

「うっ!?」

　速攻閉めた。……何ヵか月げつも放置された汲み取り槽は、凄まじい臭においを発している。鼻にきた刺し激げきで涙なみだまで出てきた。スカベンジャーは平気そうなので先に入らせ、分ぶん離りして処理しろと指示を出しておいたが、なかなかショックが抜ぬけない。

　しばらく経たってようやく落ち着いた俺はクリーナースライムに頼み、口元を覆おおっていた手ぬぐいに消しよう臭しゆう液えきを染しみ込ませて臭いに対処する。更に先さき程ほどは目にも刺激がきた。１匹ぴきを頭の上に乗せ、ゴーグルのように目を覆ってもらい刺激を防ぐ。クリーナースライムは透明度が高い体をしているので、視界は問題なし。クリーナースライム様々だ。

　完全装備で中に入ると階段があり、降りるとそこは広い地下道。中央の道を挟んだ両脇では、積み上がった汚物の山にスカベンジャーが群がって一生懸命に処理している。

俺はその後ろから天井や壁に付着した汚物を『ミストウォッシュ』で洗い落とし、付着した水をオリジナル雷かみなり魔ま法ほうの『レンジ』で加熱して消毒することにした。

　あまりに汚かったので少しでも綺き麗れいになれば……と思ってやったのだが、成功したようだ。




『鑑かん定てい』で調べてみると、

　不潔な天井

　汚物が所々についた天井
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　から




　石造りの天井

　ギムルの街、共同トイレの汲み取り槽の天井。清掃と加熱により消毒され、清潔。




　得られた情報が不潔な天井から石造りの天井に変わっている。詳細な情報を調べてみると、加熱消毒が有効だったらしい。……しかし、いつも思うがこの情報ってどこから出てくるんだろう？　まぁ、間違った情報は出た事がないのでいいんだが……

　時々関係ないことも気にしつつ掃除を続けたところ、結局１本の汲み取り槽の掃除を終えるだけで５時間かかり、さらにハプニングも発生。でさらに３時間を要した。

「昨日今日で養分を取りまくってたからな……」

　スカベンジャーが分ぶん裂れつを始める用意を整えていた。他の汲み取り槽での作業が残っているが……作業効率の上じよう昇しようを考えたら分裂させたほうがいい。人目につかない事もあり、スライムを分裂させる。この作業は終わるまでに３時間を要した。

　しかしそのおかげで、スカベンジャースライムは総勢１４６４匹まで増えた。分裂前が７３０だったから、一度に２回も分裂した個体が４匹いる。それだけ養分を蓄たくわえていたことにも驚おどろきだが、これで次からの作業はより捗はかどるだろう。

　とりあえず今日の仕事も残るは報告だけ。前世のように周りに急げと催さい促そくされることもない。俺は実にのんびりと、スライムに変化が無いかを確かく認にんした。

　そしてスカベンジャーのあるスキルの変化に気づいた瞬しゆん間かん、冷ひや汗あせが吹き出る。




　掃除をする前のスキルは、

　スキル　病気耐たい性せい（５）　毒耐性（５）　悪あく食じき（５）　清潔化（６）　消臭（６）　消臭液（４）　悪あく臭しゆう放出（４）　養分還かん元げん（３）　ジャンプ（２）　消化（６）　吸収（３）　分裂（６）




　そして今のスキルは、

　スキル　病気耐性（７）　毒耐性（６）　悪食（６）　清潔化（７）　消臭（７）　消臭液（５）　悪臭放出（６）　養分還元（５）　ジャンプ（３）　消化（７）　吸収（３）　分裂（６）




　スキルのレベルが軒のき並なみ上がっている。しかも要注意なのは病気耐性。一気にレベルが２上がっている。他はいいんだ、問題ない。しかし病気耐性が上がるには病気になる要素が必要。ということはつまり………………病気の温おん床しようじゃねーかここ!!

　いや、分かってる。ここは言いにくいけど汚い物がたまる場所だから病気の温床にはなるだろう。でも……この前奥様にスカベンジャーのスキルについて聞いたら、病気耐性レベル５ってかなり重病になる悪質な病気（当然命の危険がある）にもほとんどかからないレベルだと言っていた。

　そこから更にレベルが２つも上がるって……完全に疫病レベルの病びよう原げん菌きんがいたよ！　ここ！　本当にやばかった……ってか他もか!?　ヤバイ、この事を早く知らせないと……いやその前に自分達の殺菌洗浄だ！　俺が迂う闊かつに出て病原菌を撒まき散らしたりしたらシャレにならん！

　突然の事実に慌てた心を少しでも落ち着けながら急いで入口前まで戻り、スライム達の体調を従魔術と鑑定で確認する…………ＯＫ、現段階で病気には罹っていないようだ。

　まずスライムが入っている籠、スライム達、俺の全身をクリーナースライムに綺麗にしてもらう。その後は俺が歩いた入口周辺を徹底的に清潔にして、無属性魔ま法ほう『鑑定』で全すべての持ち物とスライム達を確認。情報に〝汚よごれた〟〝汚い〟〝病原菌〟等の言葉が入っていないのを確認する。

　幸い全て〝清潔な〟だったので、クリーナースライムとスカベンジャースライムの清潔化は有効らしい。入口に鍵をかけ、念のため結界魔法で塞ふさいでギルドへ急ぐ。

　ギルドまでの道のりは人目を集めた。急いでいて着替えなかったからだ。……だが今はそんなことを言っている場合じゃない。できるだけ早くギルドマスターや公爵家の皆さんに報告をしなければ。

　それだけを考えて走り、ギルドに近くなった所で気がつく。このままギルド内の受付などで疫病の話をすれば良くて悪い噂うわさ、下手したら大混乱になるかもしれない。ただの仕事帰りの少年冒険者を装よそおうか……

　少し前から歩き、息を落ち着かせてからギルドの中に入る。妙な格好でギルドに入ってきた俺に視線が集まり、中には指を指して笑っている奴も居た。しかし俺はそれを気にせず受付カウンターに向かった。というか気にしている余よ裕ゆうが無い。焦あせりを表に出さないだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「すみません」

「あらリョウマ君……なぁに？　その変な格好は」

「清掃作業用の作業着です！　どうです？　格好良くはないけれど、動きやすくて汚れを気にする必要がなく、泥どろの中でも沼ぬまの中でも汚れにくいですよ？」

「確かにそうねぇ……」

　周りの数人も確かに、と頷いている者や興味を持った者がいたようだ。

「ところで今日の仕事が終わったとギルドマスターに報告をしたいのですが、今大丈夫ですか？」

「え？　ギルドマスターに？」

「ギルドマスターに聞いて頂けますか？　……話したい事があるんです」

「そう？　う～ん……じゃあ聞いてみるけど、来客中だから待ってもらうかもよ？」

「わかりました、お願いします」

　受付嬢さんが奥に入っていき、しばらくすると戻もどってきてこう言った。

「リョウマ君、ＯＫだって。来て」

　どうやら直すぐに会えるようだ、運がいい。しかしギルドマスター室に着く前に受付嬢さんから注意があった。

「今、ギルドマスターの部屋に凄すごく偉えらい人達が来てるから、失礼のないようにね？　リョウマ君なら特に問題は無いと思うけど、一応、ね？」

「ありがとうございます、気をつけます」

　そしてギルドマスター室に着き、受付嬢さんが扉をノックして声をかける。

「失礼します、リョウマ君を連れて来ました」

「入れ」

　ギルドマスターの声に従い入室。すると室内にはジャミール公爵家の４人とセバスさんがいた。

「リョウマ君、お疲つかれ様さま」

「皆さん……なぜここに？」

「リョウマ君から昨日聞いた話をギルドマスターからも聞いていたのさ。護衛の人員も情報収集に総動員させている」

「なるほど……」

　予想外だったが、これは好都合だ！

「で？　どうしたんだ？」

「内密に聞いて頂きたい話があります」

「何かあったのか？　それになんだその服。お前さんは昨日の籠といい、初めて会ってからだんだんと服装が奇き抜ばつになっていくな？」

「これは清掃作業用に作った作業着です。機能性を追求したものですので、多少の不格好さは見み逃のがして下さい……。それよりも、今日僕ぼくは街の共同トイレの汲み取り槽の清掃作業をしてきました」

　少し無理矢理だが話を変える。するとギルドマスターや公爵家の皆さんは俺の雰ふん囲い気きを察したのか真しん剣けんな表情になる。

「ああ、昨日話したから知ってるぜ？　それがどうした？」

「僕の清掃方法は水魔法と従じゆう魔まであるスカベンジャースライムを使う方法です。スカベンジャースライムは動物の糞ふんや腐くさった肉などの汚物を好んで食べる性質があるスライムで、清潔化というスキルを持っています。これにより汚物を処理できます」

「初めて聞くスライムだな……まぁそういう方法で掃除したってのは分かった」

「ここからが本題です。汚物は当然不潔な物で、病気の温床になります。それを食べるスカベンジャースライムは病気耐性のスキルを持っています。そして、先日まで僕のスカベンジャースライムの病気耐性レベルは５でしたが……今日仕事を終えて確認すると７にまで上がっていました」

　俺の発言で驚きよう愕がくの声があがり、室内に緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

「何だと!?」

「それは本当か!?」

「本当です。あの汲み取り槽の中には病気耐性レベルを５から７にまで上げられる病魔が発生していたと思われます。

　幸い汲み取り槽から出る前に気づいたので、スカベンジャースライムと同じ清潔化のスキルを持つクリーナースライムに全身と持ち物の汚れを処理させ、無属性魔法の『鑑定』で清潔である事を確認してからここに来ました。

　同じく汲み取り槽の入口周辺もスライムによる処理の後『鑑定』で確認。あの場でできる限りの対策はして来ました。掃除は終わりましたが、念のため今日清掃した汲み取り槽の入口は鍵を閉めた上から結界魔法をかけて封ふう鎖さしてあります」

「そうか、よくやった。しかし、あの中に病魔が蔓まん延えんしているとなると……」

「ギルドマスター。幸い僕のスライムによる清掃で対処が可能なようです。ですから今後もこの仕事を続けますが、完全に清掃が終わるまで僕以外の汲み取り槽への立ち入りを禁止、万が一にも誰も立ち入らないように見張り等をお願い出来ませんか？」

「それは当然しよう。だがお前さん、疫病が発生していると知ってなお、掃除を続ける気か？」

「作業をするのはリョウマ君じゃなくてスライム達だけでも良いんじゃない？　リョウマ君はスライムに遠えん距きよ離りからでも指示を出せるわよね？」

「疫病の処理なんて危険ですわ！」

「我々が責任をもって人員の手配をするから……」

　皆さんが何とか俺を止めようとするが、そうはいかん。俺にはできる事がある。それを知ってしまった以上、人任せで何もしないのは心苦しい。

「残念ながら、スライムだけでは完全に綺麗にはできません。汚物が溜まっており、壁かべや天井に付着した汚物を水魔法で落とさなければスライムには食べられないのです。一度完全に処理しなければ、再び蔓延すると思います。

　心配してくれるのはありがたいです。でも、やらせて下さい。無む闇やみに大勢の人員を投入すれば感染者が出る確率を上げ、疫病が外に漏もれやすくなります。

　その点僕ならばスライムと僕１人で処理が可能です。それに僕なら大丈夫です……確かに誰がやってもいい。しかし、おそらく僕がやるのが一番安全で早いです」

　そう言って説得を試み、ステータスボードを取り出して４つのスキルを開示する。




　健康（７）

　生命強化（３）

　超ちよう回かい復ふく力りよく（３）

　耐たい久きゆう力りよく強化（６）




　それを見た皆さん、特にギルドマスターが驚おどろく。




「なっ……!?」

「健康レベル７、これは病気や毒といった健康を損なうものに対たい抗こうするスキルです。このレベルなら僕が疫病に罹る危険性はほかの人より確実に少ないでしょう。たとえ疫病に罹ったとしても、生命強化レベル３、超回復力レベル３のおかげで普ふ通つうの人よりは死ににくく、回復しやすい。耐久力強化も助けになります。２、３日寝ねなくとも何ともありませんから、その分作業も早く進みます。

　僕以上の適任者はそうそういないと思いますが、どうでしょうか？」

　俺の言葉に部屋中の人が黙だまり込む。どうやら反論はできないようだ。しかし理り屈くつではなく気持ち的に認められないらしく、全員が苦虫を噛み潰したような顔をしている。そのまましばらく沈ちん黙もくが流れるが、ラインバッハ様が口を開いた。

「確かに…………これを見せられては、君以上の適任者はそう見つからんじゃろう。危険を押おし付ける事になってしまうが、よろしく頼む」

　ラインバッハ様は座すわっていた椅い子すから立ち上がり、深々と俺おれに頭を下げた。

「勿もち論ろんです」

「……子供の方が病気に罹るとまずいと思ったんだが、確かにこれならお前さんのほうが安全か……分かった。リョウマ、見張りの人選は任せとけ。口が堅かたい病気耐性スキル持ちに声をかけておく。やるなら騒さわぎにならんように秘ひ密みつ裏りにやるぞ」

「はい。幸い共同トイレの施設がしっかりしていたおかげでまだ広まっていないようです。事前に気付けてよかったですよ」

「だな。疫病が街に蔓延してからじゃ目も当てられん」

「ええ。スカベンジャースライムと同じくずっと汲み取り槽の中にいたクリーナースライムの病気耐性レベルが上がっていなかった事を考えると、あの汲み取り槽に蔓延していた疫病は空気感染型ではありません。汚物の処理ができれば、安全かと思われます」

「その空気感染ってのはなんだい？」

　空気感染って言葉がないのか？　……この世界には魔法薬とか、地球じゃありえない薬があるし……さっきから時々話にでる〝病魔〟という存在が居るとされているんだしな……

　昔は日本でも麻疹はしかなんかはそういう扱いだったと聞くし、もしかしたら疫病に関する知識も現代の地球より遅おくれているのかもしれない。

「疫病は大勢の人に広がるでしょう？　その広がる事を感染と言います。そしてその経路は疫病にかかった人から他の人を伝って、または水や食べ物に毒のように付着し溶け込むことによって広まる物など様々ですが、その中で疫病の毒が空気中に漂い人が吸い込むことで広まる事が空気感染です。この場合非常に疫病が広まりやすく、対処が困難です。

　しかし今回、大量の汚物の処理に当たらせていなかったクリーナースライムの病気耐性レベルは上がりませんでした。ですから空気感染ではなく汚物に接せつ触しよくした事で毒が体に付着して発症する接触感染、もしくは毒が付着した手で食べ物を掴つかんだり、毒が入った飲食物を飲み食いして発症する経口感染だと思われます。この場合、感染源である汚物を処理すれば、とりあえずの問題は無いでしょう。

　共同トイレのおかげで、汚物はすぐに汲み取り槽に落ち、誰にも触れる事ができないようになっていましたから、後は僕が外に出る際、疫病を持ち出さないように気をつければ対処は可能だと思います。……専門家ではないので、半はん端ぱな知識ですが」

「そんだけ語れて何が半端な知識だ。俺はそんな話聞いた事ねぇぞ」

「リョウマ君、私も……いえ、ここに居る全員がそうだと思うわ。どこでそんな知識を得たの？」

　やっぱり疫病の知識は未成熟か……

「祖母から学びました。祖母は薬の研究をしていたので、病気にも詳くわしかったのです。……僕は学んだというより薬品調合中に雑談として聞いた程度なので」

　その言葉でとりあえず皆さん納なつ得とくしたようだ。というより元々深く追求する気も無かったのか、話題はこれからの対応に変わる。

　いくらか打ち合わせをした後、次の作業は明日からとなったため、俺と公爵家４人は一度宿に戻って休む事になった。

　なお、俺が疫病に感染する可能性が無いとは言えない。だから一度帰った宿で皆さんにうつす事の無いように俺は宿を変えると言ったら、メイドさん２人を含む７人全員に断固反対された。

　言いたいことは理解できる、理由も分かる。しかし発症したらどうするつもりか。すぐに対応できるように目の届く所に居なさい。せめてそれぐらいはさせて欲ほしいと。

　……最終的に奥様とお嬢様に泣きながら怒られて俺が折れたが、その気持ちはとても嬉うれしかった。







１章18話　顔合わせ







　翌日




　朝から冒ぼう険けん者しやギルドの会議室には８人の男女が集められていた。

「おっ、ウェルアンナ、お前らも来たのか」

「ジェフじゃないか、アンタも来てたのかい。……今日は何で呼ばれたんだと思う？」

「わかんねぇ、他の連中もさ。ランクも歳としも種族も、何の共通点もねぇ。何が基準で選ばれてんのか分かんねぇから話してたのさ。そっちこそ心当たりは無いのかよ？　お前らだけだぜ？　パーティーで呼ばれてんのは」

「アタイにだって分からないよ。アタイらの共通点って言えば、全員女の獣じゆう人じんって事くらいさ。でもそりゃ関係ないだろ？」

「まぁな。俺は男だし、人間だ。他も人間２人とドワーフとドラゴニュートだからな。種族と性別は関係ねぇだろ」

　と、そこにもう１人獣人の女性が部屋に入ってくる。

「おはようございま～す。にゃ？　ウェルアンにゃ、ミゼリア、それにシリアも呼ばれてたのかにゃ？」

「ミーヤ、あなたも呼ばれたの？」

「そうだにゃ。昨日の夕方仕事から帰ったら、受付で今日ここに来るように言われたにゃ。まさか３人も来ているとは思わにゃかった」

「アタイもさ……ん？　あんた、臭においが大分マシになったんじゃないかい？　とうとうあのゴミ屋や敷しきから引ひっ越こしたのかい？」

「あんな家、とっとと引っ越せばって何度言っても聞かなかったのに」

「我が慢まんの限界ですか？」

「違ちがうにゃ、今もあの家に住んでるにゃ。あんにゃ家でもそれにゃりのお金を出だして買った家にゃ。住まにゃいのはもったいにゃい」

「じゃあ何で臭いが薄うすれてるんだい？」

「実は一昨日、久々にギルドに出した家の掃除依頼を受けてくれた子がいてにゃ。その子が綺麗に掃除してくれたにゃ」

「あの悪臭無限掃除地じ獄ごくをかい？　よく掃除できたねぇ？」

「アタシもあの時は驚いたにゃ。あの地下室を２時間もかからずに綺麗にして、更に壁の穴まで塞いでくれたのにゃ。魔法で掃除したらしくて、部屋中ピッカピカだったにゃ」

「そりゃすごいね、ある意味。どんな奴やつだい？」

「新人の子だったみたいだにゃ。多分13歳以下で、木と蔓つるで編まれた大きな籠かごを背負ってたにゃ」

　その特とく徴ちようにジェフと呼ばれた男が反応を示す。

「あん？　13歳以下で大きな籠？　そいつ、もしかしてリョウマって奴じゃねぇか？」

「そうだにゃ！　たしかにそう名乗ったにゃ」

「何だ、アンタ知ってるのかい？」

「知ってるっつうか一昨日の仕事帰りにおっさんに呼び出されてるのを見てよ、心当たりが無さそうな顔してたから、おっさんのおせっかい焼きだって教えてやったんだよ。えらく丁てい寧ねいな喋り方かたするガキだったな、あいつ」

「確かに礼れい儀ぎ正しい子だったにゃ」

　そこにまた１人、部屋に入ってくる者がいた。それを見てミーヤが叫さけぶ。

「失礼します。こ……」

「あ！　あの子だにゃ！」

「ミーヤさん？　ミーヤさんやジェフさんも居らしたんですね」

「おう、一昨日ぶりだな。お前も呼ばれたのか。丁度今お前の話をしてたんだよ」

「僕の？」

　ここでウェルアンナと呼ばれていた女が竜馬の前に出る。

「初めまして、アンタがリョウマだね？　アタイは犬いぬ人じん族ぞくのウェルアンナ。ミーヤの昔からの知り合いで、元パーティーメンバーだ。アンタがミーヤの家の掃除をしたって聞いて、驚いたんだよ。よくあの家を掃除できたもんだね？」

「家を買ったはいいけど、壁が崩くずれて君も見た通りの惨さん状じようでしょ？　鼻の良い獣人族には臭いがキツくて、何度も引越しを勧めたけどミーヤは聞かなくてね……あ、私は虎とら人じん族ぞくのミゼリア。よろしくね」

「兎うさぎ人じん族ぞくのシリアです。よろしくお願いします」

「リョウマ・タケバヤシです。こちらこそよろしくお願いします」

「この３人はアタシが昔一いつ緒しよに仕事してたパーティーのメンバーにゃ。あの家の臭いが体に染み付き始めて皆、特に犬人族のウェルアンにゃにはキツイのが分かってたけど、どうしても家を諦あきらめられにゃくてパーティーを抜けたんだにゃ。他にも色々迷めい惑わくかけたからにゃ～」

「ミーヤは時々頑がん固こ者ものでね……」

「誰が何と言っても、買った以上はあそこに住むって聞かなくて……」

「本当に、よくあんな場所に５年間も住んだもんだよ」

「あそこに５年ですか、それは……大変でしたね」

　竜馬が何とも言えない顔をした。そこでジェフが竜馬に聞く。

「ところでよ、お前の背負ってるその籠、一昨日も持ってたよな？　何入ってんだ？」

「この中には僕の従魔が入ってます。一応従じゆう魔ま術じゆつ師しですので」

「へぇ、従魔術師なの。何を飼ってるの？」

「数種類のスライムですよ。まだ見習いです。スライムは足が遅おそいので、本当に急ぐ時は籠に入れて背負って走るほうが早いんです。街の人を不快にしても良くありませんし」

「なるほどね～」

　ここでギルドマスターが部屋に入ってきた。

「おーし、全員集まったようだな。適当に座ってくれ」

　その言葉で皆がそれぞれ席に着く。

「さて、これから今日お前さんらを呼び出した理由を説明するが……その前に、この場で得た情報を外部に漏らさない事を誓せい約やくして貰もらう。誓約できない者は会議室から出て行ってくれ。言っておくが、これから話す事を聞いたら必ず仕事を引き受けなければならないという訳ではない。外部にここでの話を漏らさなければ、話を聞いてから断っても構わない。罰ばつ則そくも無いぞ」

　それを聞くと全員が躊躇ためらい無く頷いた。

「よし。じゃあ話すが……まず俺がお前さんらを選んだ基準だな。１つめはある程度信頼が置けて、口が堅い事だ。その上で２つめ、病気耐性スキルを所持している事だ。持ってるだろう？」

「確かに持ってるぜ。おっさんは知ってるだろうが、俺は元スラムの住人だ。あそこで生きてりゃ病気耐性の１や２は誰だれでも取れるさ。俺は５だけどな」

「アタイらも昔、依頼に行った街で疫病に罹ったからね」

「幸い疫病としては軽い物だったので、全員生きて帰れましたし、スキルも取れました」

「確か全員レベル３だったね？」

「アタシは４に上がってるにゃ。自分で言うのも嫌いやだけど、ゴミ屋敷に住んでたからにゃ」

　それから熟練の冒険者らしきドワーフの男が話の内容を推察し、その男の言葉を聞いたまだ若い冒険者が慌て出す。

「病気耐性という事は、疫病か？」

「発生したんですか!?」

「落ち着けシェール。ゴードンの予想の通り疫病についての話だが、まだ疫病は広まっていない」

「まだ、という事は１人２人は病人が出たのかい？」

「いや、疫病が蔓延はびこる場所が偶ぐう然ぜん発見されただけだ。場所の発見者はそこにいるリョウマで、患者は今のところ見つかっちゃいねぇ」

　その言葉で一いつ斉せいに全員の視線が竜馬に向くが、ギルドマスターであるウォーガンからスカベンジャースライムの性質や事情、疫病と判断した根拠の説明が行われた。

「……という訳だ。スカベンジャースライムの病気耐性レベルが５から７に上がった事から、レベル６でも完全に対抗しきれない疫病が汲み取り槽の一部、あるいは全部に蔓延していると予想される。

　この疫病が街へ広がる前に食い止める事が今回の依頼だ。なお、この事実が漏れると街が大混乱に陥おちいる事が予想される。よって、活動は秘密裏に行う」

「僕らの仕事は、疫病の処理……もとい汲み取り槽の掃除ですか？」

「いや、お前さんら９人にはその作業はさせない。実際に汲み取り槽に入って処理をするのはリョウマだけだ」

「ちょっと待った！　その子１人に処理をさせる気かい？　いくらなんでも無茶じゃないか？　子供は病気にも罹りやすいし、危険すぎる」

「大体１人で街中の汲み取り槽全部の掃除なんて無理だろ。１本だけでも10人単位でまとまってやる仕事のはずだぜ？」

「それは俺も考えたが、これが最善だ。まずリョウマはスライムを使って既すでに汲み取り槽１本の掃除を昨日１日で終えている。

　そして、お前さんら９人の病気耐性レベルは最高でもジェフの５。レベル６の病気耐性でも完全に対抗できない疫病が蔓延する場所ではリスクが高い。

　その点リョウマは健康レベルが７。この中では最も疫病に罹るリスクが低く、更さらにリョウマは生命強化レベル３、超回復力レベル３、耐久力強化レベル６のスキルを持っている。疫病に罹ってもこの中で一番生き延びる可能性が高いのがリョウマだ」

　その言葉に驚きよう愕がくして竜馬を見た９人の中から、シリアがウォーガンに問う。

「……彼かれが適任者なのは理解できました。しかし、処理を全て彼に任せるなら、私達たちは何をすればいいのですか？」

「リョウマが処理をしている間、交代で入口を見張り、誰ひとり中に入れないようにしてくれ。作業中はどうしても入口の鍵が開いたままになる。

　万ばん全ぜんを期して病気耐性持ちのお前さんらを呼んだんだ。それから無属性魔法の『鑑定』が使える奴はリョウマが掃除を終えて出てきたら『鑑定』で疫病を持ち出さない事を確認してくれ」

「見張りに９人も必要か？」

「……リョウマが言うには、２、３日寝ずに昼夜構わずぶっ通しで作業ができるらしい。リョウマの〝健康〟は病気、睡すい眠みん、毒の耐性が合わさったスキルらしいからな。これも確認済みだ」

「成なる程ほど。だから交代で、か。リョウマとやら、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「問題ありません、２、３日ぶっ通しで働かされる事は日常でしたから。自分の意思で働く分、楽な位ですよ」

「そうか」

「まぁ、依頼を受ける場合はリョウマが本当に無理をしていないかにも気を配ってもらう。……ではこれから10分だけ時間を取る。この依頼はある意味魔ま獣じゆう討とう伐ばつより命の危険がある。強制はしないし罰則もない。少し考えて受けるかどうかを決めてくれ」

　そう言ってウォーガンと参加が決定している竜馬が部屋を出ていくと、各おの々おの考えた後にジェフが発言した。

「はぁ……どうするよ？」

　その言葉にゴードンと呼ばれていたドワーフの冒険者が答えた。

「俺は参加するぞ。ここは俺の生まれ育った街だ。知り合いも大勢いるんでな、逃にげる事はできん」

　これに続く者が続々と出てきた。

「拙せつ者しやも請けよう。疫病は脅きよう威いだ、未然に防ぐに越したことはない」

「この街で疫病とはねぇ……確かにヤバイけど、だからと言ってあの子だけに押し付ける訳にもいかないだろ」

「だな。第一、俺たちの仕事は外の見張りだけ。一番危険な仕事はあいつが１人でやるってんだ。ここで逃げる訳にもいかねぇよな」

　決定までに10分という時間は長すぎたようで、ウォーガンと竜馬が戻ってきた後には全員が参加を表明。そこからは竜馬が祖母に習ったという言い訳で伝えられた地球の疫病の知識がウォーガンから伝えられ、迅じん速そくに見張りの班分けが行われていくのだった。
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　準備完かん了りよう。

　俺は他の人よりも一足早く、作業をする汲くみ取とり槽そうの前で用意を整えていた。というのも服装が非常に目立つので、後ろに冒険者を何人も引き連れて歩いていたら余計に人目を集めかねない。向こうもそれぞれ準備はあるだろうし、事前に外に病原菌が漏れ出していないかも確認したかった。

　後はじきに来る見張りの班を待つだけ――っと、来たな。

　足音が止まり、外に通じる扉とびらが開く。入ってきたのは顔合わせの場にいた内の３人で、そのうち２人は先日受けた依頼の依頼者であるミーヤさんと仕事終わりに会ったジェフさんだ。

「お疲れ様です」

「おう、つってもまだ何もしてねぇがな」

「一昨日ぶりだにゃ、リョウマ君。アタシとジェフは知ってるみたいだけど、一応自己紹しよう介かいしておこうかにゃ？　猫人族のミーヤ・キャット。ミーヤと呼んで欲しいにゃ」

　自分が猫人族である事をアピールするように、ミーヤさんは茶色い毛に覆おおわれた耳と尻尾しつぽを揺ゆらす。

「あー、前にも言ったがジェフ・グランジュだ。言っとくが俺は育ちが悪い。堅かたっ苦くるしい言こと葉ば遣づかいはできるだけしたくねぇし、お前もかしこまる必要はねぇ。気楽にやってくれ」

「ありがとうございます、特に無理はしていないので」

「ならいいさ。んで次は……」

「拙者でござるな」

　今度は面識のない、黒に近いこげ茶の髪を短く適当に刈かったような髪型の男性……顔合わせの場ではあまり気にならなかったけど、口調に時代劇風の単語が入る。それに持ってる武器が刀……長さからして太刀たちか。こっちに来てから見たのは初めてだ。盗とう賊ぞくの武器にも刀は無かったし、この人は一体……？

「拙者はアサギ。ドラゴニュートの里より修しゆ行ぎようの旅に出た流れ者でござる。今はこの街に腰こしを落ち着け冒険者をしている。袖そで振ふり合うも多た生しようの縁えんという言葉もある、よろしく頼たのむでござる」

「リョウマ・タケバヤシです、こちらこそよろしくお願いします。ドラゴニュートの方だったんですね」

　ドラゴニュートは竜りゆう人じん族ぞくとも呼ばれ、その名の通りドラゴンのような特とく徴ちようを持っていると聞く。そんな特徴が全く見えなかったので俺は普通の人族だと思っていた。

　そんな俺にアサギさんは気づいたようだ。

「拙者がドラゴニュートと気づいていなかった様でござるな？」

「すみません、初めてお会いしたもので……」

「気にする事はない。ドラゴニュートの特徴は他の種族、例えばミーヤのような猫人族のように決まった場所には現れん。多くは体の一部に鱗うろこを持ち、稀まれに小さな角が生えるのみ。他は人族となんら変わりない。人目につきにくい部分に鱗を持つドラゴニュートは、外見では分かりにくいのでござる。拙者のようにな」

　話しながら開かれたアサギさんの首から胸元には、確かに髪と同じ色の鱗があった。しかしそれよりも気になるのは、アサギさんの喋しやべり方や持っている武器について。

「すみません、一つ聞かせていただいてもいいでしょうか？」

　いきなり口調について聞くのもどうかと思ったので、アサギさんの故郷について聞いてみる。すると、ドラゴニュートの里とは過去にこの世界に来た転移者と思われる人が遠くの島に作った集落なのだそうだ。

「ドラゴニュートは人族に比べて強きよう靭じんな肉体と豊富な魔ま力りよくを持つ者が多い。それは昔も変わらず、かつてのドラゴニュートは力を盾たてに他種族に極きわめて傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふるまいをしていたそうでござる。

　しかし里を作りあげた人物は人族ながらドラゴニュートにも勝る体を持った剣けんの達人。彼かの者は人々を虐しいたげて物を奪うばうドラゴニュートを、その腕うでで悉ことごとく打ち倒たおしたと伝えられている。だが彼の者は打ち倒したドラゴニュートをむやみに殺さず、その姿に感かん銘めいを受けた当時のドラゴニュートは彼の者の弟で子しとなった。

　そして彼らは共に他者を脅おびやかす事のない無人島に移り住んで集落を作り、今日この日まで我々は侍さむらいとしての技と魂たましいを受け継いでいるのでござる。これぞ我らの里の成り立ちを語る伝承、〝島流し〟の一節なり」

　ちなみにアサギさんは弟子になったドラゴニュートの子孫だそうで、喋り方は代々受け継がれているもの。名前の由来も遺のこされた逸いつ話わに登場する侍の集団の着物の色から取ったそうだ。なんでもその転移者が尊敬する侍の集団なんだとか。

　……ただ、話を聞いていると時々転移者の言動に違い和わ感かんがある。ただ伝えられるうちに話が歪わい曲きよくしているだけかも知れないが、なんとなく微び妙みように日本文化を勘かん違ちがいした外国人みたいな……

「……なぁ、その話もいいが、そろそろ仕事を始めないか？」

「っと、そうでした」

「つい話しこんでしまったな」

　ジェフさんの言葉で仕事を思い出し、作業に入る。

「では扉を開けますが、その前に顔に巻く手ぬぐいをこれに浸ひたして下さい」

　クリーナースライムに指示を出し、用意していた器の中に消しよう臭しゆう液えきを吐はき出させる。

「それ何だ？」

「これはクリーナースライムの消臭液で、悪あく臭しゆうをかなり軽減します。毒物など体に有害なものは入っていません」

「そうか」

　俺が自分の手ぬぐいを浸して顔に巻くのを見て、３人も同じく消臭液に浸した手ぬぐいで口と鼻を覆おおう。

「それでは開けます」

　そして扉を開け……

「行ってき――」

「うぐっ！　……おえっ……」

　一言挨あい拶さつをして作業に入ろうとしたら、いきなりアサギさんがえずき始めた。

「大丈夫ですか？」

「すまぬ……扉を開けた時、臭くさいと覚かく悟ごしていたら何も臭におわなんだ。それで、思った程ではないのかと油断した。ドラゴニュートも、獣人族と同程度には鼻が利きくのでござる。手ぬぐいがずれた途と端たんにこのざまだ」

　ああ、それでか……俺も最初はそうだった。

「仕方ないですよ。人族の僕でも昨日はそうなりましたから。臭すぎて目にも来ますし、僕もスライムが居なければ耐たえられなかったでしょう。消臭液は置いていきますから、自由に使ってください。では、あらためて行ってきます」

　スライムと共に中へ入ると、やっぱりここの汲み取り槽も昨日と同じく酷ひどい状態。掃除を始める前に病原菌を調べられるかと考えて鑑かん定ていすると、こう出た。




　イダケ病菌：大量の汚物を分解されにくく湿しつ度どの高い環かん境きようで長期間放置した場合、稀に発生する病原菌。放置期間が長くなるほど発生しやすくなる。変異して病原性を持っているが、元は人体に無害な常在菌。汚物を土に埋うめる、あるいは焼しよう却きやくなど適切な処理を行えばまず発生することはない。

　潜せん伏ぷく期間：感染後10時間以内に発病する。

　症状：目眩めまい、発熱、寒気、手足の痺しびれ、全身麻ま痺ひ、意識混こん濁だく、心停止の順に発症し重じゆう篤とくになる。

　後遺症：手足の痺れもしくは麻痺が残る。

　感染経路：経口感染。

　備考：熱と乾かん燥そうに弱い。特効薬あり。




　やっぱりヤバイ病原菌が居た！　前回は気づく前に処理してしまったから鑑定できなかったが、昨日のうちに鑑定しとけば良かった。そうすれば確かな情報として提供できたのに。つか特効薬があるのか!?

　病名が分かった瞬しゆん間かん、該がい当とうする薬品とその製法が、知っていた事を思い出すように頭に浮うかんでくる。貰った知識の中に入っていたようだ。これは上に伝えておこう。

「皆みなさん、聞こえますか？」

「どうしたのにゃ？」

　扉の前で全身とまわりを清め、少しだけ開けて声をかけるとミーヤさんが真っ先に気づいてくれた。

「掃除をする前に鑑定の魔ま法ほうをかけました。その結果として中にはイダケ病という疫病の原因となる毒があることが判明。さらにイダケ病には特効薬があります。この情報を伝えたくて戻もどってきました」

「本当かにゃ!?」

「はい、間ま違ちがいありません。特効薬は材料に高価なものがいくつかありますし、今からでは遅いかもしれませんが、ギルドマスターに連れん絡らくをお願いできますか？」

「俺が今から行ってやる。病名と薬がある事を教えれば、高くてもおっさんが俺らの分くらいは薬を用意するだろ。手配にどれだけかかるかはわからねぇ、さっそく」

「ちょっと待った。薬の製法も一緒に伝えてください、そうすれば材料と薬師が揃そろえば作れるはずです」

「薬の作り方まで知ってんのか!?」

「祖母から教わった中に覚えがあります」

「それは心強い事この上ない。教えてもらえれば拙者が書き記そう」

　素す早ばやく自前の筆記用具を取り出したアサギさんに薬の材料と製法を伝えていく。専門用語の意味は理解しきれていないようだが、つづりを言えばアサギさんはサラサラと内容を書き留めていた。

　毛筆なんてもう長いこと使ってないな……こっち来てからは羽ペンか木を削って作られたペンだし。そもそも前世でも毛筆なんて年賀状ぐらいにしか使わなかったっけ。

「書けた。これで良いな？」

　内容を一度読み上げてもらい問題がない事を確かめると、ジェフさんが素早くメモを受け取って走り去った。そして俺はもう一度汲み取り槽の中へ。

　もう汚物に用はない。今度こそ掃除に取り掛かろう。スライム達、頼んだ！

　指示を出すと、足元にいたスライムが体を膨ふくらむ風船のように膨ぼう張ちようさせ、汲み取り槽の階段を体で埋め尽つくしてしまう。




　昨日の分ぶん裂れつでスカベンジャースライムの総数が１０００を超こえたからだ。合体させた後もヒュージではなくキングスカベンジャースライムになっているため、昨日までとは体の大きさが段違い。

　１０００匹びき以上でキング～スライムのようだけど、まだ合体できるようなので更に数を増やせばまだ変化する可能性がある。一体何処どこまで先があるのかは分からないが……スキルはこうだ。




　キングスカベンジャースライム×１

　スキル　病気耐たい性せい（７）　毒耐性（７）　悪あく食じき（８）　清潔化（８）　消臭（８）　消臭液（５）　悪臭放出（７）　養分還かん元げん（６）　物理攻こう撃げき耐たい性せい（３）　肥大化（４）　縮小化（６）　ジャンプ（３）　暴飲暴食（１）




　消化と吸収が消えた代わりに、暴飲暴食という新しいスキルを身につけている。試ためしに使わせてみると、キングスカベンジャースライムは肥大化のスキルで汲み取り槽の天井まで届くほど大きくなり、普ふ段だんの何倍もの速度で処理をしている。

　体が大きくなったことでスカベンジャーには届かなかった壁や天井も綺き麗れいにできているので、また分裂させてキング２匹になれば地下の両りよう端はしをキング、真ん中を通常のスカベンジャースライムで分けると良いかもしれない。

　しかしスキルがレベル１だからだろうか？　１匹の処理速度と考えれば格段に早くなっているが、まだ昨日の７３０匹が一気に処理をしたほうが早そうだ。今はまだ数で処理をするほうが良いな。

　そう結論付けた俺は分ぶん離りして処理をするように指示を出し、天井と壁かべの汚よごれを落とす作業にとりかかる。

　やはりスカベンジャースライムの数が倍になったことは大きい。今日の１本目を終えるまで休まず作業を続けたが、ここでの作業は昨日の汲み取り槽より２時間も早く終わった。

　仕事を終えた俺は服や持ち物を清潔にして外に出る。すると……

「おっ、また何かあったか？」

「ここでの処理は終わりました。衛生確かく認にんをして、次に行きましょう」

「もう終わったのかにゃ!?」

「１日に汲み取り槽１本では無かったのか？」

　え？　…………あ！　そうか、昨日俺が掃除した汲み取り槽は１本だ。その情報を受けていたアサギさん達３人は、１日に１本しか掃除ができないと思ったのかもしれない。

「微妙に誤解があったようですね。じつは昨日、処理をした後スカベンジャースライムが分裂を始める兆ちよう候こうがでまして、汲み取り槽の中で分裂と契けい約やくをしていたんです。それで時間をとりました。実質的な所要時間は１本につき５時間ほどでしたが、分裂で数が倍になりましたのでその分時間も短く済みました」

「数が倍って、それでも１匹が２匹になっただけだろ？　そんなに早く、その……食うのか？」

「このスライム、普段は縮小化というスキルで小さくなっていますが、本当はキングスカベンジャースライムというスカベンジャーの上位種です。ビッグスライムはご存知ですか？」

「ああ、知っている。巨大なスライムだな」

「ビッグスライム以上の上位種は多くの同種のスライムが集まって合体した群体生命体なんです。ですから、１匹に見えて大量のスライムの塊かたまりなんですよ」

　３人の目の前で、スカベンジャースライムを20匹だけ分離させて見せる。

「うにゃ!?」

「うぉお……マジかよ……」

「これは……」

「先日聞けばスライムの研究は殆ほとんどされていないらしく、これを知っている人は僕ぼくと僕が教えた知り合いしか居ないそうです。僕はずっとスライムの研究をしていまして、当たり前の事だと思って話していました。すみません」

「いや、作業が問題なくできるなら良い。しかし、これは何匹のスカベンジャースライムとやらが集まっているんだ？」

「１４６４匹です」

「千!?　あいや失礼……それほど数が居るのならば、この早さも納得できよう」

「スライムの件も仕事上の秘密保持義務の一部として、内密にお願いしますね」

　そんな話をして、確認をして、納得して貰ってから俺おれは次の汲み取り槽へと移動して掃除する……という行動を只管ひたすら繰くり返かえした。







１章20話　後になって気づいたもの







　３日後




　ここで最後だ。３日間はほぼ不眠不休。少しの雑談くらいはしたものの、ほとんどの時間を作業に費やした。こういう徹てつ夜や作業の終わりが目前となると、今日までのことが自然と思い返される……




「ここも終わりました。次に行きましょう」

「おいおい、お前もう何時間ぶっ通しでやってると思ってんだよ」

「もう日も沈しずんだのにゃ」

「汲み取り槽の掃除もこれで２本終わっている。ここらで一息入れてはどうでござるか？」

「体力・魔力ともに余よ裕ゆうがあります。それに、なるべく早く片付けないと」

「……本気で無理はしてねぇみたいだな……」

「拙者にもそう見える……」

「アタシも同意見。となると止める理由もないにゃ、急いだほうが良いのは事実にゃ……」

　初日２本目の掃除を終えて、ジェフさん達３人の了りよう解かいも得て場所を移してまた掃除。次に出てきたときには見張りの人が変わっていた。

「おっ、出てきたね」

「ミーヤさんのお仲間の……」

「ウェルアンナだよ」

「ミゼリア」

「シリアです。夜から朝にかけての見張りは私達の担当になりました。よろしくお願いしますね？　リョウマ君」

「よろしくお願いします。早速ですが、ここは終わりました。確認をお願いします。それから支給品に魔力回復ポーションを用意すると聞いていたのですが……」

「あるよ」

　この世界の薬品は大きく分けて２種類。地球と同じく自然に存在する薬草や薬石に含まれる薬効成分を利用する〝薬〟と、素材に含まれる魔力、もしくは魔力によって変質した物質から薬効を得る〝魔法薬〟。ポーションとは魔法薬の一種で、即そつ効こう性せいの高いものを指す。

　ウサギ耳のシリアさんに鑑定をしてもらい、虎とら耳みみのミゼリアさんから試験管のようなガラス容器を受け取る。中身は深緑色のサラサラした液体だ。

　ミゼリアさんから１本につき約２０００の魔力を回復できる事。そして自身の総魔力量を回復量が超えると、魔力の過か剰じよう摂せつ取しゆで〝魔力酔よい〟と呼ばれる体調不良を起こすと注意を受け、確認を終えた俺はありったけの魔力回復ポーション10本を飲み干した。

「ありがとうございました、これで次にいけます」

「もう？　ちょっとは休みなよ」

「アンタ、ミーヤ達が見張ってる間一度も休んでないって話じゃないか。食事もしてないんだろう？　ほら」

　言葉と共にウェルアンナさんから渡されたのは、バスケットに入ったサンドイッチだった。

「依頼主の使いの執しつ事じから預かったのさ。次に向かうのはこれを食べてからでいいだろ？」

「執事？　もしかしてセバスさんが？」

「そう名乗っていたね。知り合いなんだろ？　アンタは仕事に夢中になると飯を忘れるかもしれないって、他に仕事があるみたいで帰ったけど、さっきまで待っていたよ」

　体力的に問題はなかったが、実際に忘れていたのでありがたくいただく。すると必然的に彼かの女じよ達たちと接する時間も増えた。

「病気についての連絡は届いたんですね？」

「ギルドマスターが知り合いを通じて、明日までにアタシ達の分は確保するってさ。……しっかしアンタ、本気で夜通し休まず働くつもりだったのかい」

「休きゆう憩けいはもちろん取るつもりでしたよ」

「その休憩が少ない。１本ごとに休んでも良いくらいなのに」

「そうですねぇ……本当の事をいうと、私はちょっと疑ってました。無理があるのではないかと」

「体力には自信があるので。シリアさんの疑念は僕の歳としを考えたら仕方ないと思います」

「新人冒ぼう険けん者しやが見み栄え張って、できもしない仕事を請けて失敗したなんて話はざらにあるからねぇ」

「私も同感。リョウマ君がステータスボードのスキルを開示していなかったら絶対に反対した。登録したばかりで実績の少ない新人冒険者の自己申告だけで、失敗したら最悪街にまで被ひ害がいを出だしかねない仕事を任せるなんてありえない。……でも今は適任だったと思ってる」

「いや、普ふ通つうに考えたらそうでしょうから。そんな気にしないでください」

　ばつが悪そうに言葉を付け足したミゼリアさんだったが、俺も今日会ったばかりの人から全面的な信頼を受けられるとは初めから思っていない。ステータスボードという便利な道具がなければただの子供に見えても仕方がない。だって今の俺は本当に子供なのだから。

　そんなこんなで雑談しながらの食事を終え、再び掃除に戻る。次に休みを取ったのは、夜が明けてまた見張りの担当が代わる直前になった。

「失礼します、交代にきました」

「お疲つかれ様さまです、シェール君、レイピンさん、ゴードンさん」

「シリアお疲れ様です」

「作業の進み具合はどうであるか？」

「思ったより随ずい分ぶん早いが、リョウマってのはバテてないか？」

「彼は頑張ってくれていますよ。体力もまだあるみたいです。でも今はちょっと作業を中止しています」

「何か問題が？」

「まずは見ていただけると……」

「なんで――うわっ!?」

「なんだこのスライムの数……足の踏ふみ場ばもねぇぞ」

「スライムを使うとは聞いていたが、スタンピードを起こしたのであるか？」

「スタンピード？　リョウマ君は分裂と言っていましたが」

「分裂？　この数でただの分裂であるか？」

　作業効率を上げるため、またスライムを分裂させていたら、いつの間にか交代の人が来ていた。

「次の見張りの方ですか？　改めまして、僕はリョウマ・タケバヤシです。すみませんこんな状態で。スライムが分裂を始めてしまって。これが終われば作業効率も上がりますから、踏まないようにお願いします」

「ああ……俺はゴードンだ。よろしくな」

「僕はシェールです」

　背が低く、太い手足とがっしりとした胴体。そして顔半分は濃い髭ひげで覆われている。まさにイメージ通りのドワーフがゴードンさん。スライムを気にしながら名乗る人族のシェール君。彼は中学生か高校生くらいに見える。

　もう１人は？　と思えば、眼鏡をかけて杖つえを持った学者風の中年男性がスライムをまじまじと見ていた。

「ふむ……弱っているようには見えない、となるとスタンピードではないのであるな……ん？　おっと、これは失礼した。我わが輩はいはレイピン。魔ま獣じゆうの研究のため冒険者をしているのである。一つ聞きたいのであるが、これはスタンピードではないな？」

「リョウマ・タケバヤシです。僕も趣しゆ味みでスライムの研究をしています。質問を質問で返してすみませんが、スタンピードとはなんでしょうか？」

「スライムの突発的な分裂のことである。スライムが分裂できる状態にありながら、従魔術師の命令により分裂を妨さまたげられ続けると発生し、命令を聞かずに限界を超えた分裂を始めてしまうのである。これは繁はん殖しよく活動を妨げられたことによる本能的行動と言われている。

　一度スタンピードが始まると爆発的に数が増えるが、元の個体と分裂した個体は過剰な分裂により衰すい弱じやくし、周囲の物を手当たりしだいに食べて栄養補給を試みるのである」

「スライムがそんな行動をするなんて、知りませんでした」

「野生のスライムは好き勝手に分裂するのでまず起こらない、それに過去には研究資料を滅め茶ちや苦く茶ちやにした事例もあり、研究所ではなにかと疎うとまれるのである。我輩も実際にこの目で見たことはないのである」

「しかし今、この数を見てもしかしたらと考えたと」

「いかにも」

　元々１０００匹以上の数が居た事、それに伴ともないビッグスライムの事を話した後は興味を持たれ、俺は魔力回復ポーション片手にスライムとの契約を続けつつ延々とスライムや魔獣研究について話をした。

　その結果契約が終わる頃ころには、シェール君とゴードンさんはついていけないという感じになっていた。




　……他にも掃除を終えて外に出ると、１日一度はセバスさんから食事が届く。扉の前で待っていてくれたこともある。バスケットの中にお嬢じよう様さまから、宿に置いてきたスライムの世話はしているから心配はいらないとの手紙が入っていた事もある。見張りの９人だけでなく大勢の人に支えられ、俺は掃除と休憩を繰り返してきた。

　そして更にスカベンジャースライムは分裂し、今では総勢３０３３匹。１０１１匹ずつをキングスカベンジャースライムにして、３匹横に並べて作業が行えるため労力が減った。スキルのレベルも上がっている。




　キングスカベンジャースライム×３

　スキル　病気耐性レベル７　毒耐性レベル７　悪食レベル８　清潔化レベル８　消臭レベル８　消臭液レベル６　悪臭放出レベル８　養分還元レベル７　物理攻撃耐性レベル４　肥大化レベル５　縮小化レベル６　ジャンプレベル３　暴飲暴食レベル４




　病気耐性はもう成長しなかった。７ならイダケ病の病原菌には十分だったのだろう。

　その代わり……と言っていいのか、暴飲暴食と何故なぜか物理攻撃耐性が上がっていた。体がずっと壁を擦こすっていたからか？　それとも隣となりのスライムとぶつかっていたからか？　よく分からないが、レベルが高い分には困らないからいいけれど。

　そんなスライムの後ろをついて歩き、ミストウォッシュとレンジで壁を加熱消毒し続けていると、本当に終わりが見えてきた。

　最後の汲み取り槽の端に到達。スライムが一度処理をした壁や天井に景気よく水を撒いて一気に加熱した後、鑑定で消毒されている事を確認……問題なし。

　今日まで淡たん々たんと続けた作業もこれで終わりだ。

　スライムを引きつれ、時々鑑定で確認しながら外へ出る。迎えてくれたのは朝～昼担当のゴードンさん、シェール君、レイピンさんの３人。

「終わったのかね？」

「ええ、終わりました」

「よくやった！　これでぜんぶ終わったぜ。よくやりきったな」

「本当にほぼぶっ通しだったね」

「飯の時くらいだろ、まともに休んでたのは」

「確かにそうですね。あ、レイピンさん確認お願いします」

「うむ。……………………よし、問題ない。服も持ち物も周辺も、全部『鑑定』したが、清潔である。ギルドに戻って報告するのである」

「ありがとうございます。では行きましょうか」

「待った。我輩が連れて行こう。『ワープ』」

　空間魔法の中距離転移魔法、『ワープ』でギルドの前まで送ってもらえた。言葉は少々偉そうな感じだが、よく気遣ってくれる人だ。

　ギルドに入ると、受付嬢さんがすぐにギルドマスターの部屋に通してくれる。

「リョウマか。終わったのか？」

「はい、共同トイレの汲み取り槽30本。全すべての処理、終了しました。もう大丈夫です」

「そうか！　良かった……よし！　全員今日は帰って休め！　ほかの連中にはこっちで終わった事を通達しておく。明日の昼にギルドに来い、報ほう酬しゆうを支払おう。今回はほとんどお前さんが片付けたからな、期待しとけよ」

「わかりました、失礼しま……そうだ、ギルドマスター」

「何だ？」

「感染者は出てませんよね？　街の情報はほとんど入ってきてないんですが」

「大だい丈じよう夫ぶだ。薬の手配と併あわせてそっち方面に強い婆ばあさんに協力を頼んだが、今のところイダケ病と思われる患かん者じやは出てねぇ。……そのイダケ病は毒が体に入って10時間以内で罹るんだよな？」

「はい、汚物を鑑定したらそう出ました」

「なら大丈夫だろう。お前さんから聞いた薬の用意も進めて、ある程度の数は用意できてる。患者が出ても対応してやるさ。だからお前さんはさっさと帰って休め、寝ねてないんだろ？　患者が出たら声をかける、そん時にフラフラじゃなにもできねぇぞ」

「……そうですね、今度こそ失礼します」

　俺はそう言って冒険者ギルドを後にした。その後他の３人と別れると話す相手がいなくなり、どこか懐なつかしく心地ここちよい徹夜後の浮ふ遊ゆう感かんを覚えつつ、体を冷ます風を感じながら宿に向かってただ歩く。




　徹夜明けの肌はだに心地よい風を受けながら、ふらりと宿に戻ると公こう爵しやく家の皆さんが勢せい揃ぞろい。




「お帰りなさい！　リョウマさん！」

「お帰りなさい、リョウマ君」

「お帰り」

「無事に帰ったようじゃの、良かった良かった」

「お帰りなさいませ、リョウマ様」

「お荷物をお預かりします」

「お食事はお済みですか？」

　７人に迎むかえられる。これは、なんだか懐かしい……そういえばいつ以来かな？　こんな風に人に出迎えられるのは……母親が死んで以来か？　いや、エリアリア達は何度も俺を迎えてくれた、なのに何でこんな気分に…………

「リョウマ君、どうしたの？　どこか悪いの？」

「いえ……体調は悪くありませんが、何故か昔の事を思い出しました……家族の……！」

　家族？　そうだ……似てるんだ、この人達の雰ふん囲い気きが……




　前世の記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえる。




　最も古い記憶の俺は、すでに拳こぶしを握っていた。

　当時の家は祖父の代から受け継いで、狭せまいながらも立派な稽けい古こ場ばがあった。そこで物心つく前から武術を叩たたき込まれる俺。横で指導する親父おやじ。まだ学校にも入っていなかった頃だ。おそらく幼少期で一番長く過ごした場所。そして一番長く接していたのが親父だろう。

　親父は刀とう匠しようを生業なりわいとして、若いうちから未来の人間国宝と呼ばれるほど高い評価を得ていた人だ。一振り打てば若手の作にもかかわらず、裕福なファンが破格の値で買う。だから作刀の依頼も絶えることなく、家にまで押おしかける大人の姿をしょっちゅう見ていた記憶がある。




　だが、親父が依頼を引き受けることは稀だった。




　刀匠は１年間の作刀本数に制限があり、若手であれば限界まで打ってなおまともに食っていくのも難しいという話も聞く。しかし親父は自分と家族を養うだけの収入と、仕事上の付き合いのため必要最低限しか打たず、捻ねん出しゆつした時間を俺の指導に充あてていた。

　家に来る大人は俺に口をそろえて〝君は愛されている〟と話し、それを聞いた当時の俺も幼いながらに幸せな事だと考えていた。

　……しかし、その思いは歳を重ねるにつれて変化する。

　小学校への入学を機に人付き合いが増え、子供の世界がどんどん広がった。その過程では友達作りや勉強など変化は多々あるが、人が集まれば諍いさかいも起こる。

　それは低学年のある日の事。俺は当時から人付き合いの上手い方ではなく、練習のため放課後に友達と遊ぶ事も全くと言っていいほど無かった。クラスの中でも浮いていて、気に入らなかったんだろう。何が発ほつ端たんだったかは覚えていないが、俺は５人の男子に取り囲まれて壁かべ際ぎわに追いやられた。

　彼かれらはしばらく俺を罵ののしったが恐きよう怖ふはなく、何度か反論した。ただし聞き入れられることはない。返ってくるのはさらに激しい５人からの口こう撃げき。その後も数の多い彼らを口で黙らせることはできず、反論すればするほど彼らの気を逆さか撫なでするだけ。

　そのうち我慢のできなくなった１人がとうとう手をあげた。しかし親父の指導を受けていた俺は、その拳を何も考えず避よけていた。これが話を大きくしてしまう。

　壁際に追いやられた状態で、拳は正面から顔面を狙ねらった。つまり俺が避けるとその先は壁。拳は途と中ちゆうで止まることなく激げき突とつし、男子の口から悲鳴が上がる。

　その痛がり方に他の男子はまず驚おどろいた。そして心配した友人が手を取ればさらに痛がり、果てはその手を振ふり払って泣きだす始末。子供にはどうしようもなく、やっとのことで保健室まで連れて行くと骨折していたことが判明。すぐに担任へ報告され、骨折した男子を除いて呼び出されることになった。

「どうして、あんなことになったの？」

　当然ながら原因を問われて、俺は事実を正直に話したはずだ。周囲との不和についてはともかく、怪我けがに関して自分に落ち度はない……が、教師は最終的に〝俺が暴力を振るい、倒たおれたところで手を踏ふみにじった〟と判断する。なぜなら他の４人がそう主張したから。

　必死の否定も数には勝てず、彼らは俺を壁際に追いやるような真似まねをした事に対して軽い小言を受け、俺は相手に与あたえたとされる傷の深さから親を呼ばれることになる。




　そして放課後。顔を出したのは親父だった。最初に連絡を受けたのは母だったらしい。教師も父親の姿を見て驚いていたが、挨拶をする親父に続いて頭を下げていた。

　その直後、俺は殴なぐられる。

　１発、２発、３発と、硬かたい拳が顔を打つ。

　腕うでで顔を庇かばえば、今度は腹を打たれる。

　理り不ふ尽じんな攻こう撃げきは我に返った教師が止めに入るまで続き、止められるや否いなや親父は深々と頭を下げた。

「この度たびは息子が他所よそのお子様に暴力を振るったと聞きました。大変申し訳ありません」

　突然の暴力から誠実な謝罪へ。一変した親父の態度に教師は戸と惑まどっていたんだと思う。沈ちん黙もくが流れ、そこで俺は思い出した。それは間ま違ちがっている、自分は暴力など振るっていないということを。

　だがそれを口にしようとした途端、再び父の拳が飛んできた。言い訳をせず反省しろという言葉と共に。

　その後の話は早い。

「幸い骨に少しヒビが入っただけで、後こう遺い症しようも無く治るそうなので……暴力はいけない事だと、ご家庭でちゃんと言い含ふくめていただければ」

　時間が巻き戻ったようなやり取りの後に、教師から伝えられた一言で親父ともども帰宅が許された。

　暴力はいけないと口にした教師は、直前に起こった暴力を〝教育〟と受け取っていた。親父が一ひと角かどの職人であったからか、やっぱりお父様は一流の職人として、ご家庭では厳しく？　などとむしろ尊敬の念を抱だいていたようだ。

　しかし帰宅途中。子供心にどうしても納なつ得とくがいかず、若じやつ干かんの距離を開けて歩いていると、不満をこぼしてしまう。自分は怪我をさせていない、と。

　先を歩く親父の足が止まる。また殴られると身を固めたが……

「そんなことはどうでもいい。無む駄だな時間を取らないようにしただけだ」

　飛んできたのは拳ではなく、無関心な言葉。

　そんなこと？　どうでもいい？

　殴られなかった事への安あん堵どよりも混乱が勝った。

　言葉の意味が理解できただけに、誤解よりも納得できなくなってしまった。

　そのまま立ち止まった俺を見て、親父は……

「練習の時間までには帰ってこい。俺は刀が打ちたいから帰る」

　それだけを言い残して何事もなく歩き去る背中を見たあの日……俺は初めて明確に、父からの愛情を疑った。

　年ねん齢れい的てきに反抗期とも言える時期ではあったが、親父は俺が技を身につけていくに比例して、刀を打つ事に大半の時間を割さくようになる。まるで義務は果たしたと言わんばかりに無関心な態度が表面に出てきた。同時に誤ご魔ま化かしのきかない親父の一面が次々と見えるようになり、以来だんだんと心は親父から離はなれていく。親父は親父でそれに気づいていたのかも怪あやしい。気づいても気にはしなかっただろうが……




　そんな俺と親父の間を繋つないでいたのが、母だ。




　何かがあればまず親父が矢や面おもてに立っていたこともあるが、母は自分から表立って行動する人ではなかった。しかしその分、裏でひっそりと俺たちを支え続ける。そんな人だ。あまり強く印象に残る思い出もないけれど、困った時や苦しいときには傍そばにいた。

　中学に上がる頃にもなると親父は直接の指導も減らし、作刀に没ぼつ頭とうする日を増やす。本来刀と言うものは１人で作るものではない。刀身を打つ刀匠の他にも鞘さやを作る〝鞘師〟や研けん磨まを行う〝研とぎ師し〟と協力して行うのが普通なのだが、親父はそこまで手を伸のばしていた。以前から勉強のためと職人の所に通っていたようだが、本格的に手をつけた。

　そして俺は型を中心とした一人稽古が日常になり、必ず親父と顔を合わせる機会は朝食の時間だけ。その朝食を強く主張したのも母だ。会話もろくに無くなった俺たちを繋ぎ止めようとしていたんだと思う。




　そんな日々が続き、中学も卒業が見え始める頃。親父はだんだんと母を押し切り、朝食にも顔を見せなくなったかと思えば……新しく打ったのだろう。丹たん念ねんに磨みがき上あげられた刀身を前に、至し極ごく満足そうな表情で倒たおれていた。死因は心臓発作。持病の類たぐいは無かったが、俺も含めて人間死ぬときは死ぬものだ。

　以来、俺と母の生活は変化する。

　親父は高給取りだったが金に無む頓とん着ちやくで、勉強のためには散財もした。結果として貯ちよ蓄ちくは少なく、当時中学生の俺に働き口は少ない。そこで家を売る事と、母が働きに出ることが自然に決まる。

　家事をしながら日課となっていた一人稽古。高校入学から卒業まではバイトも加わる。

　母も帰宅は夜遅おそく、疲れた顔で帰ってくる。顔を合わせるのは寝るまでの短時間。

　夜にはよくその日の事を話したが……母はそんな生活に一度も愚ぐ痴ちをこぼさなかった。

　今思い返すと楽ではなかったが、それなりに幸せでもあった。




　そして俺は大学に入学。当時の経済状じよう況きようは苦しかったが、母は断固として高卒で就職する事を許さず。話し合いの末、最後には俺が折れることになる。幸い高校時代よりもバイト先の選せん択たく肢しは広がり、高所作業など危険な仕事を厭いとわなければ給料は増えた。

　そうこうしながら何とか卒業にこぎつけ就職……したまでは良かったが、その会社からは１年も経たないうちに離れる事になってしまった。やむを得ない事情、と言っていいのかどうかは分からないが、会社に残るならば迷めい惑わくをかけることは確実。上司に頭を下げられての退社だった。

　だが１年未満という短期間で退職したことに対する世間の風当たりは強い。

　どこの会社もその点を指摘しては退職理由の説明を求め、最終的に〝お祈いのり〟を伝えてくる。新しい職場が見つからず途方にくれる日々。バイトと鍛たん錬れんに明け暮れた結果、友人と言える人間も思いつかなかった俺を経済的・精神的に支えてくれたのも母だった。




　そのうちやっとの思いで見つけた職場は現代で言うところのブラック企き業ぎよう。家に帰る時間は不規則になったものの、生活はひとまず安定した。これで母には少し楽をしてもらえる。そう考え始めた頃。




　母が亡なくなった。




　過労だった。

　葬そう儀ぎは俺と母の職場の方でひっそりと行った。

　全てが終わって、１人になった。

　悲しみは感じなかった気がする。

　何かが欠けたような喪そう失しつ感かんの方が強かった。

　翌日は仕事だった。

　遠えん慮りよなく仕事が溜たまる。

　仕事に没頭した。

　いつのまにか、それが〝いつも通り〟になった。

　失ったものは返らず。

　さりとて新しい縁えんも得られず。

　自分にはもう手に入らないもの。




　……そう諦あきらめていたものが、目の前にあった。




「リョウマさん!?　どうされたんですの!?」

　お嬢様の声で気がつく。泣いていたみたいだ。知らず知らずのうちに出た涙なみだが、あごから滴したたり落ちている。

「……すみません、大丈夫です。ちょっと家族の事を思い出したのですよ。皆みなさんの雰囲気が、かぶりまして……顔は全く似てないのですけどね……」

　母親はブサイクではなかったが、特に良くもない普通の顔だ。こんなイケメン美女美少女ダンディ集団とは顔の作りが違いすぎる。

「あらあら」

「まずは中へどうぞ。ちゃんと休んでいただかないと」

　馬ば鹿かな事を考えていたら奥おく様さまに抱きしめられ、お嬢様に腕を引かれた。

「とりあえず座ろうか？」

　ラインハルトさんは肩かたに手を置いて席を勧すすめてくれた。

「まだ夕食も食べておらんじゃろう？」

「すぐにご用意いたします。何かご希望はありますか？」

　ラインバッハ様から頭を撫なでられ、セバスさんとメイドさん２人に温かい目で見られる。

「ハーブティーです。心が落ち着きますよ」

「お食事は軽めの物にいたしましょうか？」

「そうですね……できれば、差し入れにいただいたサンドイッチがいいです」

「かしこまりました」

　少々恥はずかしく思ったのを察してくれたのか、涙には誰だれも触ふれようとしない。
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　代わりに些さ細さいな事でも誰かが世話を焼いてくれる。

　ティーカップが空けばお代わりのお茶が出て、少し暑いかと思えば夜風が部屋に……

　特に率先して動いてくれるのは奥様とお嬢様。

　視界の端はしには役目を奪うばわれたリリアンさんが、後ろに控ひかえたまま２人の動きを注視している。

　自らの職務を果たすために手を出すべきか、２人の意を汲くんで出さないべきか。きっとそんな感じのことで葛かつ藤とうしているんだろう。少し落ち着きが無いみたいだ。

　こうして疲れた体をいたわってもらい、控えめな質問に答えながら待っていると、やがて見慣れたサンドイッチが手元に届く。

「いただきます」

　口中に広がる新しん鮮せんな野菜とベーコンの風味。注文通り作業中に届けられた物とまったく同じ味。この味に早くも慣れて、なんだか不思議な安心を覚える。




「ご馳ち走そう様さまでした」

　皿の上を空にするのに、時間は必要なかった。

「リョウマ様、お風ふ呂ろの用意ができています。よろしければどうぞお入りください」

　勧められるがままに風呂へ入り、上がれば今度は自分の部屋までそろって送そう迎げい。

「改めて、今日までお疲れ様」

「ゆっくりお話もしたいですが、今日はお休みなさいませ」

「徹夜に耐たえられるだけで睡眠は必要じゃろう？」

「話したいことがあれば、明日でもいつでもいいのよ。私達は近くにいるのだから」

　数年ぶりの徹夜のせいか、頭が働いていない気もするが……気分は悪くない。

　ベッドの中に潜もぐり込み、もう眠ねむると手を上げる。すると皆さんは静かに部屋を出て行く。




　１人になった部屋の中。

　しかし周囲の人々が迎えてくれる温かさが、今日は隣にあるように感じる。

　薄れて行く意識の中、今いま頃ごろになって仕事の達成感が湧き上がってくる。

　言葉にできない満足感に包まれて、気づけば心地よい眠気に身を任せていた。







特別書き下ろし・転生前日







「何年この仕事やってんだ！」

　怒ど声せいとともにカップが叩きつけられ、冷めたコーヒーが１人の男へ降り注ぐ。

「申し訳ありませんでした」

「チッ……やり直せ。今日中にだ。さっさと片付けて仕事に戻もどれ」

「失礼します」

　書類に目を落とす上司に一礼し、コーヒーカップを拾い上げる男。

「あっ、主任ー。それ片付けに行くならついでにコーヒーいれてきてくださいよー。俺おれちょっと手、離せないんで」

「プッ」

「……くくっ」

「砂糖とミルクは？」

「ナシで」

　通りかかった部下に雑用を頼まれ、男は黙々と歩みを進める。

（予備に着き替がえ……いいか。今日は外に出る仕事はないし）

「キャアッ!?」

　給湯室に入った矢先に、女性の悲鳴が上がった。

「何よ。ああ」

「失礼します。驚かせたようで申し訳ない」

「別に……」

「せ、先せん輩ぱい。この方は？」

「三課の竹たけ林ばやしさんよ」

　先客の２人に軽く挨あい拶さつをして、竹林と呼ばれた男は新しいコーヒーの用意を始めた。

　そんな彼をよそに、彼の背後からは女性２人の会話が流れる。

「びっくりした……なんですかあの、筋肉の塊かたまりで二に人にん羽ば織おりみたいな人」

「だから三課の竹林さんよ……格かく闘とう技ぎか何かやってらっしゃるみたいで、毎年合同の忘年会では体を使った芸を披ひ露ろうしてくれるから、あなたも年末には見られるわ」

「そうなんですか。コーヒーかな？　びしょびしょ……」

「いつものことよ」

「いつも？　ドジな方なんですね」

「……察しなさいよ……言っとくけど、あの人にはかかわらない方がいいわ」

「やっぱり怖こわい方なんですか？」

「あの人自体は別に、どっちかって言うといい人だけどさ。三課の人だって言ったでしょ？　……三課は使えない社員ばかり集めて、ほかの部署の足手まといをなくすための〝掃はき溜だめ〟なの。

　それにほら、うちって下した請うけじゃない？　親の所だと周りの目が痛いのか、取引先のお偉えらいさんの子供がこっちにガンガン入ってくんの。親のコネで。なんか上が良い顔してるみたいでさー……三課はそんなのと、あの人みたいな尻しり拭ぬぐい役しかいないわ。肩書きは主任でも実質一番下したっ端ぱらしいし、左さ遷せんされたようなものよ。……とにかく、人ひと柄がらがどうでも三課の人とはできるだけかかわらないこと。いいわね」

「え……」

　先輩から突とつ如じよ言いつけられた女性は、竹林の背中に目を向け迷いを見せる。そんな彼かの女じよに、丁度作業を終えた先輩からさらなる追い討ち。

「……私は教えたからね。下手なことしてひどい目にあっても知らないから」

「わ、分かりました！」

　冷たい言葉を浴びせて出て行く先輩に、あわてて追いすがる後輩。そんな２人が消えた給湯室で、男は１人寂さびしく湯を沸わかしていた。

（密談ならもっと静かにできないものだろうか……）




　コーヒーを持ち、自分の部署へと戻ると、

「あ、主任。俺ら昼飯行ってきまーす」

「課長、ゴチになります」

「うまい店だぞ～、期待しとけよ！」

「すんませーん、俺コーヒーやっぱいらねーわ」

　コーヒーを頼たのんだ部下は少しも悪いと思った様子なく、上司と職場を出て行く。

　その後から次々と去っていく社員の波を見送り、残ったのはただ１人。無表情でパソコンに向かい、入力作業を続ける若い男のみ。

「……田た淵ぶち君、コーヒー飲まないか？　ブラックだけど」

「あぁ……すみません、いただきます」

　余り物になってしまったコーヒーを一口飲んで、田淵は息を吐つく。

「……消えました？」

「……大丈夫そうだ。今日はまだ当たりも強くない方だったし運がいい……そうだ、さっき給湯室で新入社員っぽい女の子を見かけたんだが」

「主任から女の子の話って珍めずらしいですね。可愛かわいかったんですか？」

「いや、出会いがしらに悲鳴を上げられた」

「なんだそっちか」

「初対面のときの田淵君みたいだったよ」

「主任は体格が良すぎますって絶対。初対面ならビビッて当然ですよ。ワイシャツだと余計に筋肉浮き出てますし」

「だいぶ親しくなるまでは丁てい寧ねいに喋ってるんだが……筋肉は都合よくパージできる物じゃないからね」

「されても困りますよ」

　２人の顔にかすかな笑みが浮うかぶ。

「主任は武家の末まつ裔えいでしたっけ？　名前も竜りよう馬まですし」

「古武術の技わざとかを代々受け継いでるだけで、家柄は別に偉くもなんとも。名前は代々適当に強い人からとってるみたいだね。親父は〝武蔵むさし〟だし、祖父は〝連れん也や斎さい〟だったらしい」

「そのプロフィール、ネットに書いたら草を生やされそうですよね」

「現代だとそうなるよなぁ……テレビで名の売れてる古武術家の目の前でそれを言える奴やつはそう多くないと思うけど」

「はいはい〝そんな奴の意見は聞く気無い〟ってことですね。……じゃなくて、そんな体しててなんでＳＥやってるんですか。素す直なおに格闘家でもやればいいのに」

「格闘家になったとして、それ一本で食べていけるのはほんの一ひと握にぎりなんだよ。俺は安定を求めたから……」

「転職とかは？」

「格闘家に？」

「それ以外でも別にいいですけど、ずっとここで働き続ける気ですか？　あと結けつ婚こんとか」

「40手前となると転職先も相手もそうそう見つからないよ。そう言う田淵君は？　まだ20代でしょう？　経験だって俺が教えられる事は教えきったと思ってるし、ここの仕事量をこなせるならどこへ行っても一人前の仕事はできるだろう」

「僕ぼくは、まぁ、そのうち」

「俺の意見だけど、早いうちに他所へ移った方が良いよ。この会社の改善は期待できない」

「……前に失敗したんですよね」

「ここにいる時点で君も似たようなものだと思いますけど？」

　どちらからともなく、静かな部屋にため息をこぼす。

「そんなわけだから早目の転職を勧めるよ。君は体も弱いし、手て遅おくれになる前に」

「僕の体が弱いんじゃなくて、主任が強すぎるだけだと思うんですが……考えてみます。ところで……今朝こんなの買ってみたんですけど」

「ん!?　〝死にかけた少年と悪魔の契けい約やく〟これ書籍化してたんだ」

「主任これ好きでしたよね。半額でどうです？」

「読まないの？」

「上手いけどイメージ崩れそうな絵だったんで、僕はちょっと」

「なるほど。買おう」

　即そつ決けつで半額を支し払はらい、ライトノベルを大事そうに自分の鞄かばんへしまいこむ中年親父。

　竹林竜馬はそんな男だった。




■　■　■




　その日の夜。

（今日は運が良いな）

　珍しく終電前に仕事が片付き、鞄には部下から買い取った本。それだけで普ふ段だんよりも幸福を感じながら駅へ向かうと、ホームにたどり着いたところで電車もタイミング良くやってきた。

「……？」

　些さ細さいな幸運に恵まれ、普段より早く自宅に帰りついた竹林が、アパートの前をうろつく影かげに気づいて声をかける。

「こんばんは」

「んっ!?　なんじゃ、竹林さんか」

「大家さん、お久しぶりです」

　不ふ審しんな影の正体が顔見知りであった事にほっと胸をなでおろす竹林。

　しかし、それは声をかけられた相手も同じであった。

「まったく……そんな体で足音ひとつなく背後に立つのはやめてくれんかね。心臓が止まるかと思ったわ」

（別にこっそり近づいたつもりは無いんだが……）

　と考えつつも、だいぶお歳としを召めしているためあまり洒落しやれにならない事を言う老人に謝あやまる。

「それにしても、どうしてこんな時間に？　それに酔よってますか？」

「ん……少し飲んだが酔ってはおらんよ。ただ、ちと家に帰りづらくてな……っ！　あいたたたた……」

「大丈夫ですか!?」

「心配せんでええ。昼にちょっとばかし腰こしを打っただけ……竹林さん、前にもこんな事なかったかい？」

「え？　……そういえばありましたね。２、３年前だと思いますが。アパートの掃そう除じをしていて階段から落ちたところに、帰ってきた私が通りかかって……そうだ、立ち話もなんですから、上がって行きませんか？」

　何か作業をするわけでもない普段着に、コンビニのビニール袋ぶくろから覗のぞく酒とつまみ。

　家に帰りづらいという言葉も合わせて、何かがあったことを察した竹林が部屋に誘さそう。

「……お邪じや魔まさせてもらおうかね」

　大家は少々申し訳なさそうな顔をしたが、行き場がなかったようだ。

「どうぞ」

「お邪魔させてもらうよ」

　２人は居間へと場所を移し、茶を用意して向かい合う。

「あいたたた……」

「何があったんですか？」

「庭木の剪せん定ていをしようとして、はしごから落ちたんだよ。それを息子が見とってな……やれ年寄りだなんたら口やかましく言いおって。晩飯の時まで蒸むし返してきたんで、頭にきてな」

「それでお家うちを飛び出だしてきた、と……」

「それだけじゃない、あいつめ……最近流行のＩＴとかいう会社で儲もうけているからと、仕事にまで口を出してきおる。何がそんな資産運用はもう古い、だ。お前をこれまで育ててきた金は、そうやって稼かせいだというのに……空き部屋が多いのは事実だが、住人を追い出して駐ちゆう車しや場じようになど、そう簡単にできる訳がない。あいつはこの仕事をなんも知らんくせに……たたた……」

（だいぶ痛そうだ……）

　興奮する大家の愚ぐ痴ちを聞きつつ様子を見ていた竹林は、その痛がり方を見て冷蔵庫から小さなタッパーを持ち出した。

「大家さん。これ打ち身に効く塗ぬり薬ぐすりなんですが、よろしければどうぞ」

「あいつは、うん？　もしかして前にも借りたやつかね？」

（本当に良く憶おぼえてるな……）

　竹林にもかつて大家が階段から落ちた時、この薬を使った記憶は確かにある。

「それです。これも憶えてましたか」

「翌日に綺き麗れいさっぱり痛みが消えたのを憶えとるよ。記憶力は衰おとろえとらんからな。……では失礼して」

「はいどうぞ」

　竹林が塗り薬を少し手に乗せると、大家は服の内側に手を入れて豪ごう快かいに患かん部ぶへ塗りこむ。その途中で大家は口を開いた。

「この薬、どこで買える？」

「これは売り物じゃなくて自家製です。格闘技をやってると打ち身なんか日常茶さ飯はん事じですから、技と一いつ緒しよに代々伝わってきた薬ですね」

「そうかい。いやな、うちの孫がもう毎日のように怪我をして帰ってくるもんだからさ」

「お孫さんがいらしたんですか？」

「小学生でね。男の子だからやんちゃ盛りさ。手はかかるがかわいいもんだ。竹林さん、あんたいい年だけど結婚は？　彼女くらいおらんのかね？」

「恥ずかしながら仕事と趣しゆ味みにかまけ、気づいたらこの歳です」

「声はかけられなかったのかい？　……見た目はともかく、人柄は悪くないと思うんだが……それに息子と似たような仕事なんだろう？　懐ふところにも余よ裕ゆうがあるだろうし」

「残念ながら出会いの機会もなく……収入も息子さんほどじゃないと思いますよ？　私は経営者でもない下っ端ですから。まぁ一人暮らしで多少は貯金ができる程度のものです」

「なんなら見合いの相手でも探そうか？　うちの嫁よめはそういうの得意だぞ」

「ありがたいお話ですが……機会をいただけても仕事が忙しくて、なかなか都合が」

「そうかい？　まぁ独り身で楽な部分もあるね」

「例えば？」

「今ぱっと思いつくのは……遺ゆい言ごんかねぇ？　……息子らも言ってたが、俺もいい歳なのは分かってんだ。何時いつぽっくり逝いってもおかしくない。そうなると財産をどれだけ残してやれるかに悩なやみ。子供は複数いるから分配に悩み。残した財産で骨肉の争いが起こる、なんて聞いちまうといっそどっかに寄付でもしようかと悩み……まぁ色々あるわな」

「確かに私はそういう悩みとは無む縁えんですね」

「まぁその分、子供がいなきゃ味わえなかった幸せもあるけどね……そうだ竹林さん、なんだったらあんたこのアパート買わないか？」

（……は？）

　突然の一言に竹林は戸惑った。言葉にこそ出さなかったが、頭の中には疑問しかない。

「すみません、おっしゃっている意味が……」

「だから、このアパートを買わんかと言っとるんだ。金なら心配せんでいい。こんなボロアパート元からそんなに高値はつかんし、できるだけ安く譲ゆずってやろう。それにあんたも家を持ってもおかしくない歳だ。この部屋を老後の住まいに確保して、他の部屋は賃ちん貸たいに出してもいい。そうすれば収入にもなる？　その辺の詳細は俺が委い託たくしてる業者を紹しよう介かいするが」

「待ってください、そんな事を急に言われても。それにさっきの話の流れなら、このアパートも大事な遺産になるのでは？」

　それを聞いた大家は鼻を鳴らして、ビニール袋から取り出した酒の缶かんを開ける。

「くはぁ！　……息子達たちには自分の仕事がある。都心ならまだしも、こんなかろうじて都内のボロアパートはいらんと口をそろえて言っとるよ。さっきも言ったが、遺産にしてもすぐ潰つぶされて駐車場になるのが関の山。

　あいつらはこの仕事に興味なんか持っとらん。それは別に構わん。息子達には息子達の人生がある。しかしな……権利の一いつ切さいを受け継いだ息子が駐車場にすると決定したら、あんた含めて住人は立ち退のき要求をされるかもしれん。立ち退き料を払うことになったとしても、将来的にその方が利益になるならうちの息子共はやりかねん。

　腕のいい弁護士にもツテがあるという話だ。借かり主ぬしは法律で保護されているとはいえ、争っても不毛。追い出される方にとっちゃたまらんだろうが……だが竹林さんが買ってくれれば息子らに手出しはできん。それに正規の取引で手放して、金を受け取ったなら息子らも何も言うまい」

「だとしても……なぜ私に？　失礼ですが、これまでお互たがいにそこまでの話をするほど深い付き合いはなかったかと」

「確かにそうかもしれんが、人柄くらいは知っとるさ」

　大家は部屋を見回して答える。

「竹林さん。あんたもうここに住んでだいぶ長いだろ。大家として、それだけ見てきたつもりだよ……思えばあんたも老ふけたねぇ。入ってきた頃ころはまだ20そこそこの青年だったのに」

「……当時は竜馬君と呼ばれていましたね」

「そうだそうだ。それが今や〝君〟なんて似合わん面つらになっちまって……そんなになるまで、よくこんなボロアパートに住み続けてくれたもんだ。少なくとも今いる住人の中じゃ、あんたは一番の古株だよ。その分ここの事は誰よりも良く知ってるだろう？

　暇ひまがあれば花の手入れやアパート周りの掃除なんかも自主的にやってくれたようだし、見たところ部屋も大事に使ってくれとるようだ。あんたなら管理はできると考えとる」

「部屋は当然ですし、手入れはその辺を稽けい古こに使わせていただいているので……」

「理由なんぞどうでもいい。どんなに立派な御ご託たくを並べようと、行動が伴わなければ意味が無い。やってる事はやってる。できる事はできる。それだけでいいんだ。それに一番の古株と言ったが、それでいてほかの住人から悪い話も聞かん。ついこの間も下の階の坊ぼう主ずに聞いたぞ。あんたがいつも玩具おもちやを直してくれるとかな」

「……あの子ですか」

　始まりは連日の泊とまり込みと残業で帰宅時間が狂くるいに狂い、なぜか真っ昼間に帰った日のこと。部屋までの階段で泣いている男の子を見つけ、声をかけると階段から玩具を落として壊こわしたと言うので、竹林が部屋にあった物で直してやった事がある。それ以来、竹林が帰宅するとドアノブに手紙と壊れた玩具やお菓子の入った袋がかけられている事がたまにあった。

「ちょくちょく頼まれては直してやってるんだろう？　俺だって誰にでもこんな話はしないさ。ただ、どうせ売るなら建物も住人も、全部ひっくるめて大事にしてくれる相手に売りたい。どうだ？」

　言い切った大家の顔を見て、さらに困った竹林。

　しばらくの沈黙の後、告げた言葉は……

「せっかくのお話ですが、今はお答えできません。この家は気に入っていますが、私は不動産にはあまり明るくないので適正な価格というのも分かりません。立ち退きの件は分かりましたが、買うとなれば相応のお金を用意する必要もあるでしょうし……何より思いつきで決めてしまうのは、そちらにとっても良くないと考えます。心揺ゆれるお話ですが、やはりこの場では」

「……まぁ、そうなるか」

「未来は分かりませんが……今このアパートも大家さんの財産で、ご家族に遺せる大切な物だという事は確かです。だから売るにしても遺のこすにしても、もう一度じっくりと考えてからの方がよろしいと思います。そしてできるだけ後こう悔かいの無いように」

「悪くない案だと思ったんだが」

「子供がいなきゃ味わえなかった幸せもある……そう言えるくらいお子さんを大事に思ってるんですから、もう一度考えてみましょうよ」

「……分かった。実際ほぼ思いつきで口走った事だしな。もう一度考え直そう」

「ええ、それが良いと思います」

　無難に切り抜ぬけられた事にほっとしていると、大家が空になった缶を置き、怪我けがで重そうな腰を上げた。

「どうしました？」

「そろそろお暇いとまするよ。夜遅くにすまなかったね」

「それは構いませんが、これからどこに……」

「家に帰る。まだあいつらも寝ねておらんだろうし、少しばかり話でもしてみようか……という気分になってきたんでな。軽く酒も入っとることだ、ちょうど良かろう」

「でしたらお送りしますよ」

「１人で帰れるよ。あんた近所で何と呼ばれているか知っとるか？　〝いつ訪ねても留守の人〟だ。気持ちはありがたいが、あんたは家でゆっくりしときなさい」

　きっぱりと断られ、竹林は玄関まで見送る。

「今日は愚痴につき合わせて悪かった、それに薬もありがとう」

「いえいえ、大したことは……あ、お荷物忘れてますよ！　ちょっと待っていて」

「ああ、構わんよ。財布は持っとるし、酒とつまみだろう？　良ければ竹林さんが楽しんでくれ」

「私が？」

「迷めい惑わく料と薬代の代わりにはならんだろうがな。では失礼する」

「ありがとうございます。お気をつけて」

「さっきの話は一応考えといてくれよ。あいつらと話してからだが、事と次し第だいによっては本気であんたに売ってもいいんでな」

　去っていく姿が見えなくなると、竹林はそっと扉とびらを閉める。

　目に付いた時計を見ると、まだ普段の帰宅時間よりはだいぶ早い。

「たまには家飲みも良いか。明日の朝食は期限切れが近いあれで済ませるとして……夕飯を多めに作って朝も食うか。温めるだけにしとけば楽だし……」

　冷蔵庫の中身を思い出しながら献こん立だてを考える間に、体は掃除や洗せん濯たくのために動く。

　掃除、洗濯、料理。どれかをこなす合間にできた僅わずかな時間に別の作業の用意をすませ、効率的に片付けてしまう竹林。長い独身生活で培つちかった手て際ぎわが冴さえる。

　こうして家事と夕食に風呂まで片付けてしまえば、すべきことは残されていなかった。

「さて……今日はゆっくり読める！」

　捻ねん出しゆつした時間で今朝のライトノベルを読み始め、さらに夜は更ふけていく。




（面白おもしろかった……あれ、田淵君にちゃんと読んでみるよう言ってみようかな……）

　こうして竹林はささやかな幸せをかみ締しめ、満足そうな表情で眠りについた。

　ある意味で不幸であり、そしてまたある意味で幸運。

　そんな未来への一歩とは知らずに……







あとがき







　この文章を読んでいるあなたは「神達に拾われた男　１」を購入し、最後まで読んでいただけたのだと思います。私の作品を購入していただきありがとうございました。

　もしかすると誰かから借りて読んだという方かもしれませんが、それでも最後まで読んでいただければ嬉しく思います。




　この小説は元々「小説家になろう」というウェブサイトから始まりました。

　２０１４年、執筆経験も知識も無く、読者としてサイトを利用していた私は当時、海外に移住したことで言葉の壁や文化の違い、時間経過と共に疎そ遠えんになってしまった友人関係に悩みと寂しさを感じていました。

　今思えばフェイスブックとか色々ソーシャルメディアがあるだろうに、と言いたくなりますが、私はそういった物を一切使わず、なぜか「小説家になろう」に作品を投稿。

　感想が来たら嬉しいな。日本語でやり取りができるかな？　と、そんな風に作品をコミュニケーションツールとして見ていた部分があります。

　もちろん小説に興味はありましたが、当時は本当に興味本位。趣味程度の認識でした。

　それが書き続けていくうちに、応援してくださる読者の皆様に満足いただける作品にしたいと考えるようになり、今日までの約４年間で執筆への打ち込み方も大きく変わっています。

　試行錯誤が裏目に出ることも多くありましたが、読者の皆様からアドバイスと応援をいただき、とうとうこの度、こうして書籍化をさせていただきました。

　皆様の応援が無ければ、私はここまで執筆を続けることも、書籍化もできなかったでしょう。

　これまで応援やアドバイスをくださった皆様には心から感謝をしています。

　そして皆様の応援に答えられるような作品を作っていきたい。そう思いながら、私はこの先も続きを書き続けます。

　ですので今後とも、よろしくお願い申し上げます。
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